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アリシア・フェイトリン

ある事件が元で〈死神姫〉と呼ばれるようになった〈地方伯〉の称号を持つ、格式の高い没落貴族の一人娘。
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「アズベルグの暴君」と名高い成り上がり貴族。国王に特に許され〈強公爵〉の称号を得ている。




ノーラ・テルペス

ライセン家で働くメイド。




ティルナード・レイデン

名家・レイデン家当主の少年。




ルアーク

ちょっとお茶目な裏社会で名高い少年。




トレイス

カシュヴァーンの幼馴染み兼執事。













　序章







　遠く、大きな火の周りに集った少年少女たちの、かすかなざわめきが聞こえてくる。

　あるひとつの大きな仕事が終わった後だった。長年の訓練と課された暗い任務ゆえ、普段はめったに騒ぐことなどない集団だけに、彼らの声には一種独特の熱気が込められていた。

　冷たい夜風を縫って届くそれらの声を背中で聞きながら、軽装の銀髪の少年が歩いていく。

　あたり一面、草もろくにない岩だらけの荒野である。だが一見細身の少年の足取りは、石畳に舗装された道を歩むかのように安定しており、迷いがない。

　高揚感からか年相応に浮かれ騒ぐ仲間たちの声を尻目に、彼が歩む先にあるのは騒ぎから離れた小さな天幕。慣れた動作で中に入り、奥で毛布にくるまっている人影へと声をかけた。

「おにいちゃん、飯めしだよ」

　呼ばれて、入口に背を向けて横たわっていた少年が、入ってきた少年のほうを向いた。

「……ルアーク。お前、今回もたくさん手柄を立てたんだろう。なんでこんなところに来るんだよ」

　弟と同じ銀色の髪に緑の眼をした少年の、声にも瞳にも湿った敵意がある。

　それに気づかないふりをして、ルアークは兄の側そばへと屈かがみ込んだ。

「なんでって、サイードおにいちゃんに飯持ってきたんだってば」

　おどけたように明るく言って、ルアークは粗末な土焼きの皿に盛った水がゆを差し出す。いつもどおりに振る舞う弟を見つめる兄の手が不意に動いた。

　いつからか握り込んでいたらしい小石が数個、ルアークの顔目がけて飛んだ。

　けれど彼は、ただ軽く体を右に傾けただけだった。驚くでもなく、慌てるでもなく、手元の水がゆを引っくり返すこともなく。

「ちゃんと水がゆだよ。この間みたいに熱いってことはもうないから、ほら」

　なんでもない顔をして、かゆの入った皿を差し出すルアークの背後で、天幕に当たった小石が落ちる。

　乾いた空むなしい音を聞くサイードの表情は、次第に引きつっていった。

「ほら、おにいちゃん」

　うながされて一度は水がゆの皿を受け取った。

　そして次の瞬間、皿ごと中身を弟に向かって投げつけた。

　まともに受けた服や髪に薄いかゆが飛び散る。ふやけた穀物が眼に入ったらしく、片手で顔を覆ったルアークを睨にらみつけサイードは吐き捨てた。

「今回はとうとうラグラドール人を大勢殺やったってな！　凄すごいじゃないか。本当に俺たちがあいつらを越えられる日が近づいてきた」

　いら立たしげにつぶやくサイードは、まだ上半身を起こしただけの格好だ。

　自力では最も早はや永遠に立ち上がることができない兄の声を、ルアークは黙って聞いている。

「俺みたいな役立たずのお荷物を切り捨てて、お前みたいに優秀な奴だけ選抜したからだな！　きっと!!」

「……サイードおにいちゃんは、運が悪かっただけだよ」

　小さな弟の反論に、兄の顔がまたしても引きつった。

「今のもお前は避よけられたんだ！　絶対に絶対に避けられたんだ!!」

　水がゆにまみれた弟を指差し、叫ぶサイードの金切り声には聞く者の神経に障さわる響きがある。

「馬鹿にしやがって……いつもいつもいつもいつも馬鹿にしやがって！」

　くるまった毛布の中で、サイードは網にかかった魚のようにもがき続けている。

　何度も繰り返されてきた光景を、ルアークは今回も黙って見ていた。

　やがて体力も尽きたのか、ぜいぜいと喉のどを鳴らしながらサイードがおとなしくなった。

　兄の姿を見届けてから、弟は静かに立ち上がってこう言った。

「そこ、後で片づけるから。奥のきれいなところで寝てなよおにいちゃん。代わりのおかゆを持ってくるから待ってて」

　無言の兄は、決して弟のほうを見ずに毛布にくるまって固く眼を閉じる。

　見慣れた光景の最後の一幕を確認して、空からになった皿を片手にルアークは天幕の外に出た。

「水がゆにしといて、正解」

　濡れて不快に皮膚に張りつく銀の前髪をかき上げ、ルアークはもと来た荒野を歩き出した。遠く聞こえる楽しげな声は、まだ続いている。

「できても、できなくても、だめなんだよなあ……」







　数年後、死神のあだ名を持つことになる少年の、いつもの夜のできごとだった。








　第一章　ライセンの石屋敷にて







　シルディーン王国北の辺へん境きよう、アズベルグ地方。

　この地のさらに北部、鬱うつ蒼そうとした黒い森の奥深くに、領主カシュヴァーン・ライセンの屋敷がある。

　威圧感漂う巨大な館やかたは、屋根や柱のあちこちに翼持つ怪物の像が据すえつけられた不気味な作りだ。シルディーン王国の国教であり、翼持つ者すべてを聖なる存在として崇あがめる〈翼つばさの祈いのり〉教を小馬鹿にしていると取られても仕方がないだろう。

　くわえて館の裏手には、「ハルバーストの薔ば薇ら屋敷」というあだ名の由来でもある不吉な廃園が、ひっそりと佇たたずんでいる。

　しかしここ最近、領主の館については別のあだ名が広がりつつあった。

「ライセンの石屋敷？」

　初めて聞く単語に眼め鏡がねの奥の瞳ひとみを輝かせ、嬉うれしそうにしている亜あ麻ま色いろの髪の少女は、館の奥方であるアリシアだ。

　小柄でやせっぽち、特に胸部の肉づきに乏しく、十五歳という実年齢よりさらに下に見られることが多い。おまけに嫁いだ今も実家から持ってきた古いドレスを着ているので、「公爵夫人」といった雰囲気は全くない。

　しかし見た目はともかく、アリシアは名門フェイトリン家の出身だ。先の夫を殺して出戻ったという噂から、「死神姫」なるおどろおどろしいあだ名までついている。

「まあ、レイデン伯爵様、それは何かしら」

　来訪の知らせを受け、館の一階広間まで来た直後に、早速耳よりな情報が客人から提供されたのだ。

　昔から恐怖小説ばかり読んでいて、その手の話題に眼がないアリシアは非常に嬉しそうだが、当の客人はそうでもなさそうである。

「こちらへうかがう途中、農民たちがそんな話をしていましたよ。……僕も実際、来てみてなるほどとは思いましたが」

　ちらりと窓の外へと視線を投げかけながら、言葉を選んでいるやや女顔の若者はティルナード・レイデン伯爵。

　一年を通して寒さにみまわれ、穀物などの出来があまり期待できないアズベルグとは違い、肥沃な大地に恵まれたレイデン地方の領主である。

　といっても、ティルナードはシルディーンで成年と認められる十八歳に満たないため、レイデン地方の実際の権限を、後見人であるカシュヴァーンに握られている。

「アリシア様、僕も守り石のことは聞いたことがあります。贈った相手を守ってくれるとか……それは分かるのですが、その、少しばかり大きめの石を選ばれすぎではないかと……」

　ティルナードの言うとおり、窓の外に覗のぞく殺風景な庭には、真昼の光に輝く黒い巨石が五つ立ち並んでいる。それぞれが大人の男ほどある大きな石が無造作に並べられたさまは、かなり不気味だ。

　アズベルグ地方に伝承として伝わる守り石は、この地のあちこちで見つかる黒い石に一部鉱石のかけらが含まれたものである。

　様々な色合いを含むその石の中で、相手に相ふ応さわしいと判断したものを贈り、お守りとして身に着けてもらうのが本来なのだ。

　背が高く、基本的に黒ずくめのカシュヴァーンは立ち並ぶ巨石に似ていると言えばそうかもしれない。しかしこれでは、屋敷のあだ名が変わってしまうのも無理はない。

「確かにちょっとたくさん守り石を持って来すぎたかもしれませんわ。でも、私もノーラもルアークも、カシュヴァーン様を守って下さる物をと思って一生懸命選んだのですのよ。ほら、カシュヴァーン様は時々他人の屋敷に火を点けたりされるので、ちょっぴり評判がよろしくないから」

「アズベルグの暴君」と悪名高いカシュヴァーンについて、その妻は無邪気な口く調ちようで語った。

「は、はあ……そのようですね……いやでも、あいつも言われるほどひどい男ではないと……まあ火を点けるのはよくないですが、いろいろと苦労もあるようですし」

　初対面の時とは比べものにならないような理解を示すティルナードの言葉をあっさり聞き流し、アリシアはいいことを思いついた、という顔をした。

「そうだレイデン伯爵様、よろしければ伯爵様にもお贈りしましょうか？　この間から何度も危ない目に遭あっていらっしゃいますものね」

「あ、いえっあの、ご厚意は大変ありがたいのですが、その……」

　しどろもどろに断り文句を探すティルナードの横で、長い黒髪をひとつに結ゆわえた眼鏡の青年が口を開いた。

「アリシア様、申し訳ありませんがそれはお断りさせていただきます。レイデン地方へは山を越えねばなりません。あれだけの巨石を持ち帰ろうとすると、かえって危ないことになりかねませんので」

　ずばりとそう言いきったのは、ティルナードの執しつ事じと家庭教師を兼任するセイグラム・アーレイだ。紆う余よ曲きよく折せつを経て新たな主あるじをティルナードと定めた彼は、誰に対してもずばずばと言いたいことを言う。

「おい、そういう言い方はやめろセイグラム。アリシア様のご厚意に対して失礼だぞ」

「必要ないものを必要ないと申し上げただけです。それにティルナード様には私がついております。守り石よりお役に立てると思いますよ」

　眼鏡を押し上げ、これまたきっぱりと断言されるとティルナードもそれ以上突っ込めない。ずるい、とか何とかもごもご言いながら押し黙ってしまった。

　一方、セイグラムのきつい台せ詞りふを浴びても、アリシアはのんびりこうつぶやくだけだ。

「そうねえ。カシュヴァーン様にはルアークもいるし、トレイスもついてくれているし、私やノーラもいるものね。じゃあ、この間見つけた石はもう必要ないかしら」

「……まだ増やす気だったんですか？」

　そろそろ巨石で埋めつくされてしまいそうな庭を見て、ティルナードが思わず本音を漏らした。

　と、そこへ、

「庭を巨石で埋めつくしてでも、夫を守る努力を怠らない。男女の関係の最終地点たる夫婦となった後も、関係維持のためには油断してはならないということですね。参考にさせていただきます」

　この屋敷では耳慣れない淡々とした声が響く。

「……おい。お前もお前でやめろよ」

　若干引き気味にティルナードがぼやくのを聞いて、アリシアも声の主へと視線を移した。

　白い肌。銀、というより白髪に近い色の短い髪。薄い茶色の大きな瞳。

　全体的に色素に乏しいためか、光の具合によっては赤くも見える眼を持つその姿は、最低限の武装をした少年兵だ。

　しかし発された声は少女のものである。ただしその胸はアリシアよりもさらに起伏がなく、全くの平坦に近い状態。顔立ちも悪くはないが、表情までも平淡であるために不気味な印象が強い。

「あら、ごめんなさい、ライセンの家へようこそ。レイデン伯爵様、そういえばこの方はどなただったかしら」

「ご挨あい拶さつが遅れました。私はレネと申します」

　簡潔に名乗った少女は、ティルナードらと一緒に屋敷に入ってきていた。

　珍しい容貌を見て、もちろんアリシアは好奇心をくすぐられていた。だがそれより前にティルナードが「ライセンの石屋敷」のことを話し始めたので、いつものように目先の興味に気を取られてしまっていたのである。

　レネもレネで、アリシアの容貌について言いたいことがあるようだ。

「あなたが死神姫と呼ばれるアリシア様ですか。その姿は夜空に輝く青白き月が如ごとし。冷気を帯びた美び貌ぼうは男の心を凍いて付かせ、しかし捕らえて離さない。その上、眼が三つあり角が生えていて、おまけに山より巨大であるとお聞きしておりましたが、全く違うようですね」

　最初の婚儀の最中に夫が殺された、という話はよほど人々の想像力を刺激したようだ。いまだ絶えることのない数々の風ふう聞ぶんをまとめたような言葉を聞いて、ティルナードは青くなったがアリシアは他のことを気にしている。

「あら、レネはレクサンドール子爵様と同じようなことを言うのね」

　カシュヴァーンの剣の師匠でもある傭よう兵へい団長、バルロイ・レクサンドール。

　彼も同じような噂話を口にしながら、実際のアリシアを眺めて首をひねったものだ。

「お話はバルロイ様からお聞きしております。私はバルロイ様が率いる傭兵団に世話になっている者ですので」

「まあ、そうなの。でもレネは、ラグラドールの方ではないみたい」

　シルディーン王国の近くに存在する小国ラグラドール。貧しい土地柄ゆえに、生まれ持った強きよう靱じんな肉体と強い生への渇かつ望ぼうを併せ持つラグラドール人の多くは、傭兵として他国の戦いに参加し生計を立てている。

　彼らの肌は一様にシルディーン人より浅黒く、簡単に見分けがつくのだ。

　レネの見た目も特徴的ではあるが、その肌の色はアリシアよりさらに白いほど。

「ええ、ラグラドールの生まれではありません。ですが今の私はラグラドールの傭兵であり、いずれバルロイ様に結婚していただく予定です」

　ティルナードがぎょっとした表情になり、セイグラムが呆あきれた口調で「また始まった」とつぶやいた。

　アリシアも眼をぱちぱちさせているが、レネは世話になっている傭兵団長に倣ならうかのように、アリシアの胸元に静かな視線を注いでいる。

「よかった。あなたの胸部の状態なら、バルロイ様の興味の対象外ですね」

「……レネ、いいかげんに」

　ひとりで勝手に納得しているレネに対し、セイグラムがお得意の小型の鞭むちを取り出す気配を見せたが、それより先にレネがすっと広間の奥の階段へ眼を向けた。







「待たせたな、ティル、セイグラム」

　そう言って、二人の使用人を従え幅広の階段を悠々と下りてくるのは、アズベルグの領主でありこの館の主あるじでもある〈強〉公爵カシュヴァーン・ライセン。

　黒髪に鋭く黒い瞳を持つその容姿は武骨さが先に立ち、アリシアは最初は「三十三歳ぐらい」と思っていたほどだ。実際には十ほど若いのだが、置かれた立場と苦労の多い人生のせいか三十代に見られることが多い。

　いつも襟えり高だかの黒ずくめの衣装に身を包んでいるのだが、今はその背にマントはない。今日は出かける予定がないせいである。

「な、なんだライセン、勝手にティルって呼ぶな！　名前で呼ぶなとは言わないけど、ちゃんと段階を踏んでまずはティルナードって」

「お前の名前は長くて面倒なんだよ。いいだろうが、ティルで。嫌なら最初に呼んだ時にそう言え」

　早速嚙みついてきたティルナードを軽くいなすのを聞いて、アリシアは微笑んだ。

「まあカシュヴァーン様、名前が長いなんてディネロ様みたいなことをおっしゃるのね。でも普段からそうやって、なんでも節約を心がけるのはいいことですわ」

　ディネロ、という名前を聞いて、カシュヴァーンはかすかに眉み間けんにしわを寄せた。

　ディネロ・アズベルグ公爵は、古くはこのアズベルグ地方を治めていた領主の家柄──すなわち地方伯の血を引く青年だ。

　すでに没落しているとはいえ、家名を地名として各地に刻んだ地方伯は、シルディーン王国旧貴族のなかでも最高峰の家柄である。メイドの血を引く成り上がり領主として、評判が芳しくないカシュヴァーンとは対照的な存在である上に、ディネロとは両親の代からの複雑な因いん縁ねんがあった。

　おまけに、

「ふん、ディネロな……そういえばアリシア、お前とあいつは、貧乏天然地方伯同士でやたらと波長が合っていたようだが」

　評判ほどにはひどい男ではないとはいえ、カシュヴァーンが激しやすいのは事実である。

「カシュヴァーン様……あの、ディネロ様はちょっと変、いえ、変わった方でしたが、決して悪い方では」

　カシュヴァーンの背後で、幼おさな馴な染じみであり今は執事を務める金髪の青年トレイスが、主あるじの機嫌の降下を悟って早くもおろおろし始めた。

　しかしカシュヴァーンはふっとひとつ息を吐いて、眉間のしわを解といた。

「だがあいつのおかげで、俺も昼間から屋敷にいられるわけだ。その点には感謝しないとな」

　不服従な領民たちを威い嚇かくして回るため、領主になってからというもの、カシュヴァーンは陽の高い時間はほとんど屋敷にいなかった。いたとしても、本来なら執事などが片づけるべき雑務に忙殺されていて自室を離れられなかった。

　それがこうして急な客人にも対応できるのは、先日ディネロがアズベルグ地方一帯に、カシュヴァーンを領主として認める旨の触れを出してくれたためだ。

「そうですよカシュヴァーン様。私も多少複雑な気持ちにはなりますが、やはり地方伯の名前の持つ力は今でも大きいのです。特にこの、アズベルグのような地では」

　ほっとした表情でトレイスが言うように、アズベルグ地方は辺境ということもあってか信心深く保守的な土地柄。八十年ほど前に下克上の嵐が吹き荒れた際も、あまり影響を受けなかったような場所だ。

　そこに住まう人々にとっては、ディネロはすでに領主の座にないとはいえ地方伯である。心情的には成り上がった現領主のカシュヴァーンより素直に頭を下げやすい。

　そのディネロが、しかも時計公爵とあだ名がつくほど毎日を決まりきった予定どおりに過ごす彼が、だ。わざわざこの地のめぼしい貴族たちに送ってくれた書簡の効果は高かった。

　おかげでカシュヴァーンは毎日とは言えないが、数日置きぐらいにはこうして屋敷で過ごせるまでになった。

「へえ、なかなか物分かりがいいじゃんカシュヴァーンおにいちゃん。まあディネロ様の引き際はきれいなもんだったし、下へ手たに嫉しつ妬と丸出しにしても男を下げるだけだもんねえ？」

　不意に聞こえてきた軽い声に、カシュヴァーンの背後にいたノーラが悲鳴を上げた。

「ルアーク、あなた本当にいつもどこから出てくるんですの!?」

　自慢の赤毛と見事な胸を揺らして声を震わせるノーラは、自分はカシュヴァーンの愛人であると言ってはばからないメイドだ。

　肉感的で派手な美人である彼女には、「愛人」という言葉は似合ってはいる。しかしアリシア以外の屋敷中の人間は、カシュヴァーンはノーラの言葉を否定しないだけで、愛人に対してするようなことは何もしていないことを知っていた。

「あっはは、毎度ごめんねノーラ。俺の出現経路についてはまあいろいろと。お貴族様の屋敷ってのには、無駄な空間が多くってさあ。特にこのお屋敷に関しちゃ、俺用？　って聞き返したいぐらい環境が整っててねえ」

　ノーラの怒りにしれっとした顔でそう返すのは、いつしか階段の途中に出現していた銀髪の少年。

　アリシアの最初の夫だったブライアン・バスツール伯爵を殺し、彼女に「死神姫」というあだ名をつけてしまった暗殺者。屈託のない笑顔の裏に真意を隠した死神少年、ルアークである。

「あらルアークこんにちは、今日は出てくるのがちょっと遅かったわね」

　ルアークの出現にもいつもの調子を崩さずに、アリシアはのんびりした声を出す。

「あはは、普段の俺ってば、そんなにお客さんが来たら即出現って感じなのかな。ま、たまには違う演出にしないと、新鮮味がなくなっちゃうでしょ」

　自他共に認める一流の暗殺者であるルアークの勘は非常に鋭い。屋敷に近づいてくる人間の気配や足音（時には馬のひづめの音）ですぐに誰かを判別し、今のようにいきなり出現して驚かせるといった悪いた戯ずらを彼は好んでいる。

「いつもと違う演出にしたいのなら、いっそ普通に歩いてくればいいじゃないですか、全く……それはそうとカシュヴァーン様、いかがなさいますの。お客様をどちらにお通しすれば？」

　憎たらしそうにぶつぶつ言うノーラは、レイデン主従来訪をカシュヴァーンに知らせに行っていたのである。

「ああ、そうだな。今日の用事はティルではなく執事のほうだと聞いている。セイグラム、俺の部屋へ」

「……僕は？」

　やり取りを聞いているとそうは感じられないが、一応セイグラムのご主人様であるはずのティルナードが小さな声で尋ねた。

「生あい憎にくだが大人だけで大事な話があるんだ。菓子ぐらい食わせてやるからいい子で待っていろよ、ティル」

　完全に子供をあやす態度で言われ、ティルナードはまずはいつものようにむっとした。

「そういう言い方はよせって言ってるだろ！　……けど、うん、分かった。菓子なんかいらないけど、適当に待たせてもらう」

　勢いよく言い返したのも束の間、妙におとなしい返事を聞いてカシュヴァーンは真顔になった。

「どうしたティル、熱でもあるのか？　気味が悪いぐらいに聞き分けがいいな。もっとこう、無駄にでかい態度で空気が読めない反応をしてくれないと、俺の調子が狂うんだが」

「な、なんだよ、悪いか!?　おい、それとまた勝手にティルって呼んだな!?」

「ははは、そうだそうだ、それぐらい嚙みついてくるのがいつものティルだ」

「聞けよ僕の話をッ！　しかもまたティルって呼んだな!?　じゃあ僕もお前のことを名前で呼ぶぞ！」

　それを聞いたカシュヴァーンは、含み笑いをしてつぶやいた。

「元気になったら元気になったでやっぱりうるさいな。ふん、俺を名前で呼びたいだと？　いいだろう。呼んでみろ」

　いきなり名前呼びを許されて、ティルナードは半瞬口ごもった。

「カ、カシュヴァーン……カーシュ」

　ダンやロセといった古参の使用人、もしくはトレイスが昔の癖で呼んだのを聞いていたのだろう。カシュヴァーンの愛称である「カーシュ」という名を、ティルナードはおずおずと口にした。

　なんだか気恥ずかしそうにしているその姿を、カシュヴァーンは無言で眺めている。

　呼ばれた名を反はん芻すうするように軽く眼を閉じてから、やがてこう言った。

「ああ、やっぱりお前に名前で呼ばれると、そこはかとなく腹が立つな。今後はぜひやめろ。いつものように床に頭をこすりつけながら、ライセン強公爵閣下と呼べ」

「おいッ!!　誰がいつそんなことをした!?」

　きいきいわめくティルナードを尻目に、カシュヴァーンはレネへと眼をやった。

「ところでもうひとり連れがいるようだが、そいつは？」

「あらカシュヴァーン様、レネとは初めてお会いになるの？　レクサンドール子爵様のええと、部下ということなのですけど」

　アリシアの言葉に、カシュヴァーンは怪け訝げんな表情になった。

「バルロイの……ということはそのガキはまさか傭兵か？　確かにラグラドールの傭兵団には、高給目当てに他国の人間も大勢入り込んでいるとは聞いているが、バルロイの団にはよほどの腕でないと入れないはずだぞ」

　華きや奢しやなレネの実力を推し量ろうとするかのように、カシュヴァーンは鋭い瞳をさらに鋭くしてその姿を見つめている。

　大抵の人間なら思わず及び腰になりそうな眼光を浴びながら、レネは無造作に頭を下げて挨拶を始めた。

「あなたが女性の胸部の状態にさほど頓とん着ちやくがない、カシュヴァーン・ライセン強公爵閣下ですね。私はレネと申します。ご紹介いただいたとおり、バルロイ様の団に属する者です」

「──その声、女か！」

　まだレネの性別に気づいていなかったようだ。驚きの声を上げたカシュヴァーンは、反射的にレネの真っ平らな胸を改めて見た。

「……あのバルロイが、ひんにゅ……いや、まあ、お前のような女を側そばに置いているのか。なるほどな。お前は一体ここになんの用で来た？」

　ますます疑わしそうな声を出すカシュヴァーンに、レネは変わらない態度で答えた。

「私は将来、バルロイ様と夫婦になる予定です。ですが傭兵団の中には模範にすべき夫婦が見当たりませんでした。そこでセイグラムに頼んで、あなた方の夫婦生活を参考にさせていただくために参りました」

　カシュヴァーンが押し黙り、一拍遅れてセイグラムが、ため息交じりに説明を始める。

「レネは普段からこの調子で、バルロイ様と結婚するという妄想を誰彼構わず吹ふい聴ちようして回っているのです」

「妄想ではありません。いずれ現実のものとなります」

「少し黙っていなさいレネ。強公爵閣下、申し訳ありませんがバルロイ様からも、世話になった恩を盾たてにごり押しされたんですよ。レネをあなたのところに連れて行けとね。要するに、体ていのいい厄やつ介かい払いだと思いますが」

　カシュヴァーンはげんなりした顔で大きく息を吐き出した。

「……バルロイの奴、相手をするのが面倒で俺に押しつけてきたな……」

　あの野郎、と苦い顔で毒づく夫を尻目に、アリシアはレネの発言に興味を露あらわにした。

「まあ、レネは、私とカシュヴァーン様の夫婦生活を参考にしたいの？　そんなに変わったことは何もしていないわよ。時々〈翼の祈り〉のみなさんに殺されかけるぐらいで」

「いえ、ごく普通の、一般的な新婚夫婦の有り様を見せて下されば結構ですので、それで問題ありません。できれば特に、お二人がいちゃいちゃしていらっしゃる様を参考にさせていただきたいと思っております」

　真面目な顔でそんなことを言い出すものだから、ノーラが勘違いしてカシュヴァーンに詰め寄った。

「ちょっとカシュヴァーン様、私の眼の届かないところでいつ奥様といちゃいちゃしたんですか!?　全く油断も隙すきもありませんわね！」

「……いや、別に、これといったことをした覚えはないんだが」














　これ以上この場にいるとまずいと思ったのだろう。言葉を濁したカシュヴァーンは素早く踵きびすを返し、指示を出した。

「ノーラ、とにかくティルぼっちゃんに適当な茶菓子を見み繕つくろってやってくれ。それじゃあなティル、セイグラムを借りるぞ。後見人も執事もいないからといって泣くなよ？」

　最後までからかいの言葉を忘れずに、カシュヴァーンが歩き出す。その背を「レイデン伯爵をからかうのはいいかげんにして下さい！」と小声でたしなめながらトレイスも追っていき、ティルナードに軽い一礼をしてセイグラムも後に続いた。

　いったんはそのまま夫を見送りかけたアリシアだったが、ふと思い出して声をかけた。

「そうだカシュヴァーン様、お客様がいらっしゃったなら夕食はどうなさいます？」

　ライセンの屋敷にもちゃんとした料理人はいる。だがアリシアの料理の腕は、名家のお嬢様としてはできすぎるほどのものだ。

　カシュヴァーンもアリシアの料理は口に合うらしく、最近屋敷にいる時間が増えたこともあって、よく妻の手料理を楽しんでいた。

「夕食？　……ああ」

　しかし振り返ったカシュヴァーンの顔には、何やら微妙な表情が浮かんでいる。

「……今夜は『肥料要らず』を食べさせてくれるという話だったな」

『肥料要らず』というのは、アズベルグ地方やアリシアの実家のあるフェイトリン地方に自生している有毒植物である。

　強烈な毒性ゆえに人も獣もめったなことでは手をつけないようなしろものだが、裏を返せば競争相手もまたいないということだ。

　名家に生まれながらも極貧生活にあえいでいたアリシアは、しばしば肥料要らずを食べて生活していた。料理がうまいのもそういった生活のおかげである。

「まあ、俺が毒殺される可能性はないとは言えないし、何より身近にこの毒を使う暗殺者がちょろちょろしているような状態だ。お前の料理の腕は分かっているし、慣れておいたほうがいいことはいいんだろうが……」

　未練がましく、言を左右にするのを聞きながら、レネが淡々と述べた。

「妻は夫に毒入りの手料理を振る舞い、夫は命を賭けてその愛を受け止めるわけですね。さすが強公爵夫妻、私などには到底考えつかない愛情の交歓方法です。参考にさせていただきます」

「……バルロイに毒を盛るのなら、俺も別に止めはせんが。そうだな、せっかく客人も来たことだし、いっそ夕食は肥料要らずのフルコースにでもするか？」

　こうなったら全員巻き添えにしてやる、と言わんばかりの台詞に、ティルナードとセイグラムがわずかに顔を引きつらせた。

　しかし今度はアリシアが、少しだけ困った顔になってこう言った。

「あら、他のみなさんにも？　それでしたらええと……カシュヴァーン様以外は手足のしびれではすまないかも。今回はカシュヴァーン様の体格に合わせた量で作ってありますの」

「そうか、それはまずいな。じゃあ今日はとりあえずやめておこう。おい、セイグラム、早く来い」

　うまい逃げ道を見つけたカシュヴァーンは、素早くそう言って歩き出した。







　二人の執事を連れて部屋へと戻っていったカシュヴァーンを見送ってから、アリシアはティルナードに尋ねた。

「本日はセイグラムの用事だったのですわね。レイデン伯爵様は、どのような用件かご存じ？」

「さあ……何か、ライセンに調べ物を頼まれていたようです。傭兵団に籍を置いていたせいか、以前仕つかえていた家々のせいか知りませんけど、セイグラムは妙に顔が広くて独自の情報網を持っているようなので」

　詳しい内容は知らされていないらしく、ティルナードも曖あい昧まいな表情で答えた。

「前はそういうことは、バルロイおじさんに頼んでたんだろうけどねえ。でもあのおじさん、油断すると自分に都合がいいように加工した情報を持ってきたりするからなあ」

　階段を下りてきたルアークの軽口に、レネが素早く反論した。

「バルロイ様はご自分の団のみならず、ラグラドール全体の利益を常に考えていらっしゃる御方なのです。あの方の立場からすれば、ライセン強公爵とアズベルグ公爵の争いを望むのは当然のことです」

　戦いくさがなければ傭兵は食えない。

　そういう理屈で以前バルロイは、カシュヴァーンとディネロの間に争いを起こすべく情報操作を行ったのだ。

　だがそれは、当然ながらバルロイたち傭兵団側にのみ通じる理屈である。金かね儲もうけができない、という理由で巻き込まれるカシュヴァーンたちにしてみればたまったものではない。

「あはは、まあカシュヴァーンおにいちゃんはディネロ様のことが嫌いだったみたいだから、これ幸いと乗っかった部分もあるんだろうけど」

　やはり軽く応じるルアークの横で、ノーラは渋い顔をしている。

「……図々しいところは団長の影響かしら。ですけど、レネと言いましたかしら？　あなた、よくもまああのバルロイなんかのことを、それほど想えるものですわね。女は顔より体、特に胸と公言してはばからない上に、いい歳をして傭兵なんて不安定な仕事を続けるろくでなしですわよ？」

　バルロイにちょっかいをかけられては、そのたび冗談じゃないとはねつけているノーラとしては、なぜレネがそこまでバルロイに想いを寄せるのか全く分からない様子だ。

　何か裏があるとでも考えているらしく、不審そうにじろじろ見つめてくるノーラをレネもまたじっと見つめている。特にその、お仕着せのメイド服を押し上げている豊満な胸を。

「あなたがバルロイ様お気に入りの、ノーラというおっぱいメイドですね」

　これにはノーラのみならず、アリシアもルアークもティルナードも眼を丸くした。

「レイデン伯爵様、おっぱいメイドってどういう意味ですか？　普通のメイドと何が違いますの？」

　アリシアの素朴な問いかけに、顔を真っ赤にしたティルナードが絶叫した。

「なんで僕に聞くんですか!?　それにアリシア様はおっぱ、いや、そんな言葉を使ってはいけません！」

　騒ぐ二人を尻目に、ひとり表情を変えないレネが、ごていねいに破は廉れん恥ちなあだ名を復唱した。

「私がこちらにうかがった理由はもうひとつあります。それはおっぱいメイドにお会いして、バルロイ様の好みを把握」

「ちょっと、ちょっとレネ、待ちなさい！　今なんて言ったのあなた!?」

　血相を変えたノーラに対し、レネはさらにもう一度、

「おっぱいメイ」

「やっぱり言わなくていいですわ！　ああもうッ、そんな呼び方をしているのは一体誰!?」

「バルロイ様がよくそう呼んでいらっしゃいます」

「……まあそうでしょうけどね……！　あの男、今度こそ容よう赦しやしませんわ……!!」

　怒りに震えるノーラを前に、レネは淡々と言い始めた。

「バルロイ様にそのように特別なあだ名で呼んでもらえるなんて、羨うらやましいです。ノーラ、よろしければ私に、そこまで胸部に脂肪を集める方法を教えて下さいませんか」

「ちょッ、それは嫌味のつもりですの!?」

　放っておくといつまでも平行線を辿りそうな二人の会話に、ルアークが割って入った。

「まあまあ、ノーラ、レネはたぶん悪気だけはないんだろうから。えっと、あっそうそう、みんなさあ、カシュヴァーンおにいちゃんとセイグラムさんが今何話してるか興味ない？」

　かなり強引な話題の転換だったが、それを気にするアリシアではない。

「あらルアーク、どういうこと？」

「俺がいきなりひょいっと出て来たり消えたりするの、みんな不思議がってるよね。もちろん俺は神かみ業わざ的な身のこなしを持ってるわけだけど、このお屋敷に関しちゃ元からの設計のせいもあるんだって、さっき言ったの覚えてる？」

　いたずらっぽく笑うと、ルアークは周辺を意味ありげに見回した。

「この屋敷の中にはね、いたるところに隠し通路が仕掛けられてるんだ。俺が使ってる例の隠し部屋を中心に、屋敷内の大抵の場所を覗いたり、こっそり出入りしたりできるようになってる」

「なんですって!?」

　ノーラがぎょっとした声を出した。

「そんな仕掛け、聞いたことがありませんわよ。一体誰が、なんのために……あ」

　自分でその答えに気づいたようだ。

　どことなく気まずそうな表情になったノーラに、ルアークは含み笑いをした。

「そう、たぶんカシュヴァーンおにいちゃんのお父さん……ハルバースト公爵だね」

　レジオール・ハルバースト。前領主であり、カシュヴァーンの父親であり、「ハルバーストの薔薇屋敷」という恐怖の噂をアズベルグ地方にまき散らした男。

「薔薇狂いの奥さんを殺した後だっけ、あの人がこの屋敷をやたらめったらに改築したのって。たぶんその時に作ったんじゃないかな。きっと誰のことも信じられなくなって、使用人とかさらってきた女の人とかの行動を見張るために、こういう作りにしたんだと思うよ」

　少し声をひそめ、雰囲気たっぷりにしゃべるルアークに触発され、アリシアもがぜん身を乗り出した。

「まあ、きっとそうに違いないわ。そして逃げ出そうとした人を捕まえて拷問……あらいけない、私ったら」

　興奮のあまりうっかり口を滑すべらせたアリシアは、口元に手をやった。

「ごめんなさい、不謹慎ね。実際にこちらで亡くなった方もたくさんいらっしゃるのに」

「そうだねえ。けどま、とにかくその隠し通路を使うと、カシュヴァーンおにいちゃんの部屋も覗けちゃうよと。そういう話。ど？」

　にっこりしてのルアークの誘いに、ノーラはまず首を振った。

「私は遠慮しますわ。そりゃあ何を話しているかは気になりますけど、見つかった後が怖いですもの」

　ノーラが乗ってこないのは予想していたらしく、ルアークはあっさり諦あきらめた。

「そっか。それじゃ置いてきぼりのおぼっちゃんは？」

「……僕もいい」

　多少のためらいは見せたものの、あまり迷うことなくそう断ったティルナードに、ルアークは意外そうな顔をした。

「あれ、いいの？　てっきりライセンめ僕を無視してーとか、セイグラムの奴どっちがご主人様か分かってるのかーとか言いながら、後先考えず乗ってくると思ったのに」

「なんだそれは僕の真似か!?　失礼な、まるで僕が聞き分けのない子供みたいじゃないか！」

　結構似ているルアークの物真似に憤ふん慨がいしたのも束の間、ティルナードはすぐに落ち着いた口調に戻った。

「──いいんだ。あいつらは、少なくとも今は僕に聞かせる必要はないって判断した話をしているってことだろう。いずれ必要な時が来れば、話してくれると思うし」

　語るティルナードは口調のみならず、表情も非常に落ち着いている。

　前の後見人だった〈翼の祈り〉教団の司教・ユーランにべったりで、続いて後見人になったカシュヴァーンになんだかんだ言いながら強く依存していた、哀れな子供の面影はほとんど見られない。

　カシュヴァーンが自分に向けてくれる深い情を確認し、セイグラムという常にかたわらにいてくれる存在を得たせいだろう。幼い頃に両親を殺され屋敷を焼かれ、不安定に揺れていたティルナードの精神は、ようやく拠より所どころを得られたようだった。

「レイデン伯爵様は、カシュヴァーン様とセイグラムのことをとても信じていらっしゃるのね。よかったわ」

　嬉しそうにアリシアは笑った。

「私もカシュヴァーン様のなさることを、疑ったり口出ししたりするつもりはないの。だって私はあの方に買っていただいた妻ですもの。余計なことをして、もういらないって言われたら困るものね」

　もういらない。

　さらりと口にした言葉がアリシア自身の耳に、思いがけない大きさで響いた。しかも以前も感じた、「おなかが痛い」感覚も伴って。

　それにちょっとだけ引っかかったのも一瞬のことで、アリシアは素直な欲望を口にした。

「でも、隠し通路にはぜひ入ってみたいし、盗み聞きって楽しそう」

「あはは、アリシアならそう言うと思ったよ。それによく考えてみれば、俺たちお邪魔かもしれないし」

　軽やかな笑い声を上げ、ルアークは意味ありげにノーラとティルナードに視線を送った。

「……なんですの、気持ちが悪いですわね」

　今度は何を言い出す気かと、身構えるノーラにルアークはにやにやした。

「ノーラさ、バルロイおじさんが嫌なんでしょ？　でもアリシアがいる限り、カシュヴァーンおにいちゃんは難しいと思うよ。だからそろそろ諦めて、ティルぼっちゃんを本格的にたらし込んだほうがいいんじゃないかな」

「なッ!?」

　短く声を上げたきり、絶句しているノーラの後ろでティルナードは固まっている。

「カシュヴァーンおにいちゃんも、ノーラをご指名の上でぼっちゃんをもてなしてやれって言ってたじゃん。お邪魔虫のセイグラムさんは連れて行ってくれたし、きっと二人の仲を応援してくれてるんだよ。じゃ、がんばってねー」

「ちょっと、ちょっと待ちなさいルアーク、だから私はこんなへなちょこおぼっちゃんに興味はないって……!!」

　なんとか叫び声を上げるまでに回復したノーラだったが、それより早くルアークはアリシアの手を引いて階段を昇り始めていた。

　されるがままに二階へと上がっていくアリシアの髪を、一陣の風のごとき何かが揺らした。

「あら？　レネ？」

　いつもなら、このような常人の眼にも止まらぬ動きをするのはルアークである。

　だが今彼と同じような身のこなしを見せ、アリシアのすぐ側へと出現したのはレネだった。

「あのお二方を二人きりにして、いい雰囲気にさせるには、私も離れる必要があるでしょう。ご一緒させて下さい」

　息ひとつ乱さぬまま、レネは淡々とそう願い出てきた。

「まあ、レネも二人の仲を応援しているの？」

「恋敵には、素早くどうでもいい異性をあてがう……恋愛必勝法のひとつです」

　レネの個性的な恋愛論を聞きながら、ルアークは大きな瞳をかすかに細めてつぶやいた。

「──ふうん。さすがあのバルロイおじさんが、体型にこだわらず側に置くだけのことはあるかあ。女の子だし、傭兵っていっても輜し重ちよう隊たいのほうかと思ったけど」

　輜重隊とは、前線に軍需品を補給する役目を持つ部隊のことだ。傭兵団が連れているそれには商人、それに傭兵たちの家族なども含まれているので、女性の姿も珍しくない。

「それにしても、今の身のこなしは凄いね。その姿といい、レネってもしかして……」

　ぞくりとするような寒気を含んだ声で言った次の瞬間、ルアークは唐突にいつもの屈くつ託たくのない笑みを浮かべた。

「ま、いっか。俺は貧乳も嫌いじゃないしね。急がないと話が終わっちゃうし」

　階段の下で、案の定言い合いに突入しているノーラとティルナードの声を背に、三人は二階へと上がっていった。







　ルアークが案内してくれた隠し通路の入口は、彼が勝手に自室と定めた二階の隠し部屋と似たような仕掛けになっていた。

　目立たない位置にある柱の陰に、簡略化された薔薇の紋が隠されている。慣れた手つきでルアークがそれを押すと、壁の一部に偽装されていた回転扉が口を開けた。

　ルアークに先導されて、アリシアもわくわくしながら隠し通路へと足を踏み入れた。後にレネも続く。

「すごいわ。壁が厚いから外からは分からなかったけど、こんな造りになってるのね……」

　冷たく湿った石壁を撫なでつつ、アリシアは頭の中で屋敷内の地図を展開させる。

「ちょっとほこりっぽくはあるけど、意外にきれいね。苔こけが生えていたりする様子もないし……思ったよりも普通ねえ……」

　内部は薄暗くはあるが、造りはかなりしっかりしている。窓らしい窓がないことを除けば、屋敷内の普通の通路とそれほど違うということはなかった。

「そりゃ公爵様が、自分が日常的に通るために作らせた道だからね。防音もきっちりしてるから、普通に歩いたりしゃべったりしても平気だよ」

　そう言うルアークの足下からは、音の響きやすい石の床の上を歩いているにもかかわらず全く足音が聞こえてこない。レネも同様である。

「あ、でも、俺が合図したら声出しちゃだめだよ。カシュヴァーンおにいちゃん、ただでさえ勘がいいんだから」

　笑いながらどんどん歩いていったルアークは、やがて立ち止まり唇に指を当ててみせた。

　しゃべるな、の合図だ。分かったわ、の返事をこっくりうなずいて返したアリシアをルアークは手招きし、近くの壁に差し込んであった丸い木製の栓を抜いた。

「聞こえる？」

　ルアークのささやきに、アリシアはなんだかどきどきしながらうなずいた。







　栓が抜かれた後に開いた小さな穴の向こうから、カシュヴァーンが話す声が流れてくる。

『セイグラム。ティルナードは、だいぶお前になついたようだな』

　聞き慣れたはずのカシュヴァーンの声も、盗み聞きという特殊な状況下にあるせいだろうか。やけに非日常的な響きを持っているように感じられてならない。

　きゃーきゃー言いたくてたまらないアリシアに、ルアークはもう一回「しゃべっちゃだめ」の合図を送った。

『表情が柔らかくなって、行動が落ち着いてきた。後見人として礼を言う』

　壁の向こうでは、ティルナードについての話が進行中だ。会うたびいちいち盛大にからかいはするものの、やはりカシュヴァーンは後見人として気にかけているらしい。

『まだまだですよ。あの方は今でもたまに、私とユーランという男を間違えるのですから』

　答えるのはセイグラム。トレイスはどこにいるのかしら、と思いながら、アリシアは穴にそっと眼を押し当ててみた。

　この穴は部屋の西側の壁にあいているようだ。文ふ机づくえに腰かけたカシュヴァーン、側に控えたトレイス、カシュヴァーンの正面に立っているセイグラムの横顔が見える。

　悪趣味で統一された屋敷の中、アリシア的には一番まともでつまらないカシュヴァーンの部屋でさえ、こうして見るとなんだかわくわくしてしまう。またきゃーきゃー言いそうになったが、アリシアはぐっと我慢した。

『ティルナード様には一刻も早く、ユーランのことは完全に忘れていただかねばなりません』

　眼鏡を押し上げ断言するセイグラムに、カシュヴァーンは肩をすくめてふざけてみせた。

『思いきり殴れば忘れるんじゃないか？』

『それが最善の策なら、致し方ありませんね』

　にこりともせずに言いきったセイグラムは、懐ふところから小型の鞭を取り出し、空あいた手の平を軽く叩くようなしぐさを始めた。

『私に着替えを手伝われるのを、ティルナード様はいまだ過剰に嫌がられるのです。例の傷を見られるのを避けたいのでしょうが、私は気にしないと何度言っても納得して下さらない』

　思わず、といった感じで、トレイスが控えめながらも口を挟んだ。

『……それはやはり、ご本人からしてみればお嫌でしょう。恥ずかしいことだと思っていらっしゃるようですし』

　ティルナードの体には、散々彼を搾さく取しゆしてきた数多くの後見人たちと、その子供たちから受けたむごい傷跡がまだ残っている。

　刃物により刻まれた「やくたたず」「むだめしぐらい」といった文字は、稚拙な筆致である分余計にむごたらしい。

『すでに跡になって残ってしまっている状態だからな。あの傷はもう消えないだろうから、無理強じいをしてやるな。──下手なことをすると、お前が恨まれるだけだぞ』

　ティルナードだけでなく、セイグラムもまた傷つくだけだと、カシュヴァーンは言っていた。

　しかし当のセイグラムは、手の中の鞭をもてあそびながら、

『ええ。ですから今度あの傷の上から、私がこれで叩いて差し上げるつもりです。元の傷跡の上から新しい傷を刻めば、少なくとも字としては完全に読めなくなるでしょう？』

　真顔でセイグラムが口にした返答に、カシュヴァーンもトレイスも絶句した。

（……ティルぼっちゃん、ちょっと早まったんじゃないかな）

　聞こえるか聞こえないほどの小さな声で、ルアークもひと言漏らした。

（そうね、だけど……もがもが）

　つられてついしゃべりかけたアリシアの口を、間一髪ルアークとレネが同時に押さえる。

　カシュヴァーンは一瞬、壁へと眼を動かしたが、セイグラムは鞭を懐にしまいながらさらにこう言った。

『恨まれるのには慣れております。ティルナード様が過去と決別し、レイデン地方の領主に相応しい方になって下さるのなら、私はなんでもするつもりです』

　その、なんら迷いのない口ぶりを聞いては、カシュヴァーンも嘆たん息そくするしかないようだ。

『──やはりお前を、俺の執事にしなくてよかったな。危うくその鞭で打たれるところだった』

『強公爵閣下がお望みであれば、いつでもレイデン・ライセン両家の執事を兼任して差し上げますが』

『俺にはトレイスがいれば問題ない。おい、それよりだ。〈翼の祈り〉教団の動きについて、報告しに来てくれたんじゃないのか』

　まだライセン家の執事になることを諦めていないらしいセイグラムに、カシュヴァーンは本題に入るよううながした

『そうでしたね。では、まずは総括から。シルディーン王国内において、〈翼の祈り〉教団の動きは明らかに活発化し始めています。特に権威低下の著いちじるしかった時期に、取り壊されて石材に再利用されるなどしていた各地の聖堂を建て直したり、良家への聖職者の派遣を積極的に行っているようです』

『聖職者の派遣、な。ふん、家の中に潜り込ませて、強い信仰心を植えつけようという腹か。ユーランがティルナードの後見人になったのも、その先駆けというところだろうな』

　皮肉に唇の端を歪ゆがめ、カシュヴァーンは吐き捨てた。〈翼の祈り〉の教えに対し、彼は一貫して否定的な態度を貫いている。堂々と不信心を公言するその態度が、保守的で信心深い領地内で反発をかう理由のひとつでもあった。

『だが、今さら遅すぎるんじゃないのか？　農民から成り上がった貴族に翼をくれてやった段階で、名門貴族どもの心はだいぶ〈翼の祈り〉から離れたはずだ。もっとも翼をくれてやらなければ、今頃王家も貴族もへったくれもない世の中になっていたかもしれんがな』

　このアズベルグ地方のような辺境以外の地域では、カシュヴァーンほど露骨なものでなくても、〈翼の祈り〉離れはそれほど珍しいものではない。

　八十年ほど前に国内を席せつ巻けんした下克上の風潮に、王家と〈翼の祈り〉教団は、革命を叫ぶ有力な農民たちの一部に爵位と死後の翼を約束し、彼らを懐柔して暴動を鎮圧したのだ。

　その結果、カシュヴァーンの言うとおり、なんとか今でもシルディーン王国の支配体系は旧来のままに保たれている。

　その代わり諸侯たちは弱腰の王家と〈翼の祈り〉教団に失望し、彼らの言うことをあまり聞かなくなってしまった。

『そうですね。ですが、ただ手をこまねいて見ているわけにもいかないと思っているのでしょう。聖職者の派遣については、王家の後押しも強いようです。特にティルナード様のような、困こん窮きゆうして弱っていらっしゃる方に甘い言葉をささやいて近づいていますね』

　淡々としたセイグラムの報告を聞いていたカシュヴァーンの瞳が鋭さを増した。

『……まさか、ティルの家を焼いたように、手ずから〈困窮して弱っていらっしゃる〉連中を作り出しているわけじゃないだろうな』

『可能性としてはありえます。どうやら〈翼の祈り〉教団内部も一枚岩とは言いがたいらしく、穏おん健けん派と急進派の二派に別れて争っているとか。急進派の中には、かなり思いきったことをしでかす者たちもいるようですから。ちなみにユーランという男は、穏健派を代表するひとりだったようですね』

『……あのユーランが、穏健派な。それはそれは』

　頭痛でもしてきたような顔になったカシュヴァーンは、セイグラムに視線を戻した。

『実のところ俺も、〈翼の祈り〉のことをよくは知らんのだ。神秘性を維持するためだろうが、よほどの信仰心の篤あつさ、もしくは誠意という名の金を示さないと、どんな名家の人間であっても例の聖女アーシェル様には会わせてもらえないらしいな？』

（アーシェル？）

　含みのある声でカシュヴァーンが口にした名を、アリシアは思わず復唱してしまった。

　それは、〈翼の祈り〉教の根幹となる伝説の少女の名前。今から何百年も昔、誰もが神を信じなくなっていたその時代、ただひとり信仰を捨てなかった少女アーシェル。

　それゆえに迫害を受けた彼女が海に臨のぞむ高い崖の上に追い詰められ、身を投げたその時、神はアーシェルの背に翼を贈った。

　アーシェルは与えられた翼により天上の神々の住まう楽園、至いと高たかき国へと飛翔していったのだという。

（こーら、アリシア、だめだってば）

　またしてもアリシアの口をふさいだルアークが、耳元にひそひそとささやいてきた。

（でも、アーシェ……もがもが）

　白い翼を持つ聖女アーシェル。

　伝説上の人物であるはずの彼女。まさか実在するのかと、好奇心に瞳をきらきらさせているアリシアに、ルアークはあっさりこう言った。

（本物のわけないじゃん、教団が用意した偽にせ物ものだよ。その話は後で教えてあげるから）

　ルアークの台詞に、レネがぴくりと反応する。

　それに気づかないままアリシアは、続けて流れてきたセイグラムの声に再び耳を傾けた。

『残念ながら〈翼の祈り〉の内部事情に関しては、さすがに警戒が厳しくまだこれ以上のことは分かりません。聖女アーシェルの居場所、および教団の本拠地がどこかも、いまだはっきりと分からない状態です』

『バルロイに調べさせてもだめだったぐらいだからな。まあ、奴らに関しては続報を待とう。他の動きは？』

『国王陛下、並びにスタンバール一族は、〈翼の祈り〉と足並みを揃え、むしろこれを機会に王権の強化を目指しているようです。各地の有力貴族へ分権化された状態を正し、中央集権国家を作り上げたいと』

　スタンバール一族、という名前ならアリシアも知っている。シルディーン国王を政治的に補佐する宰さい相しようを、代々輩出している名門貴族だ。

　セイグラムが言うように、有力貴族たちが国王をないがしろにしてなお、最低限の王権が保たれているのはスタンバール一族の働きあってのことと言われている。

　一方カシュヴァーンは、宰相一族より国王の動きに関心があるようだ。

『絶対王政、というやつか。よその国では実現できたところもあるらしいがな。やれやれ、我らが臆おく病びよう者ものの国王陛下は、それほどまでにご自分の地位を脅おびやかされるのを恐れているのか』

『ええ。特に強公爵閣下のような、野心のある若い貴族の台たい頭とうを恐れているようですよ』

『俺のような？　馬鹿言え。俺にはそんな、大それた野心などありはせんぞ』

　軽く受け流したカシュヴァーンを見つめるセイグラムの瞳が、眼鏡の奥で妖あやしく光る。

『本当に、野心はないのですか。例えば……公爵の地位にまで成り上がったついでに、いっそ国王にまで成り上がろうですとか』

　セイグラムは、冗談を言っている雰囲気ではなかった。

　覗き見しているアリシアでさえそう思ったぐらいだから、ルアークに勘がいいと評されたカシュヴァーンはなおのこと、

『……あまり妙な風にあおってくれるなよ、セイグラム』

　足を組み替え、椅子に座り直して改まった低い声を出した。

『俺には王の器うつわなどない。それどころか、領主の器でもないだろうさ。そんなことは俺自身が一番よく分かっている』

『国王陛下はそうは思っていらっしゃらないご様子です』

　すました顔でそう言うと、セイグラムは文机の上に手を置き軽く身を乗り出してきた。

『強公爵閣下。あなたは地方伯フェイトリンの血を引く妻を迎え、地方伯レイデンの跡取りの後見人になり、地方伯アズベルグから認められた。着々と地盤を固めつつあると、そう思われても仕方がないのはご自分でもお分かりでしょう』

　トレイスもまた険けわしい表情になっているのに、セイグラムはひとり涼しい顔でとうとうと語り続ける。

『臆病者が猜さい疑ぎ心しんに取り憑つかれた時、その容赦のなさには眼を見張るものがあります。やらなければやられる、あちらはそう思っていらっしゃる。いずれ火の粉こは降りかかってくるでしょう。ならば、こちらから仕掛けても同じことでは？』

　緊迫した空気が室内に満ちている。誰も口を開かない。

　セイグラムは明らかに、国王への反逆をカシュヴァーンにそそのかしていた。

　しばらくの重い沈黙の後、カシュヴァーンはひとつ息を吐き出し、こう言った。

「おい、ところでそろそろ出て来たらどうだアリシア。どうせルアークも一緒だろう」







　盗み聞きしていた三人を眼の前に並べて立たせ、カシュヴァーンはため息をついた。

　ルアークとアリシアはこの際置いておくとしても、一応客人であるレネまでいたとは予想外だったようだ。「バルロイの団には図々しい奴しか入れないのか」とかなんとか、ぶつぶつつぶやいている。

「えっと、別に聞いても意味ないかなとは思うけど、いつの時点からばれてたの？」

　首謀者であるルアークの問いかけに、カシュヴァーンはじろっと彼を睨にらんだ。

「おそらくは、お前たちが壁の裏に来てすぐだな。ルアーク、俺がいつまでも、暗殺者に好き放題に屋敷の中をうろちょろさせると思うなよ？」

　どうやらカシュヴァーンは隠し通路の存在にすでに気づいており、日頃から警戒していたようだ。

「あの、ごめんなさいカシュヴァーン様。私、隠し通路に入ってみたくて……それに、ちょっと盗み聞きというのをしてみたくて」

　常に好奇心旺おう盛せいなアリシアの謝罪に、カシュヴァーンは「そんなことだろうと思った」とまたため息をついた。

　そして、少し意地の悪い目つきになってこう言った。

「なあアリシア。そんなに俺の部屋に来たいのなら、こそこそせずに遠慮なく来てくれていいんだぞ？　お前は俺の妻なんだからな。できれば今度は余計なおまけ抜きで、ひとりで」

　口の端に笑みを浮かべた夫に見つめられ、からかいを含んだ艶つやっぽい声で言われると、またあの「おなかが痛い」感覚がやってくる。

　正確にはおなかよりもう少し上の部分がきゅうっと引き絞られるような、けれど決して嫌ではない感覚だ。

「わ……私……その」

　カシュヴァーン以外の誰からも感じたことのないそれに、アリシアは頰ほおを薄赤く染めて珍しく口ごもってしまう。

　そんなアリシアとカシュヴァーンを交互に見つめ、レネが口を開いた。

「強公爵、つまりそれは奥様とここで二人きりになりたいという誘いなのですね？　非常に参考になります。そういうことをどんどんおっしゃって下さい」

「……いや、そういう変な期待をされると、かえって言いづらいんだが」

　情じよう緒ちよも何もない解説に気が殺そがれたことにくわえ、顔を赤くしたトレイスの咳せき払ばらいが聞こえたのだろう。カシュヴァーンは話題を戻した。

「まあ、盗み聞きの件はもういい。妙な話を中断させるきっかけにはなったしな」

　その妙な話を持ちかけたセイグラムは、カシュヴァーンの嫌味にもすました顔で部屋の隅に控えている。

「ごめんねえおにいちゃん、誘ったのは俺だからアリシアを責めないで……あれ？」

　とりなそうとしたルアークが、途中で窓の外へと眼をやった。

　レネもまた、ほぼ同じ間合いでルアークと同じ方向を向いた。

「なんだ、また勝手に木を切った切らないで調停が必要か。それとも狼おおかみ退治に人手がほしいのか？」

　領民の誰かが陳情を持って来たのかと、カシュヴァーンはちょっとうんざりしたような声を出した。

　しかし小走りに駆ける足音を響かせ、困惑顔でやって来たノーラが告げたのは意外な名前だった。

「カシュヴァーン様、失礼いたします。あの……エリクス・バスツールと名乗る方がいらしたのですけど」

「あら、バスツールって、バスツール伯爵家？　私が最初に嫁いだ？　でも、エリクスという方には覚えがありませんわね」

　アリシアの言葉に、カシュヴァーンの表情がたちまち引き締まる。

「バスツールの人間が、約束もなしに今頃何の用だ。まさかアリシアを返せ、などと言うんじゃないだろうな」

「……それなら私も喜んでお渡しするんですけどね」

　真っ先にアリシアを心配したカシュヴァーンに、若干不服そうにしながらノーラは続けた。

「無礼を承知で、どうしてもカシュヴァーン様にお会いして直接用件をお話ししたいとかで、それ以上何も言って下さらないんです。単騎でいらしたので、とりあえず一階の広間でお待ちいただいておりますけど……いかがなさいます？」

　一瞬考え込んだカシュヴァーンは、ここで考えていてもどうにもならないと思ったのだろう。

「幸いにも、無礼な客人にはこっちも耐性ができているからな。まずは会ってみるか」

　そう言って部屋を出た主を追って、アリシア以下もぞろぞろと歩いていった。







　一階の広間を見下ろせる階段の上まで歩いてきた一行の眼に、すぐにエリクス・バスツールなる人物の姿は見えた。

「だから、まずは僕に話せって言ってるだろう！」

　階段の下、ティルナードに食ってかかられ、困ったように眉まゆを寄せている瘦やせた黒髪の青年。

　彼がエリクスだろう。伯爵家の人間なのに、妙に庶民的な服装に身を包んでいるのはお忍びのせいだろうか。

「やっぱりお会いしたことがない方だわ」

　少しトレイスに似た雰囲気を持つ、穏やかな顔立ちの青年を見ながらアリシアはつぶやいた。

　最初の夫であるブライアンとその母親以外のバスツール家の人間には、アリシアは婚儀の席で初めて会った。だが新郎側の親族ばかりで占められた聖堂の中に、エリクスの姿は確かになかったと思う。

「本当に申し訳ない。突然押しかけてきて、失礼な態度を取っているのは分かっているんだ。でも……やはり、僕はまずライセン強公爵にお話ししたいんだ」

　ティルナードに対してひどく低姿勢であることも、エリクスがひ弱に見える理由のひとつだろう。

　年齢は二十代半ばで、どう見てもティルナードよりも年上なのだ。伯爵家という家柄でも互角であるにもかかわらず、ひたすら「申し訳ない」を繰り返す姿は卑屈ですらある。

「ライセンは僕の後見人だ！　だから僕がまず話を聞く権利がある！」

「いや、ないだろう」

　思わずカシュヴァーンが言ったのも聞こえない様子で、ティルナードは腰に手を当てじろじろとエリクスの全身を眺め回した。

「大体貴様、本当にバスツールの人間なのか？　そんな粗末ななりで、身分を証明する物も持たずに現れて……怪しい」

　作った低い声を出してもあまり迫力はないのだが、自分ではそうは思っていないようだ。

「おまけに僕のことを年下だと思って、子供を相手にするような口のきき方をして！　僕はレイデン地方の領主、ティルナード・レイデン伯爵だぞ!!　ライセンは何かと敵が多くて大変なんだ、めったな人間を近づけるわけにはいかないんだからな！」

　ティルナードはティルナードなりに、後見人の役に立とうと懸命なのだろう。

　当のカシュヴァーンはため息しか出ないようだが、彼の隣でアリシアはティルナードのがんばりぶりに微ほほ笑えんだ。

「まあ、さすがレイデン伯爵様、カシュヴァーン様の立派な……ええと、弾たま避よけですわ」

　相変わらずティルナードをまともな戦力として扱わないアリシアに、ノーラも肩をすくめて同意する。

「……実際弾避けぐらいにしか使えそうにありませんしね。ま、一回本当に弾避けになってくれたことだけは、ほめて差し上げますけど」

　階段の上ではそんな感想が交わされていたが、エリクスの反応はアリシアたちとは全く違うものだった。

「大変失礼をいたしました、レイデン伯爵閣下。僕、いえ、私の非礼をお許し下さい」

　言うなりエリクスは、ティルナードの前に恭うやうやしくひざまずいたのだ。

「閣下のおっしゃるとおり、確かに私はバスツールの血族ではありますが、同時にいやしい血をも引く者。本来ならば閣下のような尊い方には、到底目通り叶かなわぬ身でございます」

　従順なしぐさにかえって驚いた表情になっているティルナードを、エリクスは顔だけ上げて見つめた。

「ですが、どうしても私は、閣下の後見人であらせられるライセン強公爵閣下にお願いしたいことがあるのです。レイデン伯爵閣下……どうか、情なさけをかけてはいただけませんか」

　過剰なまでに腰の低い物言いですがってくるエリクスの表情は、いたって真しん摯しなものだ。

　これにはティルナードもすっかり毒気を抜かれてしまったらしく、

「な、なんだよ……お前だって伯爵家の人間なんだろう？　そんなに下手に出なくても……」

　困惑しながらエリクスを立たせようとしているティルナードに、事態を観察していたカシュヴァーンが声をかけた。

「ティル、もういいから下がれ。そいつは俺に会いに来たんだろう？」

「ライセン！　う、うん」

　階段を下りてきたカシュヴァーンを見て、ティルナードがほっとした顔をする。

　そこにセイグラムがつかつかと近寄ってきて、瞬間的にまずい、という表情になったティルナードの手首をぐいと摑つかんで、エリクスから引き剝はがした。

「なんだよセイグラム、お前がライセンにはしっかり媚こびとけって言うから……！」

「ええ、それはもちろんです。強公爵閣下はいずれもっと大物になりますから。ですがこのような得体の知れない人間に、私の許可なく不用意に近づくのはやめていただきたい」

「いや、だけど、こいつ弱そうだし今のところ別に何も」

「ティルナード様の人を見る眼を信用しろと？」

　その間エリクスは、ティルナードと入れ替わりに近づいてきたカシュヴァーンを見てまた床に膝ひざをついた。

「お初にお眼にかかります、強公爵カシュヴァーン・ライセン閣下。私はバスツール家の当主、エリクス・バスツールと申すものです」

「あら、あなたがバスツール家の御当主？」

　カシュヴァーンの後ろからちょこちょこと階段を下りてきたアリシアが、エリクスの名乗りに不思議そうにつぶやいた。

　アリシアの最初の夫ブライアン・バスツールは、アリシアと結婚し正式にバスツール家の跡取りになるはずだった。

　その彼が暗殺の憂うき目に遭った結果、次代の当主の座を巡り壮絶な争いが起こったことは、死神姫のあだ名つきで実家に突っ返された後で聞いている。

「ブライアン様にはご兄弟がいらっしゃらなかったかしら。ご兄弟ではなくてもいとこの方とか、他にも大勢いらっしゃいましたのに」

　なのに、親戚一同が揃った婚儀の席に姿さえ見えなかったエリクスが、バスツール家の当主になっているとはどういうことだろう。

「それに、あのおうちの方って、みなさんとってもふくふくしてお金持ちっぽかったのに……特にブライアン様のおなかは見事でしたわ」

　正直かつ失礼な疑問を口にしたアリシアを見て、エリクスは少し悲しげな表情になった。

「あなたがアリシア・フェイトリン様……いえ、今はアリシア・ライセン様ですね。それは……あ、強公爵、何を」

　ひざまずいたまま説明を始めようとしたエリクスの腕を、カシュヴァーンが摑んで強引に立たせた。














「いきなり押しかけてくる無礼な客には慣れている。その程度のことでいちいちそこまでかしこまるな、しゃべりにくい」

「しかし……私はその、父は伯爵とはいえ使用人の腹から生まれた子で……あっ」

　恐縮したエリクスがぽろりと漏らした失言に、カシュヴァーンは鋭い瞳をさらに鋭くした。

「奇遇だな、俺も似たような境遇だ。それを理由にお前にぺこぺこされると、俺もそうしなければならなくなるからやめてくれ」

　ぺこぺこする姿など想像もできないような態度で言いきられると、エリクスも納得せざるを得なかったようだ。

「そ……そう……、ですか」

「敬語もいい。持って回った言い回しは好きじゃない。俺と話がしたいなら、俺がそうしろと言うように話せ」

「はい……ああ、いや、……うん、分かった」

　途中でもう一度じろりと睨まれたエリクスは、慌てて口調を修正した。

「……ありがとう、ライセン強公爵。僕も正直、なんと言うのか、貴族らしい態度を取るのは本当は苦手なんだ」

「俺もだ。──さて、立ち話もなんだな」

　そう言ったカシュヴァーンは、おもむろに周囲を眺め回した。

　気づけば他の使用人たちも何事かと集まって来ており、広間は騒然とした雰囲気だ。

「お前がしたい話というのは、ここでできるものではなさそうだ。エリクス、二階の俺の部屋へ来てくれ」

　さっさと決めたカシュヴァーンは、物言いたげにしたトレイスに先んじてこう命じた。

「トレイス、お前だけ一緒に来い。セイグラムはティルナードと待っていてくれ。場合によっては呼ぶ」

　ひとまずは腹心の部下だけを供に、エリクスを先導して歩き出したカシュヴァーンは最後に釘を刺すのを忘れなかった。

「今度は盗み聞きはなしだぞ、ルアーク。アリシアもレネもだ、いいな」

　そう言い置き、再度部屋へと戻っていったカシュヴァーンたちを見送ってから、セイグラムが突然ノーラを冷たい眼で睨みつけた。

「ノーラ。なぜ、あのエリクスという男のところにティルナード様を残してきた」

「……はぁ？　なぜって、他に警護の兵もいたでしょう。第一レイデン伯爵ご自身が、こいつは僕に任せてライセンを呼んでこいと自信たっぷりだったのよ」

　思わずノーラが反論したが、セイグラムは小馬鹿にしたように小さな息を吐くばかり。

「あの男が暴漢の類たぐいだったらどうする気だ。全く、ティルナード様の周りをお前のような、厚化粧の雌めす猫ねこがうろちょろするのを許してやっているのはなんのためだと思っている」

「ちょっと、それって私にレイデン伯爵の弾避けをやれってこと!?　馬鹿馬鹿しい、大体私はこんな頼りがいのない箱入りぼんぼんに興味はないって何度も言っているじゃない!!」

　ぎゃあぎゃあ怒鳴り合う二人の声に、ティルナードの「僕だってこんな胸も態度もでかすぎるメイドはごめんだ!!」の声、さらにレネの「ノーラ、ではセイグラムではどうですか。私はあなたの相手さえ決まればいいので」の声が混じった。

　どんどん収拾がつかなくなっていく状況をにこにこしながら見ていたアリシアは、のんきな口調で自分なりの見解を述べた。

「私は結構ノーラとレイデン伯爵様はお似合いだと思うわよ。それにレイデン伯爵様が相手なら、たとえ結婚してもノーラはカシュヴァーン様の愛人でいられるわよね。被後見人のものはご自分のものだって、カシュヴァーン様おっしゃってたもの」

　ノーラがカシュヴァーンの愛人である、と信じているアリシアだが、彼女にとってノーラはようやくできた同世代の友達でもあった。ノーラのほうはあまりそう思っている様子はないが。

「そして旦だん那な様のものは、妻である私のものだって。うふふ、ということは、そうなればノーラはずっと私の側にいてくれるんだわ。ルアーク、どう思う？」

　総合的に一番ティルナードがかわいそうな立場になる未来予想図を聞いて、ルアークはけらけらと笑い出した。

「あはは、俺もいいんじゃないかなーとは思うけど、セイグラムさんがいる限り仮に結婚とかしても後が怖そうだねぇ。ノーラ、半端なくいびられそう。まあそれで黙ってるノーラじゃないだろうけど」

　いつものように屈託なく笑った後、ルアークはふっと真顔になってこうつぶやいた。

「けど、これだけ心配されて、守ってもらえるのって、ちょっといいね」

「ティルナード様のように人を見る眼がなく、甘い言葉にすぐふらふらする方には私のような人間が必要なんです」と堂々宣言したセイグラムを見るルアークの瞳は、彼ではない他の誰かを見ているようにも感じられた。








　第二章　もうひとりの暗殺者







　エリクスを連れて部屋にこもったカシュヴァーンは、結局セイグラムだけ呼び戻した。

　二度目の盗み聞きを敢行する気はアリシアにもなかったので、その場でどういった話し合いが行われたのかは分からない。

　アリシアに分かったのはやがて部屋を出てきたセイグラムが、ティルナードを連れてさっさと屋敷を出て行ったこと。そしてエリクスには二階の空あき部屋が、当座の住まいとして与えられたことだけである。

「全くカシュヴァーン様も、何を考えておいでなのかしら。一面識もない男を屋敷に逗とう留りゆうさせるなんて！」

　エリクスが居着いてから二日が過ぎていた。屋敷の一階にある台所で、遅い朝食としてアリシア作のシチューを食べながら、粗末な木卓にかけたノーラがぶつぶつとこぼす。

「そうねえ。でもエリクス様、オーデル侯爵様に脅おどされて大変なんでしょう？」

　二皿目のシチューを空からにしたばかりのアリシアの言葉に、ノーラはふん、と鼻を鳴らした。

「なおさら理解できませんわよ。ジスカルド・オーデル侯爵といえば、降こう嫁かした王女を妻に持ち、近年ますます勢力を伸ばしているオーデル地方の大領主ですわ。そんな方からバスツール伯爵を庇かばうなんて、危ないだけでなんの利益もないじゃないですの！」

　一度は盗み聞きを禁止したカシュヴァーンだったが、エリクスが持ってきた相談について家人たちに話してくれていた。また盗み聞きをされるぐらいなら、先に話しておこうと思ったようだ。

『我が敬愛するオーデル地方の領主、ジスカルド・オーデル侯爵閣下は、〈翼の祈り〉教団と手を組んだそうだ』

　いつもよりもさらに皮肉っぽい声で、先日カシュヴァーンはそう説明した。

『アリシア、お前の夫になるはずだったブライアンが殺された後、バスツール家は混乱の極みに陥った。ごたごたの末に使用人の血を引くエリクスが当主になったが、そこにオーデル侯爵が介入し、成り上がり当主を操ってバスツール家全体を自分たちの傀かい儡らいにすることを企んでいるらしい』

　苛か烈れつな跡あと目め争いの結果、上位の継承権を持つ者同士の潰つぶし合いが生じ、最終的にはエリクスしか残らないという状況に陥ったようだ。

　しかし身分の低い母から生まれた当主に対し、周囲の眼は冷たかった。家の中で孤立したエリクスの存在は、バスツール家を支配する非常に都合のいい足がかりになってしまったとカシュヴァーンは語った。

『エリクスが侯爵の誘いを断ろうとすると、あちらも強硬手段に出ると脅してきた。このままではいずれ危険な目に遭わされると感じたエリクスは、俺とオーデル侯爵、それに〈翼の祈り〉教団との縁を知って、一か八か尋ねてきたそうなんだ』

　おおまかな話を終えた後、カシュヴァーンは冷たい笑みを浮かべてこう締めくくった。

『〈翼の祈り〉ももちろんだが、オーデル侯爵閣下には俺も浅からぬ恩を受けたことがある。一応領地を接する者として、俺がアズベルグ地方の領主になった際、その旨知らせる書簡を送った。あの方は封ふう蠟ろうを外すこともせず、しなびた薔ば薇らの花を一本添えて、読む価値なしとして送り返して下さった。そろそろ恩返しの時が来たと思っている』

『……つまりはお嫌いなんですよね、オーデル侯爵のことが』

　端的にトレイスがまとめたとおり、カシュヴァーンは以前からジスカルド・オーデルのことが気に食わなかったらしい。

　気に食わないといえば、先日もめたディネロのこともそうだった。ただしジスカルドの場合、彼のほうもまた成り上がり領主であるカシュヴァーンを嫌っているというのが問題である。

「カシュヴァーン様ったら、オーデル侯爵と仲が悪いものだから無意味に張り合おうとなさっているのですわ。意外に子供っぽいところのある御方だから。まっそこが可か愛わいいところなのですけどね！」

　愛人の余裕を見せつけるようにして、ノーラはそう結んだ。

「確かにオーデル侯爵家は、下克上の風潮の中でもほとんど土地や財産を失わなかった、とっても羨ましいおうちだわ。でもその分とっても血統にこだわる方々らしいから、オーデル侯爵様とカシュヴァーン様が仲良くするのはちょっと難しいかもしれないわね」

　ノーラの思惑はもちろん、事の重大さもいまいち分かっていない様子でアリシアは、三杯目のシチューを深皿に注ぎながらつぶやいた。

「その点エリクス様とは、成り上がり当主同士で気が合うようでよかったわ。うふふ、だからオーデル侯爵様から庇って差し上げるおつもりなのね」

　いいような悪いような共通点を喜ぶアリシアに呆あきれた顔をしたノーラは、あることに気づいてこう言った。

「そういえば奥様、バスツール伯爵のことは家名ではなく名前でお呼びになるのですか。珍しいですわね」

　爵位を持つ人間を、アリシアは特に許しを得ない限りは家名で呼ぶ。

「ええ、だってバスツール伯爵様とお呼びすると、ブライアン・バスツール様のほうを思い出してしまうんだもの。……ううん、やっぱり気になるわ、今からエリクス様にお会いしに行ってみようかしら」

　招かれざる客であることをよく自覚しているらしく、エリクスはカシュヴァーンに呼ばれた時以外はずっと与えられた部屋にこもりきりだ。

　しかし本日、カシュヴァーンはトレイスを連れて領地の見回りに出ていて留守。エリクスに対しては気をつけるように、とは言われているが、見張りとしてルアークがついているはず。

「まあ、奥様、バスツール伯爵にそれほど興味がおありなので？」

　きらりと瞳を光らせるノーラに、アリシアはあっさりうなずいた。

「ええ。だって私、ブライアン様が暗殺されて以来バスツール家がどうなったのか本当はずっと気になっていたのよ。大ざっぱにはカシュヴァーン様も教えて下さったけど、細かいところはやっぱりエリクス様ご本人にお聞きしたくて」

　婚儀完了前に夫が死亡したとはいえ、一度は嫁とついだ家のことだ。不謹慎だとは思うが、募つのる好奇心は止められない。

「ルアークもここに来る以前のお仕事のことだからって、聞いても何も教えてくれないんですもの。カシュヴァーン様が聞いてもだめだったって」

　ジスカルドが絡からんでいると聞いて、カシュヴァーンも当然ながらブライアン暗殺の実行犯であるルアークを問い詰めた。ブライアン殺害の段階から、侯爵は今回の計画をしていたのかと。

　しかしルアークはいつものようにへらへらしながらも、「俺は超一流の暗殺者だから、いくら今の雇い主様でも以前の任務のことは話せませーん」とのたもうた。

　カシュヴァーンもこの野郎、という気持ちにはなりながらも、死神のあだ名に恥じない能力を持つルアークを下へ手たにつつけば、かえって事態を悪くしかねないと判断。代わりにエリクスに張りつくように言いつけ、ルアークは現在の雇い主の命令を快く了承した。

　そういう経緯があるので、アリシアはぜひともエリクスに話を聞きたいと思っているのだ。

　しかしノーラはアリシアの好奇心を、強引にエリクス本人へのものへとねじ曲げて解釈していた。

「あらあら、まあまあ、それほどバスツール伯爵をお慕したいとは存じませんでしたわ！　ほほ、そうですわね、奥様は元々あちらの家に嫁ぐはずだったんですものね！　今からでも遅くありませんわ、ぜひバスツール伯爵の部屋を訪ねられてはいかが？」

　隙すきあらばアリシアたち夫婦の間に亀裂を入れることを狙ねらっているノーラとしては、巡ってきた好機は逃せない。

　勢い込むノーラだったが、横合いから割り込んだ冷静な声にせき止められた。

「アリシア様。それでしたらぜひ、ライセン強公爵がお帰りの際を狙ってバスツール伯爵にお会いして下さい。間ま男おとこと遭遇した際試される夫婦の絆きずな、参考にさせていただきたいと思います」

　アリシアとノーラの会話を聞きながら、木卓の隅で静かに二杯目のシチューを食べ進めていたレネだった。

「……レネ。あなたもいつまでここに居座る気ですの」

　レネを連れてきたセイグラムたちが出て行った時、当然彼女も帰ったものと思われていた。しかしレネはなぜかまだ屋敷内に残っており、いっかな出て行く気配を見せない。

「そもそも誰もあなたの部屋なんか用意していませんのに、どこで寝泊まりしているの……？　といいますか、いつからそこにいたんでしたかしら……？」

　あまりにもレネが静かなので、ノーラも本気でその存在を忘れていたようだ。

　少々怯おびえた様子さえ見せながら言うと、レネは深皿を置いて口を開いた。

「ライセン強公爵夫妻にもっといちゃいちゃしていただくまで、こちらで厄介になるつもりです。お二人が寝室も別々とは驚きました。バルロイ様からは、強公爵はおっぱいメイドを捨ててまで貧乳幼おさな妻づまを溺でき愛あいしているとお聞きしておりましたのに」

「捨てられていませんし、私はおっぱいメイドという名ではないと何度言ったら分かるのッ!!」

　金切り声を上げ、木卓を揺らして立ち上がったノーラの赤毛を一陣の風が揺らした。

「まーまー美人メイドのノーラ、落ち着いて。ほら、お客さんがびっくりしちゃってるから」

　軽薄な声とともにどこからともなく登場したのは、言わずもがなのルアークだ。

　彼の出現の唐突さには、そろそろノーラも慣れつつある。素早く振り向いて睨みつけようとしたが、ルアークの背後から遠慮がちに出た顔を見て驚きの声を上げた。

「あらっ、バスツール伯爵!?　まあ、このようなところにどうされたんです」

「ごめんね、急に……ああ、いいんだ、僕も昔はよく台所の隅で食事をしていたから」

　恐縮した様子で台所に入ってきたのは、二階にこもっていると思われていたエリクスだった。

「まあエリクス様、こんにちは。ちょうどご挨あい拶さつにうかがおうかと思っておりましたのよ」

　場所を気にした風なく立ち上がり、微ほほ笑えむアリシアをよそに、ノーラはエリクスを見て不審そうな顔をしている。

「バスツール伯爵、その服は……確かトレイスが前に着ていませんでした？　上着の裾すそのほつれ、私が直した跡がありますけど……」

「ああ、着の身着のままで屋敷を出てきたので、着替えがなくてね。カシュヴァーンは自分の服を貸してくれる、と言ってくれたけど、体格が違いすぎるのでトレイスのを借りたんだ。ごめん」

「いえ、別に謝らなくてもいいんですのよ。それにしても、伯爵はカシュヴァーン様のことを名前でお呼びになるのね。いつの間にそんなに親しくなられたの？」

　エリクスの腰の低さにちょっと驚いた顔をしながらも、ノーラは彼の主あるじへの呼び方が気になったようだ。

「ああ……ごめん。いや、うん、これがいけないんだね。僕があんまり遠慮しているものだから、僕のことを名前で呼ぶから自分のことも名前で呼べ、でないと呼ばれても返事をしないって、カシュヴァーンに言われてしまって」

　困ったように曖あい昧まいに微笑むエリクスに、ルアークが横から茶々を入れた。

「そうだよエリクスさん。あんた他にあてがないからって、いきなりカシュヴァーンおにいちゃんにすがりつくなんて図々しい真似してるんだからさ。今さら遠慮したってしょうがないでしょ？」

「うん……まあ……それはそうなんだけど」

　やはり曖昧に言葉を濁すエリクスに、アリシアはいい機会とばかりに話しかけた。

「ねえエリクス様。どうしてエリクス様は、カシュヴァーン様を頼っていらしたの？」

　いくらジスカルドとカシュヴァーンの不仲を聞き知っていたとしてもだ。いきなり押しかけてくれば、門前払いを食らわされる確率は極めて高かったはず。

「それは……まず、オーデル侯爵ご自身が、オーデル地方を完全に掌握した後は、アズベルグ地方を取り戻すつもりだとおっしゃっていたからです」

「取り戻す？　あら、オーデル侯爵家がアズベルグ地方の領主だったことなんてあったかしら？」

　余計に分からなくなったアリシアに、エリクスが言葉足らずを謝罪した。

「申し訳ありません。取り戻す、というのはあくまでオーデル侯爵の言い分です。その……オーデル侯爵から見れば、僕もカシュヴァーンも、使用人の血を引く成り上がりですから。あの方は多くの地方伯が力を失った現状を非常に憂うれえているので、カシュヴァーンにアズベルグ地方を任せておくぐらいなら、ご自分が両方の土地を統すべるべきだと……」

　おずおずとしたエリクスの説明に、ノーラが白けた表情になった。

「ふん。それならばアズベルグ公爵を新たに立てて、とならないあたりで本音が丸見えですわね。結局のところ、ご自分の勢力範囲を広げたいだけなんでしょう？」

「ごめん、そうだね……」

「……ですからあなたが謝らなくてよろしいんですってば。もう、やりにくいですわねえ」

　呆れたようにノーラがため息を吐つくのを聞きながら、ルアークが口を挟んだ。

「地方伯が力を失った現状を憂えている、ねえ。その点でオーデル侯爵と〈翼の祈り〉教団の利害が一致したってわけだ。おまけにオーデル侯爵様は王女様を嫁さんにもらってるわけだし、裏には王家の思惑もあるのかな」

「……かもしれない。僕にもそこまでは分からないけど、オーデル侯爵にとって僕のことは踏み台にすぎないってことぐらいは分かる。だからここに来たんだ。僕自身が門前払いになっても、僕が事前にこの情報を渡しておけば、カシュヴァーンも調査をしたりすることができるだろうから」

　落ち着いた声で淡々と語ったエリクスの口元に、やるせないような笑みが浮かぶ。

「実際、門前払いを食らわされる覚悟はあったんだ。だけど……ここにいる人たちは、みんな優しいね。最悪、殺されることも考えていたんだけどな」

　ぽつりと言った後、エリクスはアリシアに視線を向けた。

「それに、ライセン強公爵夫人。こちらにうかがった理由のひとつには、あなたのことがあったからです」

「あら、私？」

　不思議そうな顔をしているアリシアを見ながら、エリクスは再びしゃべり始めた。

「死神姫の縁……と言ったらおかしいかもしれませんけれど。ブライアンが暗殺されるということがなければ、あなたは我が家の奥方になっていらっしゃったはずでしたから。僕自身、強公爵夫人がどうされているか気になってもいたんです」

　逆に言えば、ブライアンが殺されなければ、アリシアはライセンの家に嫁いでくることもなかったのだ。

　……じゃあこれでよかったのかしら、と一瞬ひどいことを考えてから、アリシアはエリクスにこう申し出た。

「あのう、エリクス様。お話の途中で申し訳ないのですけど、ついでにもうお呼びしているので今さらではありますけど、あなたのことをお名前で呼ぶことを許して下さるかしら。そして、私のこともアリシア、と呼び捨てにしていただきたいのですけど」

「えっ？　あ……いや、でも、僕は伯爵といっても名ばかりの存在ですから」

　トレイスの普段着を違和感なく着こなしたエリクスの姿は、知らずに見れば確かに伯爵家の当主には見えないだろう。

「だってエリクス様はカシュヴァーン様のお友達になられて、親しく呼ぶことを許されているのでしょう？　でしたら私にとっても近しい方ですもの。普通にしゃべって下さったほうが嬉うれしいわ」

　それが当然、というアリシアの態度に、エリクスはわずかな間を置いてから淡く笑った。

「──ありがとう。あなた……いや、アリシア……とカシュヴァーンは、いい夫婦になっているんだね。アズベルグの暴君、なんて呼ばれている男に嫁いだと聞いたから、ずっと気になっていたんだ。よかった」

　まぶしいものでも見るように、少し瞳を細めてエリクスはそんな感想を漏らした。

「夫の友人は妻にとっても友人、というわけですね。参考になります」

　レネがぶつぶつ言っているのを聞いてノーラが嫌な顔をするなか、エリクスは気を取り直したように話を続けた。

「実は僕は、以前からカシュヴァーンにも会ってみたかったんだ。僕と同じ、使用人の血を引く当主で……なのに、僕なんかとは比べものにならないほど、精神的にも肉体的にも強いと評判だったから。もっとも僕は周りの思惑に流されただけ、カシュヴァーンは自力で当主になったんだから、比べるのが間違っているかもしれないけど」

「悪評も高いけどねえ」

　ルアークの揶や揄ゆにも、エリクスは首を振ってみせる。

「あれだけ悪評を流されているのに、萎い縮しゆくもせずに我が道を行けるところがまず凄すごいと思うんだよ。……とても僕には無理だ」

　しみじみと語った後、エリクスは再びアリシアを見た。

「こんなことを言ったら、亡くなったブライアンに悪いかもしれないけど……君たちがいい夫婦になってくれていて、本当によかった」

　穏やかな笑みに翳かげりが差し、語る声がかすかに低くなる。

「……ブライアンは、たぶん、カシュヴァーンほどは君のことを大事にしなかったと思うから」

「あら、エリクス様はブライアン様のことがお嫌いだったの？」

　なんとなく漂った、口を挟みにくい暗い雰囲気を、アリシアの直接的な問いかけが破る。

　思わずぱっちりと眼を見開いた後、エリクスは苦笑いしてこう答えた。

「どちらかというと、僕が彼に嫌われていた、が正しいかな……ブライアンはたぶん今頃、至いと高たかき国で歯は軋ぎしりしていると思うよ。あのエリクスが、自分の代わりにバスツールの当主になったのか、ってね」

　ブライアンの葬儀は、バスツール家に派遣されていた〈翼の祈り〉教団の聖職者が盛大に執とり行ったはず。

　婚儀の最中に花嫁の容姿に文句を言うような男ではあったが、仮にも伯爵家の人間だ。生まれながらに約束されていた翼を与えられ、その魂は至高き国へと向かっていったと、人々は信じている。

　自嘲的にそんな言葉をつぶやいてから、エリクスはできるだけ明るい笑顔を作ってみせた。

「食事中に邪魔をして申し訳なかった。でも、アリシアも他のみんなも、よければまた相手をしてくれると嬉しいな。バスツールの家では誰も僕とちゃんと口をきいてくれなくて、寂さびしかったんだ」

「もちろんですわ。ねえノーラ」

「は、はあ……まあ……、ええ。……この家の人間は、貴族らしからぬ貴族には相当慣れていますしね……おしゃべりぐらい、いくらでもして差し上げますわよ」

　さり気なく重いエリクスの発言に引き気味になりながらも、ノーラはアリシアの言葉を肯定した。

「そうだエリクス様、よろしければお食事をご一緒しません？　残り物のシチューしかありませんけど」

　せっかくだからとアリシアの差し出した料理を見て、エリクスがびくっとする。

「あら、シチューはお嫌い？　そうだわ、誰も食べなかったけど肥料要らずで作った料理がどこかに」

「……奥様、健康な人間が食べたって死ぬような物を、この方にお勧めするのはおやめ下さいな」

　呆れたノーラの声を浴びながらも、アリシアがごそごそやり始めたのを見てエリクスは慌てた顔になった。

「あ……ごめん。僕はその、あまり、食べないもので。さっき部屋で食べさせてもらったばかりだし」

　あまりどころか、食べ物をほとんど摂とっていないように見えるほど瘦やせたエリクスは、そう言って肥料要らずを食べることを拒否した。

「だけどアリシアも、それに、レネって言うんだっけ？　よく食べるんだね」

　気を悪くさせてはいけないと思ってか、少し早口でエリクスが言ったとおり、いつおかわりをしたのかレネも三杯目のシチューを完食していた。「アリシアもだけど、その栄養どこに回ってるわけ？」と、ルアークが眼を丸くしている。

「僕は、よく食べる人を見ているのが好きなんだ。カシュヴァーンが今度みんなと一緒に食事を、って言ってくれてるから、その時にもたくさん食べてほしいな。それじゃ」

　軽い会え釈しやくをし、エリクスが台所を出て行く。

「んじゃ、俺も。アリシア、よかったら後で俺にもシチューちょーだいね」

　エリクスの見張りであるルアークもまた、彼を追って出て行った。







　その日の夕刻、少し前に戻ってきたカシュヴァーンとアリシアは夕食を共にしていた。

「カシュヴァーン様、そういえばレネは食事にお呼びにならないの？」

　あらかた皿の上を空にしてしまってからのアリシアの問いに、上座のカシュヴァーンが「知らん」と素っ気なく答えた。

「そもそもあいつをここに泊めてやっている気もないんだがな、俺は。顔を合わせれば、やれ奥様といちゃいちゃしろとうるさいし」

「ああらカシュヴァーン様ってば、そんなに奥様といちゃいちゃしたくありませんの？」

　嫌味たっぷりに嬉しそうに笑うのは、給仕をしていたノーラだ。

「そうですよねえ、まだ新婚と言える時期ですもの。周りが眼のやり場に困るぐらいに、いちゃいちゃべたべたしているのが普通ですわ。ほほ、とはいえ完全な政略結婚である上に、相手がこんな家も胸も貧しい幼女ではねえ」

　そう言うとノーラは、自らを抱き締めるようなしぐさをして豊かな胸を際立たせた。

　おっぱいメイド呼ばわりを嫌がる割に、そこには自信はあるらしい。かたわらのトレイスが、あさってのほうを向いて咳せき払ばらいを始めた。

「あら、困りましたわね。カシュヴァーン様は私といちゃいちゃするのはお嫌？」

　アリシアに単刀直入に聞かれ、カシュヴァーンはむせて咳せき込んだ。

「まあカシュヴァーン様、ごめんなさい大丈夫ですか？」

「い、いや、平気だが……お前はその……俺と、いちゃいちゃしたいのか？」

「だって、レネの参考になりませんわ。ぜひにとお願いされておりますのに」

　あくまでレネの立場に立っての返答に、カシュヴァーンはふと真顔になった。

「──アリシア。お前自身の気持ちはどうなんだ」

　妻を見つめるその眼の奥に、ほの暗い光がちらつき始めている。

　カシュヴァーンの険けわしい気配に怖おじたのか、ノーラも給仕に使った盆を握り締め硬直したままだ。

「お前は人に言われないと、俺といちゃいちゃしたくはないのか？」

　低い声での問いかけに、アリシアはしばし考え込んでから逆に質問をした。

「カシュヴァーン様。いちゃいちゃって、どういうことをすればよろしいの？」

　これにはカシュヴァーンも答えに詰まり、その拍子に彼の瞳の奥に凝こごっていた暗い光も霧む散さんした。

「……そうだな。そもそもお前のそういう知識はどれぐらいのものなのか、一度確認しようとは思っていたんだ。母親に初夜のきちんとした作法を習っていない、とは以前に少し聞いたような気がするが」

「カ、カシュヴァーン様、このような場所でそのようなことを聞かれるのですか!?」

　トレイスが焦った声を上げるが、カシュヴァーンは構わずに話を進めていく。

「お前、本が好きだよな。その……お前が読む本の中では、男女が、まあ……いちゃいちゃしている場面なんかが、詳しく書いてあったりはしないのか」

　さすがに直接的な表現は避け、慎重に探りを入れてきた夫に対し、アリシアはまたしても素直に聞き返す。

「ええと、いちゃいちゃというのは、例えば初夜の場面などでよろしいのかしら？」

　カシュヴァーンが遠回しな表現を使った部分を、アリシアはずばりと口に出した。

　トレイスが慌ててアリシアの口をふさごうとしたが、彼女は瞳ひとみをきらめかせてこう続けた。

「そこへ身の毛もよだつ怪物が現れて、あら、トレイス、なあに？」

　慌てて手を引っ込めたトレイスを見つめ、本好きというより恐怖小説好きのアリシアは不思議そうにしている。

「い、いいえっ、申し訳ありませんっ」

「なんでもないの？　ならいいけど。あ、ごめんなさいねカシュヴァーン様。後はほら、実は花婿が怪物だったとか、いろいろ読んだことはあるのですけど……あら？」

　苦笑いしているカシュヴァーンを見て、アリシアは言葉を切った。

「あら、ええと、ごめんなさい。カシュヴァーン様のお聞きになりたかったことと違っていました？」

「……いや」

　くつくつと喉のどを鳴らして笑いながら、カシュヴァーンが立ち上がる。

　ノーラが「お行儀が悪いですわよ」と諫いさめたが、カシュヴァーンはそのまま大股にアリシアに近づき、きょとんとしている妻の頭を軽く撫なでた。

「……まあ、これぐらいか、せいぜい口づけぐらいが、今の俺たちにはちょうどいいか」

　髪の流れに沿うように優しく指を滑すべらせながら、カシュヴァーンはぽつりとつぶやいた。

「下手に無理強じいをして、お前に嫌われたくはないからな」

　寂しいような、悲しいような、近くにいるのに遠くにいるように見える顔。

　この間から時々、カシュヴァーンはこういう顔をする。

「私、カシュヴァーン様が何をなさっても、嫌いになんかなりませんわよ？」

「……だからだよ」

　明確な肯定の言葉を聞いてなお、カシュヴァーンの表情は晴れない。

「誰のことも嫌いにならない人間に、まして金で買った花嫁に……」

　言いかけた台せ詞りふを、カシュヴァーンは自嘲の笑みを浮かべて別のものに変えてしまった。

「花婿が実は怪物、な。お前の読んだその本、案外参考になるかもしれないぞ」

　ごまかすように軽くアリシアの頭を叩き、カシュヴァーンはそう言って歩き出した。

「さて、実はまだ片づけたい仕事が残っているんだ。行儀が悪いついでに、俺はこのまま部屋に戻らせてもらうぞ。ノーラ、片づけを頼む。トレイス、手伝ってくれ」

　後はノーラに任せ、トレイスを連れて去っていこうとするカシュヴァーンをアリシアはふと思いついて呼び止めた。

「カシュヴァーン様、そういえばエリクス様は？　エリクス様は、カシュヴァーン様のちゃんとしたお客様ですわよね？」

　いつの間にやら居い候そうろうを決め込んだレネを、食事の席に呼ばないのはまあ分かる。

　しかしエリクスは部屋まで与えられた客人であり、おまけに伯爵家の当主だ。逗とう留りゆう先の主あるじ夫妻と食事を共にするのが普通だろう。

「ああ、あいつはもう休んでいるんじゃないのか。見たとおり、あまり体が丈夫ではないようだし、居候の身であることを気にしているしな」

「そうですの。残念ですわ……」

　ブライアンのことも含め、エリクスにはまだまだ聞きたいことがたくさんある。

　だがエリクスはカシュヴァーンの言うようにまだ気を遣つかっているようで、ほとんど部屋から出て来ないのだ。必然的に見張り役のルアークも彼の部屋の側を離れられず、廊下で退屈そうにしているのをよく見かける。

「でも、今度ぜひお食事をご一緒しましょうね。エリクス様も昼間、カシュヴァーン様に誘われたとおっしゃっていましたし。ご存じ？　お食事を一緒にすると、相手の方と仲良くなりやすいんですって」

　また何かの本から得たらしい知識を、アリシアは嬉しそうに披ひ露ろうした。

「……そうだな。お前の豪快な食べっぷりを見ていると、あいつも飯めしを食う喜びを味わえるかもしれないな」

　最後にもう一度アリシアの頭をひと撫でし、カシュヴァーンは自室に向かっていった。







　その日の夜のことである。

「足りないわよねえ、あれだけじゃ、どう考えても」

　ひとりごとを言いながら片手に燭しよく台だい、片手にシチューの小皿が二つ載った盆を持ち、アリシアは薄暗い廊下を進んでいく。カシュヴァーンとの夕食を終えた後のこの時間は、本来ならば部屋で読み古しの恐怖小説を読んできゃあきゃあ言っている頃だ。

　アリシアが目指しているのは、二階の端に用意されたエリクスの部屋。

　元々客間なのだが、なにせここはかつてはハルバーストの薔薇屋敷、現在はライセンの石屋敷。あまり近づく者がいないのは今も昔も変わりなく、いくつかあるその手の部屋は、せいぜいティルナードなどが訪れた際に数日使用される程度のものである。

「カシュヴァーン様ってば、レイデン伯爵様がご自分の部屋だと決められた部屋じゃないところをちゃんとエリクス様用にして差し上げたのね。うふふ、やっぱりレイデン伯爵様のことを大切に思っていらっしゃるのだわ……弾避けにもなっておくものね……」

　そんなことを言いながら進むアリシアの手元の火が、突然の風に揺れた。

「あら、ええと、ルアーク？　それともレネ？　どうしたの？」

　この出現の仕方は、二人のうちどちらか。

　見当をつけて呼んでみたアリシアに、案の定「レネです」という返事が薄うす闇やみの中から返ってきた。

「アリシア様がお出かけになるのを拝見いたしましたので。強公爵のお部屋にいらっしゃるのかと思いましたが、方向が違いますね。どちらへ？」

「エリクス様とルアークのところよ」

「ああ、間男のところへいらっしゃるのですか。たまには嫉しつ妬ともさせないと、新鮮味が薄れてしまい、かえって夫婦関係が維持しにくくなるということですね。参考にさせていただきます」

　大きな誤解からお供を始めたレネを追い払うこともなく、アリシアはそのまま歩き続けた。

　やがて二階の廊下の隅に、きらりと光る銀色の髪を見つけた。

「あれ？　アリシア、それにレネ、どうしたの？　こんな時間に」

　隠れる必要もないと思ってか、エリクスの部屋の真ん前に普通に立っていたルアークが意外そうな顔をする。

「ダンに聞いたんだけど、エリクス様ってばいつもものすごくお食事を残すんですってね。とても瘦せていらして、顔色もよろしくないのに、お食事もあまりされないのでは倒れてしまうと思って」

　実は昼間、エリクスたちが台所を出て行った後、アリシアは気のいい料理人であるダンの嘆きを聞いたのだ。

　聞けばエリクスは屋敷に来て以来ずっと部屋でひとりで食事をしており、おまけに料理を半分以上残して返してくるのだという。料理人としては屈辱的なことだろう。

「エリクス様がとっても遠慮がちな方だとは知っているけど、でも、ダンに見せてもらったエリクス様のお食事、最初から私の半分の量なのよ！　ご本人があれでいいっておっしゃったってことだけど、絶対足りないと思うわ!!」

　空腹を満たすため、毒草までも糧かてとしてきたアリシアだ。肥料要らず製の料理などならともかく、ダンのおいしい料理をいつもそんなに残すなんて、理解できない。

「それにルアークも、昼間シチューが食べたいって言ってたでしょ？　だから二人分持ってきたの。これ、よかったらひとつはエリクス様に渡してくれないかしら」

　アリシアが差し出した盆を受け取ったルアークは、室内をうかがうように扉のほうを向いてからこう言った。

「ごめんアリシア。せっかくだけど、エリクスさんはもう寝ちゃったみたい」

　ルアークの答えを聞いて、レネが表情を変えずに聞き返す。

「そうですか？　起きていらっしゃるような気もしますが」

「いや、寝てるよ」

　きっぱりと断言してから、ルアークはすかさず続けた。

「でも俺はシチュー食べたいな。よかったら二人とも、ここで一緒に食べていかない？　ちょっと寒いけど、部屋の中に入ったらエリクスさんを起こしちゃうからね」

「ええ、いいわよ」

　廊下で物を食べるなんて面白そう、と思ったアリシアは、あっさり了承した。レネも特に何も言わず、三人はエリクスの部屋の前に座り込んだ。

「うーん、やっぱりアリシアの作ったシチューは冷めてもおいしいなあ」

　嬉しそうにシチューを食べているルアークに、アリシアはふと思い出した質問を投げかけた。

「ねえルアーク。この間言っていた、聖女アーシェル様の話なんだけど。〈翼の祈り〉教団にいるのは偽にせ物ものって、本当？」

「え？　ああ、そーいやそんなこと言ったっけ……うん、そう。偽物だよ。偽物の翼を背負った、偽物の聖女様」

　偽物、という言葉を繰り返すルアークの表情は、揺れる燭台の灯を浴びているにもかかわらず奇妙に冷たく見える。

「海鳥かなんかの羽根を抜いて、それっぽい翼を作っただけだよ。そもそもあれは伝説なんだし、本当に人間の背中に翼なんか生えるわけないのにさ。〈翼の祈り〉を熱心に信じている人たちは、アーシェル様アーシェル様ってありがたがってるみたいだねぇ」

「やっぱりそうなのね。残念だわ……」

　本当に残念そうなアリシアの様子を見るルアークの顔は、まだ少し冷たい。

「……ずいぶんがっかりするんだね。そんなに聖女アーシェル様に興味あるの？　そもそもアリシアってば、そんなに信仰心篤あつかったっけ？」

「だって何百年も前の伝説上の方なんでしょう？　凄いわ、生きていらしたら今おいくつなのかしら！」

　瞳をきらきらさせてのアリシアの回答に、一拍置いてルアークが吹き出した。

「……あははは、そっかそっか、そこに食いついたのか！　さっすがアリシア!!」

　普段の屈くつ託たくのない表情に戻り、シチューの小皿片手に爆笑している。

　その様をじっと見ていたレネが、不意にこう問いかけた。

「ルアーク。なぜあなたが、聖女アーシェルのことをそんなに詳しく知っているのですか」

　レネの質問を聞いたルアークの表情が消えた。

　すぐに彼の口元には笑みが戻ったが、その笑みは先ほどアリシアの回答に爆笑していた時のものとは明らかに異なっていた。

「さあねえ。そういうレネこそ、なんでそこに引っかかるの？」

「おそらくはあなたと同じ理由です」

「うん、実は俺も、レネがここに来た時からそんな気がしてるんだ。ってことは別に、わざわざ俺に理由を聞かなくてもいいんじゃないの？」

　わざとらしくはぐらかすルアークの眼を、レネは無言で見据すえた。

　風のごとき動きを体得した二人の間で、次第に空気が張りつめていく。

「二人とも、どうしたの？　そういえばルアークとレネって、いきなり出て来るところとか何か似ているわよね」

　さすがにおかしいと思い始めたアリシアがそう言い出した途端、ルアークが違う話題を振ってきた。

「ねえアリシア。アリシアはエリクスさんのこと気にかけてるみたいだけど、あんまり肩入れしないほうがいいかもよ」

「え？」

「セイグラムさん、この間来たと思ったら、泊まっていかないですぐに帰ったでしょ。あれ、カシュヴァーンおにいちゃんに頼まれて、エリクスさんの件に関して情報を集めに行ったからだよ」

　いろいろつてを持っているらしいセイグラムが、いまいち信用の置けないバルロイに代わり、最近よくカシュヴァーンの情報収集係を務めているのはアリシアも知っている。

「そうね……ルアークがエリクス様についているのも、カシュヴァーン様の命令よね。何があるか分からないから、裏が取れるまで見張らせるためだとはおっしゃっていたけど……」

「そうそう。だって、エリクスさんの言うこと、まだ丸ごと信用はできないでしょ？　セイグラムさんがさっさと出て行ったのは、ティルぼっちゃんをひとまずエリクスさんから引き離すためもあるんじゃないかな。あの人なんだかんだ言って、ぼっちゃんのことすごく大事にしてるみたいだから」

　歯に衣きぬ着せぬ物言いで、時には主あるじであるティルナードにすらひどい言葉を浴びせるセイグラムだ。しかしそれが彼なりの愛情だと知っているからこそ、ティルナードもセイグラムの言うことを基本的には聞くのである。

　扉の向こうへとちらりと視線をやったルアークは、わずかにシチューの残った小皿を置きながらまっすぐにアリシアを見た。

「だから、アリシアも気をつけな。今のとこエリクスさん、言ってることと違うような行動は取ってないけどさ。けど、裏を取るまでは信用しないほうがいいと思う。もちろん俺がしっかり見張ってはいるけどね」

　言われてアリシアは、こっくりとうなずいた。

「分かったわ。でも、ルアークも気をつけてね。ルアークはとっても強いけど、何かないとも限らないもの」

　素朴な気遣いの言葉に、ルアークは少しくすぐったそうに笑う。

「その言葉と、カシュヴァーンおにいちゃんがくれたこれがあれば、百ひやく人にん力りきってね」

　眼にも止まらぬ速さで動いたルアークの手の平に、次の瞬間出現したのは小さな黒い石。

　端にルアークの眼の色と同じ、緑色の鉱物の結晶がついたそれは、カシュヴァーンが無敵の死神少年へと贈った守り石だ。

「あ、そうそう。はい、これも」

　ルアークの手の平の守り石に、何事か思い出したアリシアは、ドレスを探ってある物を取り出した。

「……えと……これ、何？」

　アリシアの小さな手の平の上で輝くのは、ルアークの髪と同じ銀色の塊。

　親指の先ほどのそれを彼に向かって差し出しながら、アリシアはにっこり微笑んだ。

「カシュヴァーン様には敵が多いから、いっぱい守り石を拾ってきたけど、考えてみるとルアークも敵がたくさんいるでしょう？」

　アズベルグの暴君と呼ばれるカシュヴァーンと、凄腕の暗殺者であるルアーク。どちらが多くの恨みをかっているかは、いい勝負かもしれない。

「だから拾ってきたの。これ、銀色できらきらして、ルアークの髪の色みたいよね。カシュヴァーン様があげたのが緑色の鉱石が混じっていて、ルアークの瞳の色みたいだったから、ちょうどいいかと思って。ごめんなさいね、カシュヴァーン様に差し上げたのみたいに大きいのはなかったの」

「……守り石って、黒い石になんかの結晶がついているんじゃなかったっけ？　これって銀の塊かたまり……いや……いいか。今さら守り石の定義なんか意味ないよね」

　庭の巨石群にちらりと視線を投げてから、ルアークは笑ってアリシアの差し出した守り石らしきものを受け取った。

「だってアリシアが、俺のためにって選んでくれたんだもん。ありがとアリシア。大事にするよ。一応聞いておくけど、前にアリシアがやったみたいに、俺にこれを投げて戦えって言ってるわけじゃないよね？」

　いたずらっぽい眼をした問いかけに、アリシアは真面目に答えた。

「そうしてもいいわよ。なくなったらまた探してきてあげるから、言ってね」

「ううん、絶対投げないよ。俺には他に武器が」

　言いかけた言葉が不意に止まる。

　軽薄な笑みがルアークの口元から消えていた。

「様子が変です」

　しばらく黙って二人のやり取りを観察していたレネもまた、そう言って音もなく立ち上がった。

　いつの間にかレネの手には、細いナイフが握られている。

「何……あっ」

　びっくりして立ち上がってしまったアリシアを、ルアークは身を起こしざま手首を摑つかんで引き寄せた。

「アリシア、とりあえず俺の後ろに」

　ルアークの手の中からも二つの守り石が消え、変わって出現しているのは針状の銀色の武器。肥料要らずから作った毒の塗られた、彼独特の得え物ものだ。

「どうしたの？　エリクス様に、何か？」

　いくらアリシアでも、ルアークもレネもエリクスの部屋の閉ざされた扉を凝ぎよう視ししていることぐらいは分かる。

「分からないけど、とりあえずアリシアは動かないで。レネ、合図したら行くよ」

「承知しました」

　特に打ち合わせなどしていた様子もないが、レネの答えに迷いはない。

　ルアークもそれ以上言わず、一度だけ目配せをした後ひと息に扉を開けた。

「──エリクス様!?」

　ルアークとレネの背後から室内を見たアリシアの眼にまず飛び込んできたのは、寝台の側そばの床の上でぐったりしているエリクスだった。

　室内に燭台の火などはないが、窓の外には半分欠けた月が浮かんでいる。そこから差し込む一筋の月明かりが、内部をぼんやりと照らし出していた。

　ぴくりとも動かないエリクスの腹部には、不吉な赤黒い染みがあった。その染みは刻一刻と範囲を広げつつある。

　さながらアリシアの好む恐怖小説の一頁のような光景であるが、残念ながらこれは現実だ。新しい血の生々しい匂いが、鼻先を不吉にかすめる。

「エリ……、いたっ」

　反射的に駆け寄ろうとしたアリシアは、立ちはだかったままのルアークにぶつかってしまった。

「ねえルアーク、エリクス様が大変よ！」

　見れば分かる状況を示したアリシアの叫びにも、ルアークは返事をしない。

「ルアーク……？」

　おまけにルアークの手は、隣のレネの手首をがっちりと摑んで彼女の動きを拘こう束そくしていた。

　ルアーク自身は微動だにせず、室内の光景を見つめて突っ立っているだけ。

「ルアーク、手を放して下さい」

　レネが言ってもルアークは動かない。

　焦じれたようにレネは彼の手を振り払おうとしたが、ルアークは相当の力を込めているらしく、あまり表情のないレネがかすかに顔をしかめてしまうほどだ。

「ルアーク、どうしたの？」

　もう一度アリシアが呼びかけたが、状況は変わらない。

　およそいつものルアークらしくない行動と反応。

　不審に思ったが、今はとにかくエリクスがどうなっているのかが心配だ。

「エリクス様……あら？」

　ルアークの肩越しに背伸びをしたアリシアは、室内にもうひとりの人影を見つけた。

　淡い月明かりに浮かび上がる、少し長い銀色の髪。緑の瞳。

　瘦せてはいるが、ひ弱な印象はない、しなやかな筋肉で組み上がった体。体の線を浮き彫りにするような、ぴったりとした上着に黒いズボン。

　ルアークがあと五年もすればこうなるだろう、というような細身の青年が、床に倒れたエリクスのすぐ側に立っている。

　その手に握られた銀色の小さなナイフから、赤い色が垂れて清められた床を汚していた。

「ええと……誰？」

　間抜けなアリシアの質問に、ルアークの震える声がかぶさった。

「……だ……れ……？」

　弱々しい、初めて聞くようなルアークの声。

　それに答えるのは、見知らぬ若い男の声。

「俺が分からないのか、ルアーク」

　かすかな嘲あざけりの交じったその声には、相手をいたぶるような響きがある。

「……おにいちゃん……？」

　まだ呆ぼう然ぜんとしたまま、ルアークは銀髪の青年にそう呼びかけた。














　いつもカシュヴァーンをふざけて呼ぶ時の「おにいちゃん」とは、言い方が違う。

「そうだ、俺だ。サイードだ。忘れたとは言わせないぞ」

　サイードと名乗った青年が、一歩こちらへと足を踏み出してくる。

　その動きに呼応してルアークが後ずさったため、背伸びしていたアリシアはまたしても彼の背中にぶつかってしまった。

「きゃっ！」

　体勢が崩れ、倒れそうになったアリシアを、間一髪ルアークが支える。

　小柄な見た目にそぐわず力強いはずの手が震えていることを、ルアークの胸にもたれたアリシアは感じ取った。

「お前が死神姫づきの死神と呼ばれ、実質ライセン強公爵の召使いになっているとは驚きだ。だが……分かっているなルアーク。お前が本来誰の犬なのか」

　そう言うとサイードは、二人の少女のかたわらに立つルアークを感情のない眼で見つめて命じた。

「帰って来い、ルアーク。お前の力はオーデル侯爵の役に立つだろう」

　サイードが何か言うたびに、レネの手首を摑んで、アリシアを支えたルアークの手に力がこもる。

「お前は俺に逆らえないはずだ。帰って来い、ルアーク。分かったな」

　言うだけ言ったサイードが音もなく動き、彼の銀の髪が月明かりを弾はじいてきらめいた。

　と、そこへ、

「おい、何があった！」

　カシュヴァーンの怒鳴り声と複数の足音が聞こえてきた時には、サイードの姿はすでにいずこにともなく消えていた。







　見張りの兵士を引き連れ駆けつけたカシュヴァーンは、室内の様子を見るなり忙せわしなく指示を飛ばし始めた。

「すでに外の見張りが数名やられている。屋敷中に灯りを点けろ。いいか、皆絶対にひとりになるな。行動する時は二人以上で動け、いいな！」

　見張りをしていた兵が倒れていたため、カシュヴァーンは異常を察してやって来たようだ。

「カシュヴァーン様、エリクス様は大丈夫ですか？」

　アリシアの言葉に、カシュヴァーンは妻ではなく少し眉まゆをひそめてルアークを見やる。

　カシュヴァーンの顔を見るなり、ルアークはアリシアとレネを解放していた。

　しかしいつもその口元に蓄えられていた、ちゃらちゃらとした軽薄な笑みは消え失せている。カシュヴァーンの強い視線を浴びてなお、襲撃者が去ったと思われる窓のほうを向いたきり動かない。

「とりあえずお前たちは無事か。見たところ怪我はなさそうだが」

「ええ……私とレネは特に」

　カシュヴァーンの問いに答えながらも、アリシアもついルアークを見てしまう。

「ルアーク、あの、大丈夫？　私は見えなかったけど、もしかしてどこか怪我でもさせられたの？」

「……ううん。平気だよ」

　ようやく口を開いたルアークだが、その眼はまだ欠けた月を覗のぞかせた小窓へと向いたままだ。

　カシュヴァーンはいったんルアークから、エリクスとその側に屈み込んだトレイスへと視線を移した。

「エリクスの容態はどうだ」

　応急処置に当たっていたトレイスが「大丈夫そうです」とひとまず安堵した声を出した。

「腹部を刺されていますので出血量は多いですが、毒などを使われた様子はありません。傷をふさいで栄養を摂れば、問題ないかと」

「……そうか。とりあえず手当てをしてやってくれ」

　微妙な表情で指示を出した後、カシュヴァーンは改めてアリシアを見た。

「アリシア、一体何があった。分かる範囲でいいから話してくれ」

「ええと……あの……私、エリクス様にもう少し食事をしていただこうと思って、お夜食を持ってこちらにうかがったんです」

　件くだんのシチュー皿は、カシュヴァーンが従えてきた警備兵たちの誰かが蹴け飛とばして中身を床にぶちまけてしまっている。

「けれどエリクス様はもうお休みとのことだったので、私たちは廊下でおしゃべりをしていました。そのうちルアークとレネが、中の様子がおかしいと言い出したので、入ったらエリクス様が倒れていらして……」

　アリシアにしてはずいぶんまともな状況説明を聞いてから、カシュヴァーンはこう念押しをしてきた。

「エリクスをやったのは、ルアークではないんだな」

「えっ？」

　当事者であるアリシアとしては、あまりにも思いがけない問いかけだ。

　カシュヴァーンはアリシアと、その横のレネの反応を確かめ、彼女たちの驚きが噓ではないことを確認したらしい。ひと呼吸置いて奇妙な質問の訳を話した。

「実は外の見張りがやられた際、銀髪の人影が屋敷の中に入っていくのを何人かが目撃している。外見の特徴を聞くとどう聞いてもルアークだ。だが、こいつがやったんじゃないんだな」

「違います。ええと、エリクス様のおなかを刺したのは……サイードが」

「サイード？　誰だそれは」

　聞き覚えのない名前に、当然ながらカシュヴァーンの顔が一層険しくなった。

「その、ルアークに似た男が自分で名乗ったのか。襲撃者が自みずから？」

「ええ、そうです。そして……」

　サイードの語った台詞をひとつひとつ、アリシアは思い出してみる。

　忘れたとは言わせないぞ。

　お前が本来誰の犬なのか。

　帰って来い。

「ルアーク。あの人は、ルアークの本当のお兄様なの？」

　ルアーク自身がサイードに放はなった言葉をアリシアは確認してみた。

　今度はカシュヴァーンが驚いた顔をしているのを見て、ようやく室内の面々に眼を戻したルアークが無表情でうなずく。

「……そうみたいだね」

「おい、どういうことだ。お前の兄だと？」

　眉み間けんにしわを寄せ、詰きつ問もんを始めようとするカシュヴァーンとは対照的に静かな声で、レネがルアークにこう尋ねた。

「ルアーク。あの男は、あなたに自分の元へ帰るように言っていました。オーデル侯爵の役に立つだろうとも。どうする気なのですか」

「なんだと？」

　声を出したのはまたしてもカシュヴァーン。ルアークは答えず、その眼は再び窓の外へと向けられた。

「ルアーク、答えろ。エリクスを刺したサイードを名乗る男が、お前の兄というのは本当なのか？」

　ルアークは何も言わない。

　カシュヴァーンのほうを向きさえしない。

「──おい。ちゃんと俺の眼を見ろ」

　低い声を出したカシュヴァーンは、いきなり手を伸ばしルアークの顔を両手で挟み込んだ。

　逆らわずこちらを向いたその眼を覗き込み、カシュヴァーンはさらに言う。

「どういうことなんだ」

　それでも、ルアークは口を開かない。

「ルアーク。何か言え」

「だから、さっき言ったじゃん。アリシアに本当のお兄様なのって聞かれて、そうみたいだねって」

　反抗的と言うには覇は気きのない、無機質な口く調ちようでルアークは先ほどの言葉を繰り返した。

「ああそうだな。それで？　お前は本当の『おにいちゃん』に従って、今度はオーデル侯爵閣下の死神になるのか？」

　普段ルアークが自分を指して言う「おにいちゃん」を、カシュヴァーンはわざとらしく真似てみせる。

　ルアークはぴくりとまつげを揺らしたが、その唇が開くことはなかった。

「何も言わないのなら、俺もこのままお前をここに置いておくわけにはいかん」

　挑発に乗らない態度に業ごうを煮やしたか、ややあってカシュヴァーンはそう断言した。

「カシュヴァーン様、そんな」

「じゃあどうするの。俺を殺す？　それとも放り出す？」

　驚くアリシアをさえぎり、今度はすぐに反応を見せたルアークに、カシュヴァーンは苦い顔をした。

「……放り出す、はなしだ。そのままサイードだのオーデル侯爵だののところに行かれては困る」

「じゃあ殺す？」

　先を読んでいたのか、ルアークは間髪入れず聞き返した。

　カシュヴァーンは黙り込むとルアークの顔を挟んでいた手を放した。

「俺のかけた情けが、裏目に出たということか」

　どこかの時点で力が入ってしまったらしく、握り締められたカシュヴァーンの拳こぶしにはルアークの銀髪が数本絡みついている。

「……そうかもね」

　まっすぐにカシュヴァーンを見つめたルアークの口元には、エリクスがよくするような曖昧な笑みが浮かんでいた。

　いら立たしげに舌打ちすると、カシュヴァーンはルアークの腕をがっちりと摑んで押さえた。

「とりあえず、拘束はさせてもらう。その後のことは、セイグラムに頼んだ調査結果による」

「カシュヴァーン様！」

　アリシアはなおも止めようとしたが、今度はカシュヴァーンが彼女の呼びかけに答えない。

　仕方がないのでアリシアは、ルアークのほうに譲歩を求めた。

「ルアーク……ルアークは、サイードのところに帰りたいの？　ねえ、サイードを連れてこちらに戻ってくるとかできないの？　このお屋敷なら、あとたぶん十五人ぐらいはお客様をお泊めできるわよ」

　無理やり妥協点を探そうとするアリシアにも、ルアークはあやふやな笑みを向けるだけだ。

「シチュー、ごめんね。ちゃんと全部食べればよかった」

　今必要なのはそんな謝罪ではない。分かっているはずなのに、ルアークの口から出たのはそんな言葉だった。

「誰か、丈夫な縄か鎖を持って来い」

　夫の冷たい命令を呆然と聞きながら、アリシアはそれ以上どうすることもできなかった。








　第三章　幸福な食卓







　ルアークを拘こう束そくしたカシュヴァーンは、いろいろ検討した結果、元々ルアークが勝手に居座っていた隠し部屋へと彼を監禁した。

「あそこが一番密閉性が高い。兵を配置して、隠し通路の出入口はふさがせた。アリシアは念のために、できるだけ俺と行動を共にしろ。夜も俺の部屋で寝るように」

　問答無用で命じたカシュヴァーンは、エリクスが襲われた日以来、領地の見回りに出ることをやめた。自室で各地から送付されてくる書面に眼を通すぐらいのことはやっているが、後はひたすらセイグラムの調査結果を待っている様子だ。

「そうか……ルアークは、なんにもしゃべっていないんだね」

　小さな声でそう漏らすのは、寝台に横たわったエリクスだった。

　トレイスの応急処置がよかったのか、襲撃を受けて三日目、エリクスは口がきける程度には快復していた。基礎体力がないせいもあり顔色は病人のそれだったが、彼が不健康に見えるのは元からだ。

「ええ、何もしゃべらないみたいなんですの。カシュヴァーン様がええと、ちょっと、いえ、だいぶ締め上げたりしてみたようなんですけど、ずっと黙ったままですって」

　ノーラと一緒にエリクスの見舞いに訪れていたアリシアは、寝台の横に引っ張ってきた椅子の上でふう、と小さなため息をつく。

　カシュヴァーンの「だいぶ締め上げる」を想像したのか、エリクスはなんとも言えない顔をした。

「……そ、そうなんだ、それは凄すごいな……本当に何も？」

「サイードというお兄様がどういう人かとか、その人やオーデル侯爵様との関係とか、いろいろ聞いたみたいなんですけど、何も言ってくれないって……」

　状況も今後の意志も、ルアークは何ひとつ語らないと、昨日カシュヴァーンは憎々しげに吐き捨てた。

　かたくなに口を割らないルアークに対し、カシュヴァーンも締め上げ方を厳しくしていかざるを得ない。

　それでもルアークは何もしゃべらないという。最近はむしろカシュヴァーンの表情が荒すさみ、放つ空気が刺とげ々とげしくなってきていた。

「言っておきますけど、私は最初からルアークは怪しいと思っていたんですのよ」

　黙り込んでしまった二人を見下ろし、寝台の脇に立っていたノーラはそう言いきった。

「まあノーラ、ノーラはルアークのことが嫌いなの？」

「好きも嫌いも、もともと得体が知れないじゃないですの。カシュヴァーン様に差し向けられた暗殺者だったのですし、奥様にとっては……」

　勢いで口に出しかけた言葉を、ノーラはちらりとエリクスを見てから慌てて飲み込んだ。

　ルアークは、ブライアン・バスツールを殺した暗殺者。

　それを仮にもバスツール家当主であるエリクスに教えれば、後々まずい事態を引き起こす可能性がある。

「あ、あら、カシュヴァーン様」

　そこへちょうどよく、カシュヴァーンがトレイスを連れて現れたことにより、ノーラは話をうやむやにした。

　警備兵であり、同時にエリクスを見張る役目もある兵士が、主あるじの来訪に急いで敬礼をする。それに構わず室内に入ってきたカシュヴァーンは寝台の側そばに立つと、

「口はきけるようだな、エリクス。痛みは」

「まだ痛いことは痛いけど、大丈夫。ごめんねカシュヴァーン、迷惑をかけて。あと寝そべったままで……あ、いや」

　横たわったままであることも謝罪しようとしたエリクスが黙る。

　ルアークとのことがあるせいか、入室当初から不機嫌そうに見えたカシュヴァーンは一瞬片かた眉まゆを上げた。

　しかし相手が怪我人ということもあってか、いつものかんしゃくは起こさなかった。

「こちらこそ、オーデル侯爵がいきなり暗殺者を送り込んでくるとまでは予想していなかった。俺の読みが甘かったようだ。……いろいろとな」

　聞く者の肌をひりつかせるような低い声を出した後、カシュヴァーンは続けてエリクスに尋ねた。

「食事は」

「うん、まあ、ぼちぼちと。かゆみたいな物じゃないと、食べられないけどね」

　寝台の脇の小さな皿には、ほとんど手のつけられていないかゆが入っている。

「あら、またこれだけ？　それに冷めてしまっていますわ。エリクス様、よろしければ何か私がお作り……あら、カシュヴァーン様？」

　気をきかせたアリシアの手を、カシュヴァーンが摑つかんだ。

「それは他の奴に任せておけ。エリクス、他に足りないものは？」

「ううん、ないよ」

「何かあれば知らせろ。アリシア、行くぞ」

　強引にアリシアを引っ張って、カシュヴァーンが廊下に出て行く。ノーラとトレイスも顔を見合わせながら、とにかく主あるじの後を追った。

　それを見てエリクスは、「やっぱりいい夫婦だね」と微ほほ笑えんでいた。







　反論もできないまま廊下に引っ張り出されてしまったアリシアは、困惑して夫を見上げた。

「カシュヴァーン様、どうなさったの？　もしかして、カシュヴァーン様のお食事を先に作れということですか？」

「……何の順番争いだ」

　呆あきれた顔になったカシュヴァーンは、ため息をついてアリシアとノーラを見た。

「アリシア、あまりエリクスの側に行くなと言っただろう。ノーラもちゃんとこいつを見張っていないか」

「も、申し訳ありませんカシュヴァーン様。でも奥様がどうしてもと」

　険のある眼で見据えられ、逃げ腰になるノーラをアリシアが庇かばう。

「カシュヴァーン様、今日は私がノーラにちょっとだけって頼んだんです。ノーラを怒らないであげて下さい」

　拷問し疲れとでも言うべきか、精神的な疲労が出たカシュヴァーンの顔はいつもよりひときわ鋭く見える。そんな夫を臆せず見つめ、アリシアはさらに頼んだ。

「あとついでに、ルアークも許してあげて下さい」

「……ずいぶんでかい『ついで』だな」

「ついで」にしては大きすぎる願いを聞いて、カシュヴァーンは少し迷うような表情になった。

「分かっている。ルアークはおそらく、何かを隠しているんだろう」

　語るカシュヴァーンの顔つきからは険が薄れているが、眉み間けんのしわはかえって深くなっている。

「しかしそれを俺に話さない。かといって弁解もしない。……何をやっても、痛いとも苦しいとも言わない。本人があの状態では、無理やり口を割らせるか、でなければセイグラムに情報を持って来させるかだ」

　セイグラムの名を聞いて、トレイスが少し視線を泳がせた。

「やはりバルロイに探らせるよりは時間がかかるな。あのおっさんにもう一度、という手もあるが……」

　ぶつぶつ言っている主あるじに対し、決意した様子でトレイスがしゃべり始めた。

「カシュヴァーン様。ルアークのことは、今のうちに始末すべきです」

　これにはカシュヴァーンも驚いたらしく、アリシアやノーラ同様眼を丸くしている。

「──どうしたトレイス。まるでセイグラムみたいなことを言うな。嫌だぞ、お前に鞭むちで殴られるのは」

「はぐらかさないで下さい。あなただってご存じでしょう。ルアークが、〈翼の祈り〉教団や王家と関係があるらしいことを」

　硬い声でトレイスが言うのを聞いて、アリシアはもっとびっくりしてしまった。

「トレイス。それってどういうこと？」

「……以前カシュヴァーン様は、バルロイ様にルアークのことを調べさせたのです」

　確かに前、二人がそういったやり取りをしていたことは、アリシアも聞いている。

「その際、ルアークはかつて、王家と〈翼の祈り〉教団が共同で作り上げようとした精鋭部隊の生き残りであると分かりました。ラグラドールの傭よう兵へい団の台たい頭とうを懸念し、シルディーン国内でそれに代わる武力を持とうとしたのがきっかけだったようです」

　バルロイや、以前はセイグラムも属していたラグラドールの傭兵団。その勇猛果敢さは近隣諸国に広く知られている。

　彼らに恒久的な忠誠を誓わせることを、シルディーン王国を含めた多くの国々が望んでいた。しかし傭兵たちは、金さえ払えば一時的に言うことを聞きはするものの、決して主あるじをひとりに定めようとしない。

「ええと、ラグラドールのみなさん頼みをやめて、自分たちで強い兵士を育てようということね？　分かるわ。人のおうちから種イモをもらってきて育てるよりも、自分のところで全部育ててしまったほうが儲もうけが出るものね」

「そ……そうですね。ところが構築途中でラグラドール側に気づかれたようで、彼らの怒りをかうことを恐れ、部隊は解散されたとか」

　微妙にずれたアリシアのたとえをなんとか受け流し、トレイスは続けた。

「訓練されていた兵士たちもまた、秘密保持のためにほとんどが殺されてしまったようですが……国王軍や教団側に引き入れられたり、逃走したりして一部生き延びた者もいたようなのです。ルアークはその、逃走した者のひとりではないかと」

　ひととおりの説明を終えて、トレイスは無言のカシュヴァーンに向かって深々と頭を下げた。

「出すぎた発言であることは承知しております。ですが、ルアークは明らかに様子がおかしいです」

　そう言って姿勢を戻したトレイスの顔は、普段の穏やかさが噓のように険けわしい。

「何よりルアークは、元々ユーラン……に、雇われた暗殺者として、カシュヴァーン様を狙ねらっていた人間です。恐ろしい腕前の持ち主でもあります。ルアークが本当に何かを企んでいるのなら、たとえあなたであっても、止めることができないかもしれません」

　あまりにもトレイスの口く調ちようが強いので、ノーラがおずおずとつぶやいた。

「……まあそれはそうですけど、始末となると、ちょっと……」

　いつもなら逆の態度に出るメイドを尻目に、トレイスはカシュヴァーンに決断を迫った。

「カシュヴァーン様。今のうちに、ご決断をされるべきではないですか」

　睨にらむように自分を見上げてくるトレイスを、カシュヴァーンも厳しい表情でじっと見下ろす。

　まるでこの二人が争っているような構図は、カシュヴァーンがため息交じりにこう言い出したことによって終わった。

「トレイス。お前だって本当は、ルアークのことを心配しているんだろう。悲壮な顔をしてそんな進言をしてくるのはやめろ」

　虚きよを突かれ、固まるトレイスにカシュヴァーンはさらに言った。

「お前がセイグラムに引け目を感じていることは知っている。だがなトレイス、以前も言っただろう。人にはそれぞれに相応しい役割があると。お前の働きに、俺は十分満足しているんだぞ」

「……セイグラム様のことも、どこまで信用できるか分からないでしょう」

　セイグラムの名前を聞いて、またトレイスの表情が硬くなった。

「ラグラドールの傭兵団の一員だった、という点ももちろんですが、あの方には野心がある。カシュヴァーン様を利用しようとするお気持ちを、隠しもしないではないですか」

「そういえばセイグラムは、カシュヴァーン様に、国王陛下をええと……始末しろって言っていたかしら？」

　聞いた言葉をすぐ使いたがるアリシアが、思わず漏らしたひと言にノーラが飛び上がった。

「ちょっと、あの陰いん険けん眼め鏡がね、そんなことをカシュヴァーン様に進言したんですの!?　人を雌めす猫ねこ呼ばわりしておいてよくもぬけぬけと……！」

「いや、そこまでは言っていない。それに近いことを言ってきたのは確かだがな」

　苦笑いして首を振ったカシュヴァーンを、トレイスは真剣な顔で見つめている。

「もちろん、私のことだってそうです。……あなたは私のことを信じて下さっている、それは分かっています。しかし私は、一度はあなたの元から逃げ出し、戻ってきた後あなたを……刺しました」

　いまだトレイスの心の中では、自分がカシュヴァーンを裏切ったという思いは強いのだ。

「そのような人間が、他人を疑うような言動をすること自体恥知らずとは承知しています。ですが」

「それで？　俺にお前のことを、信じるに足る人間だと分かるまで殴れ、とでも言うのか？　レジオール・ハルバーストのように？」

　皆まで言わせず、父親の名前さえ出してみせたカシュヴァーンに、トレイスははっとした顔になった。

「……なあトレイス。誰かと行動を共にする以上、どんな合理主義者だって厭えん世せい家かだって、相手のことをどこかは信じざるを得ない。そうでなければ全てのことを、ある意味一番あてにならない自分だけの力でやるしかない」

　そう言うとカシュヴァーンは手を伸ばし、トレイスの頭をふざけたように軽く撫なでてやった。

「俺だってルアークのこともセイグラムのこともお前のことも、完全に信じきっているわけじゃない。だが、ある程度はお前たちという人間を理解している、とうぬぼれてもいる。俺はまだ、お前たちにあっさり手の平を返されるようなことはしていないつもりだ」

「そうよトレイス。それにカシュヴァーン様は、ルアークにお給金はあげていないけど守り石をあげたんですもの」

　アリシアも夫に加勢を始めた。

「ねえカシュヴァーン様。私もこの間、ルアークに守り石をあげましたの。ルアークの髪の色と同じ、銀色のきれいな石を、トレイスと一緒に探したんですのよ。ルアーク、どこにしまっているかはよく分かりませんけど、二つともいつも持ってくれているみたい」

　体の線をぴたりとなぞるルアークの衣装のどこに、守り石を隠せているのか不思議ではある。

「人からもらったものを、換金もせずに大事に持ってくれているのは、相手のことが好きだからですわよね？」

「……守り石は換金は難しいと思うが、まあ、そうだな。それにあいつは、ここがライセンの石屋敷と呼ばれる片棒を担いでくれたことだしな」

　つぶやいて窓の外を見たカシュヴァーンの視界には、庭を埋めた巨大な石の群れ。

　うちいくつかは、アリシアに倣ならってルアークが選び、トレイスがやけくそで運び込ませたものだ。

「……そう、ですね」

　その時のことを思い出したのか、トレイスの表情から似合わない険が消えていく。

　いつもの穏やかな表情を取り戻したトレイスを見つめ、カシュヴァーンは区切りをつけるように言った。

「そういうことだ。ひとまず、セイグラムの報告を待とう。ルアークの監視は解とかないが、とりあえず尋問は中止だ」

「よかったですわ」

　ほっとしたようにアリシアもうなずいた。







「カシュヴァーン、アリシア。改めて言うけど、この間は本当にごめんね」

　黒い長卓に着いたエリクスが、申し訳なさそうにそう言った。

「こちらこそ悪かったな。もう、傷はいいのか」

　同じ卓の上座に着いたカシュヴァーンが、鳥肉料理を切り分ける手を止めてエリクスを見やる。

「大丈夫だよ。痛みはまだあるけど、元々脅おどしのつもりだったんだろうね。それほど深い傷じゃないから」

　サイードの襲撃を受けてから、すでに六日が過ぎた日の夕刻のことだった。夫婦二人の夕食の席に、初めてエリクスが同席していた。

　すでに傷も快復し、歩き回れるようになったエリクスだが、例の会食の約束が実現しているわけではない。エリクスの前には一応スープだけが置かれてはいるが、彼はそれに全く手をつけていなかった。

「でも、たくさん血をお流しになったのだから、もっとたくさんお食べになったら？　エリクス様。よければ私の分を分けて差し上げましょうか？」

　エリクスの向かいに座ったアリシアが、彼の手元を覗のぞき込んでつぶやく。

「アリシア、それは自分の皿に料理が残っている間に言え」

　いち早く自分の皿を空からにしているアリシアの言葉に、カシュヴァーンはひと言突っ込んでからエリクスに眼をやった。

「エリクス、食うなら俺のをやるぞ。そのスープはもう冷めてしまっているだろう？」

「あ、ううん、いいよ。あの……僕より、アリシアが食べたそうに見えるんだけど」

　気がつけばアリシアは、今度はカシュヴァーンの手元をじっと見ている。

「……そのようだ。ほら、アリシア、皿を貸せ」

　皿を取ってやろうと手を伸ばすのを見て、ノーラがたしなめた。

「カシュヴァーン様、いつものことですけどお行儀が悪いですわよ。奥様がお望みなら、新しい料理を持ってきますけど？」

「いや、俺はもういい。アリシアも俺が分けてやるぐらいで足りる……よな？」

「ええ。ありがとうございます、カシュヴァーン様」

　カシュヴァーンの念押しに元気よく答え、アリシアは鳥肉料理を半分取り分けてもらった。

「奥様のこの調子でしたら、どうせまた料理を持ってくる羽目になるに決まってますのに……ほほほ、でも、それだけ食べても全くお太りにならないなんて、羨うらやましいことですわ」

　私なんてここが重くて、と柔らかな胸の肉をこれみよがしにゆすって見せるノーラの横から、静かな声が聞こえた。

「ひとつの皿の料理を二人で分け合う。定番ですがそれもまたよしです。参考にさせていただきます」

「……レネ、だからあなたは本当に、いつもどこにいるんですの……？」

　いつからそこにいたのか、黒い壁を背にするとひときわ白い髪が目立つレネを見て、ノーラが何かを諦あきらめたような顔をする。

「全く、ルアークみたいに……あ、ら」

　失言に気づき、慌ててノーラが口元に手をやったがもう遅い。

　室内の空気が一気に張りつめていく。アリシアがしょんぼりと肩を落とし、カシュヴァーンの眉間に深いしわが刻まれた。その背後に控えたトレイスも一層暗い顔になる。

「……ルアークは、まだ見つからないのか？」

　そっとエリクスが口にした言葉に、腕組みしてカシュヴァーンがうなずいた。

「……ああ」

「守り石、だっけ。君たちが贈った物を、置いていったんだってね」

「……ああ」

　血相を変えた見張りの兵士が、深夜にカシュヴァーンの部屋に駆け込んできたのは三日前。カシュヴァーンがルアークへの尋問をやめると宣言したあの日のことだった。

　隠し部屋内に拘束されていたはずのルアークが、見張りを何人か気絶させた上で姿を消したというのだ。

　カシュヴァーンの後を追って隠し部屋に足を踏み入れたアリシアは、「あの野郎」と夫が吐き捨てるのを聞いた。

　かつてカシュヴァーンの父が使っていた年代物の文ふ机づくえの上に、二人が贈った守り石が並べられ、降り注ぐシャンデリアの光に虚むなしい輝きを返していた。

「ルアーク、今ごろどうしているのかしら……」

　ぽつりとつぶやくアリシアの口の中に、鳥肉が規則正しく運ばれていく。

　悄しよう然ぜんと肩を落とし、ルアークのことを心配しているのは噓ではない。しかしここで食欲は落ちないのがアリシアだ。

「ああ、それにしてもこのお料理はおいしいわ……やっぱりもうひと皿いただこうかしら……」

　途中から違うことを考え始めたアリシアに、ノーラは呆れた顔をしたがエリクスは瞳を細めて微笑んだ。

「アリシアは、いつでも本当においしそうに食事をするなあ……」

　冷めたスープに視線を落とした後、エリクスはいきなりアリシアに尋ねかけた。

「ねえアリシア。アリシアはカシュヴァーンのことが好き？」

　カシュヴァーンとノーラとトレイスが同時に吹き出す。

「あ、ごめんカシュヴァーン、大丈夫？」

「大丈夫、じゃありませんわよ、バスツール伯爵！　気をきかせたつもりなのかもしれませんけど、話の転換が強引すぎますわ!!」

　いち早く立ち直ったノーラが顔を赤くして怒鳴る横で、レネが深々と頭を下げた。

「バスツール伯爵、すばらしい援護です。感謝いたします」

「あああっ、もう、レイデン伯爵だのル……だの、うるさいのがいないと思ってちょっと油断していたら……！」

　赤毛を振り乱し、きいきいわめくノーラをよそにアリシアはにっこりした。

「ええ、好きですわよ。だって私の理想の旦だん那な様ですもの！」

　カシュヴァーンがもう一回吹き出し、次いで激しく咳せき込み始めたので、トレイスが必死にその背をさすってやった。

「あっ、あの、いえ、奥様、お答えそのものは大変に結構なのですが……カシュヴァーン様大丈夫ですか!?」

「い、いや、だ、大丈夫、だ」

　まだ多分に動揺しているカシュヴァーンを見て、なぜかレネが非難を始めた。

「強公爵、アリシア様はバスツール伯爵の最高の質問に最高の答えを返して下さったのですよ。ここであなたが『俺はお前を好きじゃない。なぜなら愛しているからだ』とおっしゃって下さらなければ、お二人の連携が無駄になってしまうではないですか」

「どんどん無駄になればいいんですわよそんなもの！」

　ルアークが去ったことが少なからず影響しているのか、ここ最近おとなしかった分を補うようにノーラがわめく。

　にぎやかなやり取りを聞きながら、エリクスは穏やかに笑っていた。














「そうか、よかった。アリシアにとって、カシュヴァーンはそんなにいい旦那様なんだね」

「ええ。だってお金持ちで、寛容で、すてきなお屋敷に住んでいらして、『死神姫』なんて呼ばれている私を高く買って下さった方なんですもの」

　初対面の時から変わらない、アリシアの二度目の夫への評価。

　それを聞き、トレイスに背中をさすられているカシュヴァーンの横顔がかすかに強こわ張ばる。

　そんなカシュヴァーンの反応を知ってか知らずか、エリクスは室内を見回してつぶやいた。

「カシュヴァーンは、アリシアだけじゃなくて、使用人にも好かれているんだなあ」

「ええ。こちらのお屋敷の使用人は、みんなカシュヴァーン様のことが大好きなのですわ。その分人数も少ないですけど」

　聞きようによってはかなり失礼なアリシアの言いぐさにも、エリクスの微笑みは変わらない。

「そうだね。ノーラみたいな美人メイドにもだけど、トレイスとか、ダンとか、ロセとか」

　あら、と嬉うれしそうなノーラの声を聞き、「ノーラ、こうおっしゃっていますしバスツール伯爵ではどうですか」とレネが提案する。

「それに、領民たちにも。聞いたよ。君が見回りに出てこないからって、心配して見舞いを持ってきた農民たちがいるんだって？　薔ば薇ら屋敷だとか石屋敷だとか言われて、恐れられている割には、慕したわれてもいるんだね」

　カシュヴァーンが日頃、熱心に領地内を見回っていたおかげだろう。暴君と噂の領主に対する愛着が、いつしかアズベルグ地方の中で少しずつ育っていたようだった。

　だが、どうにか完全に立ち直ったカシュヴァーンは、エリクスの言葉にむしろ苦い顔つきになった。

「……そう好かれてもいないさ。守り石まで贈った使用人に、出て行かれてしまったんだからな」

　室内に再び沈黙が落ちる。

「……ごめん」

「いや、当たって悪かった」

　八つ当たりをした自覚はあるようだが、表情を取り繕つくろう余裕はないようだった。

　慇いん懃ぎん無ぶ礼れいに一応の謝罪をしたカシュヴァーンを黙って見つめ、エリクスが改めて尋ねた。

「ルアークのこと、どうする気なんだい」

「今調査中だ。それによって決める」

「調査した結果、彼がオーデル侯爵の手の者だとしたら？」

「始末する」

　迷いのない返答を聞いて、アリシアの顔が不安そうに曇った。

　不穏な空気の中、エリクスはさらに質問を重ねた。

「僕を、追い出さなくていいの？　オーデル侯爵は、たぶんまた僕に暗殺者兄弟を差し向けてくる。僕自身はもちろん、君の家の人間が……もちろん君自身も、危害を加えられるおそれがある」

　事実、先日のサイード襲撃の際には、警備兵が数名犠牲になっている。

　しかしカシュヴァーンは不機嫌な目つきでじろりとエリクスを睨み、こう聞き返した。

「追い出されたいのか？」

「……そういうわけじゃないけど」

「ならここにいればいい。どうせオーデル侯爵閣下と〈翼の祈り〉教団は、遅かれ早かれ俺を始末したいと考えているはずだ」

　自分自身に対しても、カシュヴァーンは「始末」という言葉をためらいなく使った。

「わざわざサイードを差し向けてきたということは、はなからあっちの狙いはお前じゃない。サイードを使い、俺からルアークという武器を取り返すつもりだったということだ。今さら出て行ったところで、お前が死ぬのが早くなるだけだろうよ」

　そう言って立ち上がったカシュヴァーンを見上げて、エリクスは穏やかに笑った。

「君は、本当にいい奴だね」

　それには何も答えず、カシュヴァーンはいつの間にか皿を空にしていた妻を呼ぶ。

「もう部屋に戻るぞ、アリシア。トレイス、エリクスを部屋まで送っておいてくれ」

　命じられるまま、アリシアも「ええ」と答えて席を立った。

　ノーラは何か言いたそうにしたが、ルアークの姿が見えなくなって以来カシュヴァーンの機嫌は非常に不安定になっている。先ほど口を滑すべらせてしまったこともあり、ふん、と鼻を鳴らしただけに終わった。

「レネ、一応言っておくが、部屋までは来るなよ」

「心得ております」

　カシュヴァーンの確認に、レネはうなずいた。

「詳しいことは、明日奥様からおうかがいします」

「……アリシア。お前もしゃべるなよ」

　横にいたアリシアに口止めするのを聞きながら、ノーラが憎まれ口を叩いた。

「どうせこの奥様に聞いたって、せいぜい面白い夢を見た、ぐらいしか言わないですわよ」

　最初のうちは警備の兵に頼み込み、件くだんの隠し通路に侵入して主あるじ夫妻の様子を見張ったりしていたノーラだ。

　だが健全極まりない夜を数日間無意味に監視した結果、あまりにも虚しくなってそれもやめてしまっていた。

「……全く、いつもなら絶対この辺でル……が出てきて何か言いますのに。やりにくいったらないですわ……」

　複雑そうにぐちるノーラの声を遠く聞きながら、アリシアはカシュヴァーンに従って二階へと上がっていった。







　アリシアを連れて自室に戻るなり、カシュヴァーンはふうっと息を吐いた。

　厳しい横顔には疲労の色が濃い。ほとんど見回りに出ていないのだから、体力的にはそれほど疲れていないはずなのだが、待つしかできない状況が生来の気性に合わないのだろう。

「カシュヴァーン様。ルアークがどこに行ったかは、やっぱりまだ分かりませんの？」

　二人寝用に新たに運び込ませた寝台に、ちょこんと座ってアリシアが言った。

　カシュヴァーンは無言でうなずき、大きく息を吐くと、近づいてきてアリシアの横に座った。

「サイードと言ったか。あいつが来た時には目撃情報があったが、ルアークが出て行ったのを見た者はいない。セイグラムには一応分かっていることだけでもまとめて伝令を送ったが、レイデン地方は遠いからな」

「目撃情報がないのなら、出て行ったふりをして、まだお屋敷の中にいますとか？　そういうお話も読んだことがありますわ。そして物陰から襲……あ」

　つい妄想に力が入ってしまい、アリシアはしゅんとした。

「……そんなわけないですわよね。ルアークが、たとえお兄様やオーデル侯爵に命令されたからといって、私やカシュヴァーン様を襲うなんて。エリクス様やレネ相手なら、出会って間もないし分かりませんけど」

　アリシアの何気なくひどい言葉にももう慣れたもので、カシュヴァーンはそうだな、とだけ相あい槌づちを打った。

「屋敷内にいるかもしれない、はおそらくない。屋敷中総ざらいに探したが見つからなかった。何よりルアークの気配が家の中から消えているからな。目撃情報がないのは単純に、サイードよりルアークのほうが腕が上だからだろう」

　壁向こうの隠し通路を見透かすように、カシュヴァーンは瞳を細めた。

「だが、物陰から俺やお前を襲うという可能性ならありえるぞ。ルアークに命令したのが、本当にサイードという男ならな」

　含むものの感じられる言い方に、珍しくアリシアはぴんときた。

「カシュヴァーン様は、もしかしてサイードのことをご存じですの？」

「……少しだけ、バルロイから聞いてはいる」

　言葉を選ぶ調子でカシュヴァーンは話し始めた。

「先日トレイスが言っていたとおり、ルアークは国王と〈翼の祈り〉教団が結託して作ろうとしていた精鋭部隊の一員だったんだ。兄であるサイードも、同じ部隊で訓練を受けていたらしい」

　言われてアリシアは、先日見たサイードの容姿を脳裏に思い描いてみた。

「確かに、ルアークと見た目はよく似ていましたわね。眼鏡を外していたら、私にはどっちがどっちだか分からないかも」

「そうだな。お前は眼鏡をかけていても、ちょっと暗いところだと俺とその辺の柱を取り違えたりするものな」

　カシュヴァーンはひそかにその時のことを根に持っているようだ。悪気なく無視して、アリシアは続ける。

「でも、カシュヴァーン様。サイードがルアークのお兄様だとしても、今のルアークの主あるじはカシュヴァーン様ですわ。ルアークは、確かに寝返り寝返り寝返り返した暗殺者ですけど、お兄様に命令されたからってオーデル侯爵様の言いなりになったりするかしら？」

「……肉親同士のことは、部外者にはよく分からんものだ」

　眼の奥にちらりと暗い光を過よぎらせて、カシュヴァーンは低い声を出した。

「これ以上のことは、ルアークに直接聞くんだな」

　ぞんざいに言うのを聞いて、アリシアはふわりと嬉しそうに笑った。

「カシュヴァーン様は、やっぱりルアークのことをお好きなのね」

「……なんでそう思うんだ？」

　思っていた反応と違ったらしく、怪け訝げんそうな顔をするカシュヴァーンにアリシアはにこにこしたまま答える。

「だって、聞いてもいいことかどうか、ちゃんとルアークに許可を取れということでしょう？」

　面食らったような顔をするカシュヴァーンを見つめ、アリシアは自分の実体験を絡からめて語り出す。

「私だって、ブライアン様が亡くなった後、私のことをよく知らない人にいろいろな噂を流されて困ってしまいましたもの。おかげで『死神姫』なんてあだ名がついてしまいましたし」

「──そうだな」

　大きな手が伸びて、アリシアの髪に触れてくる。

　てっきりいつものように、頭を撫でられて終わるのだと思った。だが違った。

「……カシュヴァーン様……？」

　亜あ麻ま色いろの髪をさらりと撫でた大きな手が、そのまま片かた頰ほおを包み込む。

　ごつごつとして乾いた手の平は剣だこが目立ち、ちょっと荒れていて、決して触られ心地のいいものではないはずなのだ。実際アリシアは、また「おなかが痛く」なり始めていた。

　なのに、なぜか、嫌ではない。

　もっと触れていてほしいとさえ、思ってしまう。

「だがそのあだ名のおかげで、お前は俺にも手の届く存在になった。そういう意味では、俺たちの結婚はルアークのおかげだ」

　間近でつぶやかれるカシュヴァーンの声が遠く聞こえる。

「お前にとってよかったのかどうかは、いまだによく分からんが」

　しびれた耳に不意に突き刺さる、冷たい声。

　頰を包んでなお余る長い指先が、首筋の薄い皮膚にかすかに食い込んだのを感じてアリシアはびくっとしてしまった。

「アリシア」

　口づけせんばかりの距離にカシュヴァーンの顔が迫っている。

　鋭い眼の奥にあの、ノーラやトレイスを恐れさせるほの暗い光をたたえたまま、じっとアリシアを見つめている。

「俺のことが好きか」

　やはり冷たい声での問いかけに、アリシアは訳が分からないままこくこくとうなずいた。

「す……好き……です、わ」

　先ほどエリクスに問いかけられた時と同じ、アリシアらしい素直な返答を聞いてカシュヴァーンの口元が歪ゆがんだ。

「好きかと聞いて、好きだと言われて、みじめな気持ちになるというのもおかしなものだな」

「カシュ……きゃッ！」

　よく意味が分からず、問い返そうとしたアリシアの眼の前が陰る。

　両肩を押さえつけるようにして、カシュヴァーンが突然覆おおいかぶさってきたのだ。

「理想の旦那様、な。それはつまり、お前にとって俺が都合のいい男だということだよな？」

　つぶやくカシュヴァーンの顔は、燭しよく台だいの灯を背負っていることを割り引いてもひどく暗く、荒んで見える。

　思えばディネロの館やかたに泊まった際も、こういう体勢になったことはあった。

　しかしあの時と違うのは、カシュヴァーンにまるで余裕がないように見えることだ。

「……馬鹿馬鹿しい。お前は俺が金で買った妻だぞ。なんで俺がみじめな気持ちになる必要があるんだ」

　自問自答をしているカシュヴァーンの眼にある、病んだ光。

　それを見た瞬間アリシアの脳裏を過よぎったのは、つい最近久しぶりに見た一枚の肖像画だ。

　ルアークが閉じ込められていた隠し部屋の奥。顔の部分を切り裂かれた女性の肖像画と並んだ、カシュヴァーンによく似た肖像画の男性。

　死してなおその存在が息子に暗い影を投げかけ続ける、レジオール・ハルバースト。カシュヴァーンの父であり、薔薇ばかり見て自分を見ない妻ジーナに絶望し、彼女を殺して薔薇園に埋めた男。

「カシュヴァーン様、あの……私、答え、間違えました？　ええと、好きじゃない、愛してるって言わないといけないんでしたかしら？」

　レネの台せ詞りふを思い出しながら、アリシアはなんとか夫の機嫌を取ろうとしてみた。

　それが余計に気に障さわったのか、カシュヴァーンは短く舌打ちしてこう吐き捨てた。

「……親父もきっと、こんな気持ちでジーナを」

　自分の言葉にもっといら立ったらしく、彼は何かを振り払うように大きく頭を振った。

「カシュヴァーン様……？」

「──面倒だな、もう」

　暗く低い声でひとりごちると、カシュヴァーンはやにわにアリシアに向き直った。

　強い視線で射すくめられた途端、甘苦しいような「おなかが痛い」感覚が消えていく。

　そのくせ四し肢しはカシュヴァーンの視線に縛しばりつけられたようで、アリシアは身動きひとつできなくなってしまった。

「カシュヴァーン様……な、何を……なさるの……？」

「レネの参考になるように、俺ともっといちゃいちゃしたいんだろう？　お優しい奥様」

　皮肉に口の端を吊り上げ、わざとらしく「奥様」と呼んだカシュヴァーンの手がアリシアに伸びてくる。

「かなり一方的ないちゃいちゃになるかもしれないが、せっかくの機会だ。このまま」

　が───。

「私に気を遣つかって下さっているところ、まことに申し訳ありません、強公爵閣下」

　前触れなく聞こえてきたレネの声に、カシュヴァーンもアリシアも飛び上がった。

「なっ、な、なんだ、レネ、来るなと言っただろうが……！」

　本気でレネの接近に気づいていなかったらしく、カシュヴァーンの声は少しかすれている。

　衝撃で暗い情動も吹っ飛んだのか、慌てて立ち上がった顔はいつもの彼に戻っていた。

　アリシアも驚いた拍子に四肢の呪じゆ縛ばくが解け、なんだかほっとした気持ちになって、寝台のすぐ側そばに立っているレネの言葉に耳を傾けた。

「申し訳ありません。ですが、私以外にも招かれざる客人が近づいてきているようなのです」

「……何？」

　眉をひそめたカシュヴァーンに、レネは淡々と報告した。

「警備の兵に一応報告はしましたが、私の言葉では動いてくれません。強引に初夜を迎えてしまった夫婦のすれ違いと和解、参考にさせていただきたいのは山々なのですが、このままですと最中に敵兵に襲われることになりかねませんので。なにせ最中の人間は極端に無防備」

「分かった、その話はもういい。それより敵兵だと？」

　必要なところだけ聞き返したカシュヴァーンを前に、レネの手が素早く動いた。

「本当に、申し訳ありません。ついお二人に見入ってしまって、報告が遅くなりすぎてしまったようです」

　音もなく手の中にナイフを出現させたレネに、カシュヴァーンも一拍置いて自分の剣を摑む。

「アリシア、少し下がっていろ」

「え、ええ……でも、敵兵って、まさか……？」

　促されるまま部屋の隅に行こうとしたアリシアの眼の端を、銀色のものがかすめた。

「久しぶりだね、みんな」

　銀色の髪、緑の瞳。

　以前より少し瘦やせたように見える小柄な少年が、音もなく室内に出現した。







「ルアーク！」

　奇妙になつかしく見えるその姿を見た途端、アリシアは思わずルアークに駆け寄ろうとした。

　カシュヴァーンに受けた尋問のためか、剝むき出しの肩や二の腕にいくつか赤いあざを残したルアークは、痛々しい様とは裏腹に奇妙な無表情を保っている。

「ルアーク、大丈夫……あっ」

　素早く動いたカシュヴァーンとレネが、無謀な行動に出たアリシアの前に立ちふさがった。

「隠し通路の類たぐいは、出入口をふさがせたはずなんだがな。見張りを立てても、お前相手では無意味か」

　見張りを殺したのか、と暗に問うたカシュヴァーンに、ルアークは小さく首を振る。

「隠し通路は、あれば便利だよ。でも、あんなものがなくたって、俺はどこにでも潜り込める」

　そこまで言ってから、ルアークは意味ありげに薄く笑った。

「そういう風に訓練されてるから。知ってるでしょ？　カシュヴァーンおにいちゃん」

「……まあな」

　バルロイにルアークの素す性じようを調べさせていたカシュヴァーン。

　それでもルアークを屋敷に置いていた彼の険しい顔を見ながら、ルアークはいつものように針状の武器を構えた。

　カシュヴァーンもレネも、つられたようにそれぞれの武器を握り直す。

「ルアーク、それにカシュヴァーン様もレネもやめて！　カシュヴァーン様、ルアークをもっと心ゆくまで尋問してもいいですから殺さないで！」

　とにかく最悪の事態だけは回避しようと、叫んだアリシアの耳に遠く悲鳴が聞こえてきた。

　びっくりして思わず耳をそばだてたアリシアだが、そんなことをしなくても、数人が争うような物音もはっきりと聞こえてきた。

「サイードおにいちゃんも、エリクスさんのとこに行ったみたいだね」

　瞳を一瞬室外へと向けてから、ルアークが短く状況を説明した。

「エリクス様のところに!?」

　先日のサイードの奇襲は、脅おどし程度にエリクスを刺して姿を消しただけのものだった。

　しかし今回はルアークも一緒に、手分けして襲撃を仕掛けてきた。

　もう脅しではすまないだろう。

「大変ですわカシュヴァーン様！　エリクス様が殺されてしまいます！」

「……あるいはもうすでに、だな。だがアリシア、下へ手たをすると俺たちも殺されそうな状況だぞ」

　眼前に掲げた剣を動かさず、カシュヴァーンはルアークを詰きつ問もんする。

「何が目的だ、ルアーク。俺を殺すのか」

「そうしろって、言われてるね」

「だめよ！」

　きっぱりアリシアが拒否するも、

「アリシア、少し離れていろ。もう話し合いですむ状況じゃない」

　顔だけ振り返ってカシュヴァーンはそう言うと、すぐにルアークに眼を戻した。

「ルアーク、アリシアには手を出すな。こいつはオーデル侯爵と同じ、地方伯の血を引く人間だぞ」

「……どうかなあ。その辺は、雇い主様におうかがいを立てないと、俺には判断できないんだよね」

　どこかなげやりな口調で言ってから、ルアークは唇に薄い笑みを浮かべた。

「あの人の下って楽だよ、おにいちゃん。考えるなって言ってくれるからさ」

「楽……？」

「考えるから、考える頭が俺についてるから、迷うんだよ。考えなければ楽。すごく楽」

「噓」

　反射的にアリシアの口を突いた言葉に、その場の全員の注目が集まる。

「ルアークは、いつだって、楽しいか楽しくないかで全部決めていたわ。楽だからだなんて……楽なのがいいのなら、カシュヴァーン様は敵が多くて大変なのよ。それにお給金も払ってないのに、どうしてここにいたの？」

　ルアークは答えない。

　表情も変わらない。

　代わりに動いたのは、得え物ものを握り締めた白い指先。

　金属が嚙み合う甲かん高だかい音が響き、強烈な毒針の一撃をかろうじてふせいだカシュヴァーンの顔が歪んだ。

「ルアーク、やめて！」

　話し合いに応じるつもりはないようだ。一方的に戦いを始めたルアークにアリシアはまた叫んだが、ルアークの勢いは止まらない。

「くそっ！　このッ……！」

　狭い室内ということもあり、カシュヴァーンの剣はやや動きが鈍かった。右に左に、すさまじい速度で行き来するルアークの針の軌道を逸そらすので精一杯だ。

　ましてルアークの武器には肥料要らずから取った毒が塗られている。

　浅く肌をかすめただけでも、即死には至らずとも全身の自由を奪われる危険性があるのだ。

「カシュヴァーン様！」

　アリシアの叫びも空しく、ルアークはあっという間にカシュヴァーンの懐ふところに潜り込んだ。この距離では長い得物を振り回すのは無理だ。

　やむなく剣を放り出し、肉弾戦に持ち込もうとしたカシュヴァーンの前から唐突にルアークが後退する。

「レネ！」

　驚くカシュヴァーンを尻目に、ルアークの脇腹にナイフの先を突きつけたレネが静かにこう言った。

「ルアーク、ライセン強公爵夫妻には手出しなりません。私が相手になります」

「レネやめろ。ルアークの腕は、たぶん俺よりもお前よりも上だ。こいつが本気なら、殺されるぞ」

「ええ。ですが、あなた方が逃げるぐらいの時間は稼げるでしょう」

　放り出しかけた剣を持ち直し、忠告したカシュヴァーンにレネは平静な声で答える。

「あなたは私に夫婦のあり方を示して下さる貴重な模範であり、バルロイ様の弟子であり、あの方の金づるです。アリシア様はもちろん、強公爵閣下が生きていて下さらなければバルロイ様が困ります」

「……命を捨てても金づるを守れ。それがバルロイの命令か？」

　眉をひそめてカシュヴァーンが問うと、レネは違うと首を振った。

「バルロイ様は私の未来の夫、今の私の全てです。あの方の役に立つこと、それが私の何よりの喜びです」

「そうよね、旦那様をお守りするのが妻の役目よね」

　この状況でも素直にレネに同調したアリシアに、カシュヴァーンは何重もの意味で苦々しい顔をした。

「……どいつもこいつも」

　つぶやいたきり、撤退する様子は見せないカシュヴァーンを尻目に、ルアークは退屈そうな顔をしている。

「ま、どっちからでもいいから、かかっておいでよ」

「では私が。お二人はひとまずお逃げ下さい」

　短く答えたレネの姿が、アリシアの視界から消えた。

「レネ、ルアーク、だめってば！　レネ、後でカシュヴァーン様とすごくいちゃいちゃして見せてあげるからやめて！」

「……なんの話？」

　一瞬ルアークは、いつもの表情に戻ったように見えた。

　だが一方でその手に握られた銀の針は、レネの左腕の肉をこそぎ取り壁に血ち飛し沫ぶきを飛び散らせていた。

「レネっ！」

　叫ぶアリシアの前に再び姿を現したレネは、血まみれの左腕を押さえもせずに再び風になる。

　アリシアに分かるのは短く床を蹴ける音と、武器同士がぶつかる音だけだ。二人の動きなどとても追えたものではないが、それでも戦況は明らかだった。

　ルアークは強すぎる。

　握った二本の針を自在にきらめかせ、最初の出現位置からほとんど動かずにレネの攻撃をさばいている。何度かレネは吹き飛ばされ、そのたびに彼女の側の壁や床に赤い色が飛び散った。

「……アリシア。お前だけでも逃げろ」

　低くつぶやいたカシュヴァーンも、加勢に入る隙すきをうかがっているようだ。しかし助すけ太だ刀ちの間合いを計りかねているらしく、剣を構えたまま瞳だけを忙せわしなく動かしていた。

「でもカシュヴァーン様、扉のほうに行ったら巻き込まれそう……ああ、レネあんまり動いちゃだめ、毒が回るのが早くなるわ！」

「その心配はないよ」

　そう言ったルアークの腕が、ひときわ大きく、力強く動いた。

「うぁッ……！」

　初めて苦痛の声を上げたレネが壁に叩きつけられ、そのままずるずると床に崩れ落ちる。

　レネの手から離れた銀のナイフを、ルアークはすかさず部屋の反対側に向けて蹴飛ばした。

「毒で死ぬような人間なら、最初の一撃を受けた時点でとっくに死んでる。俺もだけどね」

　立ちはだかるルアークに言われてアリシアは気がついた。

「……ルアーク、それ、結構、痛いわよね……？」

　レネもただやられてはいなかったようだ。ルアークの剝き出しの腕のあちこちにはナイフによる切り傷が浮かび、一部は深く裂けて真新しい血を吹きこぼしている。

　そんな状態になってもルアークの表情は室内に出現した時と変わっていない。自分のものかレネのものか分からない血けつ痕こんを白い頰に貼りつけたまま、

「俺たち〈玩おも具ちやの兵隊〉は、肥料要らずだのなんだのから取った毒を使って戦うことが多いからさ。当然、自分が毒で死ぬような間抜けなことにならないように、ちゃんと訓練は受けてるよ」

「おもちゃのへいたい？」

　知らない単語を不思議そうに繰り返したアリシアよりも、剣を構えて動かないカシュヴァーンのほうを見てルアークは言った。

「そう。ああ、〈翼の祈り〉教団の人たちには、〈翼の護まもり〉って呼ばれることのほうが多かったかな？　そっちをバルロイおじさんから聞いてるのかな、おにいちゃんは」

「……まあな」

「ま、どっちでもいいよ。どうせ今はない組織の名前だし」

　気のない言葉を聞きながら、カシュヴァーンはちらと肩で息をしているレネを見やる。

「レネも、お前と同じか。……バルロイの奴、お前のことは邪魔者扱いしておいて、自分も元暗殺者を側に置いているとはな」

　カシュヴァーンもレネの常人ならざる動きなどを見て、ルアークとの類似点に気づかなかったわけではなかったのだろう。だがバルロイの隊に属している、ということもあり、そのことに思い至らなかったようだ。

「そうみたいだね。意外にたくさん生き残りがいるみたい。金と手間をかけて育てた人材だし、口封じに無闇に殺すのももったいないと思ったんじゃない？」

　ルアークは床に倒れ伏したレネへと眼をやった。

「でも、弱い、ね。正直、もう少しできるかと思ったんだけど」

　つまらなそうに言ってから、ルアークはすぐに視線を正面に戻す。

　レネに駆け寄ろうとしているアリシアと、妻を後ろ手に押しとどめているカシュヴァーンを見て、うっすらと微笑んだ。

「ああもう、俺ってば、本当に強いなあ」

　笑う死神少年の手が、緩かん慢まんに上がる。

　毒針片手にルアークは、気取ったしぐさで敬礼などして見せた。

「さあて、強公爵カシュヴァーン・ライセン閣下。お手並み拝見といきましょうかぁ？」

　にっと笑ったルアークの輪りん郭かくが、ぶれたようにアリシアには見えた。

　銀色の風と化したルアークの体が、カシュヴァーン目がけて突っ込んでくる。

「……くそっ！」

　不快な金属音を立てて必殺の一撃を受け止めたカシュヴァーンが、力負けして一歩下がった。

　身長と体格に恵まれた夫が、純粋な腕力で押し負けるのをアリシアは初めて見た。

「ルアーク、カシュヴァーン様、やめて！」

「下がれアリシア、離れていろ！」

　怒鳴ったカシュヴァーンは両足を広げて体勢を立て直した。そして、ルアークを押し返すと攻勢に転じた。

　二度、三度、体重をこめて剣が振り下ろされるたび、ルアークは手にした針で受け止め、受け流す。

　そのたびレネにやられた傷が開いて、新たな血が周囲に跳ね飛ぶのを見てアリシアはおろおろしてしまう。

　だがルアークがひとたび攻撃を始めれば、針がかすった時点で勝負がついてしまうかもしれないのだ。このまま防戦一方でいてくれれば、というか今すぐ降参してくれればと、アリシアは願わずにはいられなかった。

「ルアーク、どうして本気を見せない」

　はた目には、現在カシュヴァーンが攻めルアークが守る格好である。元々大人と子供の体格差なのだから、知らずに見ればカシュヴァーンが一方的に戦いの主導権を握っているように見えるだろう。

　しかしカシュヴァーンには違和感があるようだった。答えないルアークを容よう赦しやなく攻め立てながら、挑発するように低い声で尋ねた。

「それとも俺相手では、本気になれないのか」

「──あんまりうぬぼれないでよね、カシュヴァーンおにいちゃん。前にやり合った時だって、俺がわざと負けたこと気がついてたでしょ」

　初めて会った時のことを口に出したルアークの眼が、鋭く光る。

「俺におにいちゃん呼ばわりされるような男だよ。ろくな奴じゃないくせに、分かったような顔するところが嫌いなんだよ！」

　銀の光が一いつ閃せんし、二人の動きが止まった。

　強く床を蹴り、前へと踏み出したルアークの手から伸びた毒針が、カシュヴァーンの左腕に突き刺さっている。

「カシュヴァーン様！」

　悲鳴を上げたアリシアの見つめる中、カシュヴァーンは一瞬動きを止めた。

　無表情に彼の顔を見上げていたルアークは、すっと足を戻し針状の武器を引き抜く。

　カシュヴァーンの手から剣が落ち、それを追うようにして大柄な体が床に崩れ落ちる様を、アリシアは息を止めてただ見つめていた。

「ルアーク……、どうして……？」

　震える声で言いながら、アリシアはルアークの足元にうずくまったカシュヴァーンに近づいていった。

「……っぐ、ルアーク、貴様っ……！」

　苦痛に顔を歪めたカシュヴァーンは、肩と胸を激しく上下させている。

　まだ彼は生きている。体内に打ち込まれた毒と戦っているのだ。

　でもその戦いがいつまで続くかは分からない。

「待っていらしてカシュヴァーン様、すぐに私の料理をお持ちしますわ！　大丈夫です、カシュヴァーン様の体格ならたくさん食べて体を慣らしておけば……！」

「落ち着きなってアリシア。毒を受けた後に体を慣らしても意味ないでしょ？」

　冷静に言ったルアークが、カシュヴァーンを刺した針を構え、アリシアへと一歩踏み出してくる。

「やめろ、アリシアに手を出すな……！」

　カシュヴァーンは片手を床に突き、立ち上がろうとしたが無理だった。

「……ルアーク」

　名前を呼ぶ以外、言葉が継げないでいるアリシアに、ルアークはからかうように笑ってみせた。

「どう？　アリシア。いくらアリシアでも、俺のこと嫌いになっちゃったかな？」

　ふるっと肩を震わせ、アリシアが何事か答えようとした時だ。

　部屋の扉が派手な音を立てて開いた。

　その向こうに覗いた顔に、アリシアは驚きの声を上げる。

「サイ……、きゃあっ!?」

　あっという間に眼の前に迫ってきたサイードの腕が、アリシアの腰に絡みつく。

　抵抗する暇もなく、荷物のようにその肩に担がれた妻を見て、カシュヴァーンが声を振り絞った。

「アリシア！」

「カシュヴァーン様！」

　頭を下にして担がれたので、息苦しいわ眼鏡が落ちそうだわで大変な状況だ。

　それでもアリシアは、懸命に夫に向かって叫んだ。

「カシュヴァーン様、動いてはだめ！　毒が回るのが早くなりますわ！」

　妻の言うことを聞かず、カシュヴァーンはどうにか体を起こすが、立ち上がれるまでにはいたっていない。

　剣を握る手も痙けい攣れんしており、力が入らない様子だが、暗殺者兄弟を睨みつける眼には強い光があった。

「ルアーク、ライセン強公爵にとどめを」

　床に膝ひざを突いているカシュヴァーンを見据え、すかさずサイードが命じた。

「ルアーク！」

　いら立ちのこもった二度目の呼び声にもルアークは無言。

　するとサイードはつかつかとルアークに近づき、音を立ててその頰を一発殴った。

　サイードの肩伝いに伝わった鈍い振動に、アリシアは驚いて声を上げた。

「サイード、何をするの!?　ルアークはカシュヴァーン様を刺すぐらいあなたのことが好きなのよ!?」

　アリシアとは裏腹に、殴られたルアーク本人は声ひとつ上げるでもない。

　眉をひそめ、もう一度手を振り上げたサイードの動きが止まった。

　はっとしたように室外に眼をやった彼を見て、ルアークは肩をすくめてこう言った。

「時間切れだね。警備兵が集まって来たみたい」

　ルアークの言葉を証明するように、屋敷内に配置されていた警備兵が、床を荒く蹴りつけながら駆けてくる音が聞こえてきた。

「このままだと逃げられなくなるかもね。どうする？」

　ルアークの問いに、サイードは一つ息を吐いてこう言った。

「──撤退だ」








　第四章　この世に二人ぼっち







　小さな窓の向こうに見える景色が、徐々に鮮やかな色彩を帯びていく。どんよりと空を覆おおっていた灰色の雲が次第に薄くなり、明るい青空が眼にまぶしい。

　初夏という時期にあってなお、黒々としたアズベルグ地方の暗い森を抜け、移動している証あかしだ。

　他にどうすることもできず、アリシアは激しく揺れる小さな馬車の中で移り変わる外の風景を眺めていた。

「ごめんね、アリシア。馬車に乗りづめでお尻が痛くない？」

　隣にかけたルアークの言葉に、アリシアは首を振る。

「いいえ、大丈夫よ」

　時代遅れのごてごてとした意い匠しようのせいで、アリシアのドレスのドレープは非常にたっぷりとしている。それを尻の下に重ねて突っ込む、という行儀の悪いことをしているので、硬い椅子の上で長時間揺られていてもそれほどつらくはない。

　でも今問題なのは、そんなことではない。

　ライセンの屋敷から無理やり連れ出されてからどれぐらい経たつだろう。途中うとうとしてしまったので定かではないが、丸一日は優に過ぎているはずだ。

　狭い馬車の中では拘こう束そくしても無意味だと思われたのか、縄を打たれたりはしていない。人ひと気けのない道を選んで走っているせいか、猿さる轡ぐつわなどで口をふさがれることもない。

　だが常にアリシアの側そばにはルアークが張りつき、一応逃げようとしてみた彼女はそのたびにごくあっさりと捕まえられた。

　元来、状況の変化に逆らわない主義のアリシアだ。すでに馬車からの逃亡をほぼ諦あきらめてはいる。だが、できることはやってみる主義でもある。とりあえずルアークに、一番気になっていることを率直に尋ねてみた。

「私たち、どこへ行くの？」

「どこへ行くんだと思う？」

　からかうようでもない、単純なおうむ返しにアリシアは少し考えてから答えた。

「オーデル侯爵様のところ？」

　その名に反応したのは、ルアークの向かいに座りじっと眼を閉じていたサイードだった。

「アリシア様。死にたくなければ、その名を口にしないほうがいい」

　緑の瞳を開き、そう言ったサイードに向かってアリシアは聞いた。

「どうして？」

「……ルアーク。黙らせろ」

　サイードはひと言、弟に命じた。

「アリシア。黙って」

　軽口ひとつ叩くこともなく、兄の指示を繰り返すだけのルアークに、アリシアはますます当惑してしまう。

「ねえ、ルアーク、どうしたの？　変よ。いつものルアークじゃないみたい」

「変って言うなら、俺、カシュヴァーンおにいちゃんを裏切ってアリシアを拉ら致ちしてる最中なんだけど。そこから変だよね」

　言い回しこそいつものルアークだ。だが表情を変えずつぶやく声にはルアークらしさが全くない。

　まるでレネになったみたい、と思いながら、アリシアは懲こりずに露骨な質問をぶつけた。

「ルアークは、そんなにカシュヴァーン様より本当のお兄様のことが好きなの？」

「好きだよ」

　同じ口調で、淡々とルアークは即答した。

「世界中でたったひとりだけの、俺の肉親だから。サイードおにいちゃんに命令されれば、カシュヴァーンおにいちゃんを裏切ってアリシアを拉致もしちゃうよ」

「そうね、私も亡くなったお父様とお母様のことは今でもとっても好きだわ。もしも二人がどうしてもそうしなさいって言えば、カシュヴァーン様を裏切って私を拉致するかもしれないわね……」

　真面目な顔で無理なことを言ってから、しばし考え込んだアリシアは、今度はサイードにこう提案してみた。

「ねえ、サイード。オーデル侯爵様が、どれぐらいのお値段であなたを雇っているか教えてくれない？　私の旦那様も結構お金持ちよ。最近お金持ちの被後見人もできたことだし、お金が必要なら」

「ライセンはすでに死んだ」

　皆まで言わせず、サイードはアリシアの勧誘をさえぎった。

「ルアークに刺されたんだ。あなたも見ていただろう」

「でも、ルアークはとどめを刺さなかったでしょう？」

　拉致される前の光景を思い出しながら、アリシアは素直に尋ね返す。

「ルアークが毒針を使うのは知っているわ。だけどカシュヴァーン様、体が大きいから全身麻痺ぐらいですんでいるかもしれないもの」

「……なんだと？」

　アリシアの発言に慣れていないサイードは、妙な生き物を見るような眼をしている。

「私の夫はとても強い方なのよ。それに私はあの方の妻です。何があっても、カシュヴァーン様を信じているわ」

　カシュヴァーンが毒針を受けたあの一瞬を思い出すと、全身の体温が降下するような気がしてアリシアは小さく震えてしまう。

　同時に失った両親のことを思い出す。さほど厳しくもないはずのフェイトリン地方の冬に体調を崩した彼らは、普段の切り詰めた生活がたたり、見る間に寝台から離れられない体になってしまった。

　早い段階で死期を悟っていたのだろう。無駄だからと高価な薬を拒否し、みっともないからと他家からの借金も拒否した。

「アリシア、それよりオルガンの練習をしなさい。他の家の娘が寒くて指が動かせない、と怠けている今が絶好の機会なのだから」などと言われ、二人を心配していたアリシアはそのたびに両親の部屋から追い立てられてしまったのだ。

　父母は死んだ。分かっている。後見人のヘイスダムに渋い顔をされながらも、どうにか金を工面して葬儀は執とり行った。

　いつしか両親の夢を見て枕を濡らすことも少なくなり、ひとりぼっちの屋敷の生活に慣れていっても。貧しいながらもアリシアにとっては楽しいことばかりだった両親との日々を忘れたわけではない。

　失った日々は二度と戻らない。

　けれどライセンの家に嫁とつぎ、カシュヴァーンの妻になったことで、アリシアの周りには再びにぎやかな、ちょっとにぎやかすぎるぐらいの声が帰ってきた。

「私にとってもカシュヴァーン様は、世界中でたったひとりだけの家族だもの。お亡くなりになられたところを見るまでは、あの方は生きていらっしゃるの」

　いつの間にかルアークも、アリシアの言葉を黙って聞いている。

　そんな弟の顔を見て忌いま々いましげに舌打ちしたサイードは、やにわにルアークの襟えり首くびを摑つかみ上げた。

　軽く眼を見開きはしたものの、ルアークは逆らう様子も見せずされるがままだ。

「ルアーク。お前、なぜライセンにとどめを刺さなかった」

「警備兵が来てたから」

　簡潔な答えにサイードは、その頰ほおを殴ることで応じた。

「ルアーク！」

　レネにやられたルアークの傷は、粗末な包帯が巻かれて一応の手当てはなされている。しかしまだ傷が完全にふさがったわけではなく、カシュヴァーンから受けた尋問の傷跡も残ったままだ。

　ただでさえ揺れる馬車が衝撃でひときわ激しく上下し、よろよろしながらもアリシアは止めようと立ち上がる。

「サイード、やめてってば！」

　手近の壁にすがって立つアリシアを、サイードは冷ややかに見て言った。

「あなたの意味の分からない話を聞いていると、ルアークが考えてしまう」

　サイードの手が振り上がった。

「俺たちに頭はいらない」

　そのまま、ルアークにしたように振り下ろそうとした手を、横合いから伸びた手が摑んで止めた。

「やめておにいちゃん。アリシアに手を上げちゃ、だめ」

　片手で兄を制し、片手でアリシアに座るよう指示しながら、血のにじんだ唇でルアークはつぶやく。

「雇い主様のご意向が、まだ分からないでしょ。下へ手たに手を上げたりしたら、おにいちゃんが怒られちゃうよ」

　瞳を細めてルアークをねめつけたサイードは、自分を止めようと伸ばされたアリシアの手を振り払いながら、

「──ふん、小こ賢ざかしい言い方をする」

　そう言うと、自分も椅子に座り腕組みをした。

「自分で黙っていることができないのなら、強制的に黙らせるしかない」

　とりあえず元の席に戻ったアリシアを睨にらみ、サイードは命じた。

「意味は分かるな。あなただけではない。ルアークも殴られるのが嫌なら、言うことを聞け。黙って座っているんだ」

「……分かりましたわ」

　素直にうなずいたアリシアは、隣で唇の血をぬぐっているルアークをちらりと見た。

「ルアーク……あ」

　早速約束を破ってしまったアリシアの、言おうとしたことを察してルアークは小さく笑う。

「大丈夫だよ。俺は強いから」

　それきり馬車の中は沈黙で満たされた。







　馬車を何度も乗り替えながら、アリシアが思うに大体四日が過ぎた後、月明かりの中、辿り着いたのは非常に意外な場所だった。

「ええと……ここは、バスツールのお屋敷よね」

　あれは今から一年と少し前のこと。叔父のヘイスダムに言われるがまま、礼装の騎士に守られた馬車に乗り、辿り着いた屋敷へと再び馬車は停まった。

　一年前とは違い、アリシアが連れて行かれたのは、枯れた古井戸以外に目立ったもののない寂さびれた裏庭だった。しかし嫌味なぐらい金のかかった建物の作りはここからでもよく分かる。

　地方伯の娘を花嫁として購入できるだけあって、バスツール家の財力はかなりのものだ。古い名家が好むとされる、翼を広げた白い鳥に喩たとえられる左右二翼の屋敷の壮麗さは、似たような作りでもアリシアの生家とは大違いである。

「相変わらずお金持ちっぽいお屋敷だわ。あら、でも、どうしてこちらへ？　こちらにオーデル侯爵様がいらっしゃるの？」

　きょろきょろしながらのアリシアの問いかけに、サイードもルアークもやはり答えない。

　黙っていろと言われ、しゃべっていいと言われないので、馬車での移動中はできるだけアリシアも我慢していた。

　しかしどうしても耐えきれなくなり、こそこそとルアークにこう尋ねた。

「ねえ、ルアーク、あの……サイードは、エリクス様を殺したの？」

　カシュヴァーンを心配するあまり、しばらくの間は非情にもエリクスの存在自体頭から飛んでいた。

　だが暗殺者兄弟が揃って襲撃してきたあの日、サイードはエリクスを襲ったはずだ。

　この屋敷の主あるじであるはずのエリクスは、一体どうなってしまったのだろう。

「……さあね」

　曖あい昧まいな返事をしたルアークをよそに、サイードは屋敷の外に出て行ってしまった。

「ルアーク、サイード行っちゃったわよ？」

「そうだね」

「私たちどうすればいいの？　逃げていい？」

「さあ？」

　適当な回答ばかりのルアークと無意味な問答を繰り返しているうちに、あっさりとサイードは戻ってきた。誰かと会って来たようだ。

「ルアーク。アリシア様の処置が決まった。始末しろ」

　開口一番のひと言に、アリシアはぱっちりと眼を見開く。

　その隣でルアークも、小さく息を吞んだのが分かった。

「……あれ？　そんな話だったっけ？　エリクスさんと結婚してもらうんじゃなかった？」

「まあ、エリクス様、生きていらっしゃるのね？　よかったわ」

　能天気に喜ぶアリシアの顔を忌々しげに見てから、サイードは努めてルアークだけを見据えてしゃべる。

「雇い主の命令だ。生かして手て駒ごまにするよりも、殺してライセンの家に損害を与えろとのことだ」

　素っ気なく言ったサイードの手の中にナイフが出現した。

「待ってよ」

　口にした「始末」を実行しようとしたサイードを、ルアークが止める。

「アリシアが前に言ったとおり、カシュヴァーンおにいちゃんは生きてるかもしれない。俺には劣るけど、あの人強いし、しぶといからね」

「ええ、そうよ。カシュヴァーン様はとっても強くてしぶといのよ」

　嬉うれしそうに相あい槌づちを打つアリシアを無視して、ルアークはさらに言った。

「そうしたらきっとアリシアを連れ戻しに来るよ。その時アリシアが生きてたら、取引ができないかな。あの人、ああ見えて貧乳幼おさな妻づまにめろめろみたいなんだけど」

「必要ない」

　にべもなく答えたサイードが構えを取る。

　それを見たルアークは、ぐいっとアリシアの手を引っ張って彼女を自分の背に回した。

「ルアーク？　あら、ええと、いいの？」

　一応アリシアも、自分が殺されようとしていることは分かってはいる。

　なのでとりあえず聞いてみたのだが、ルアークはアリシアの問いに答えずこんなことを言い始めた。

「オーデル侯爵様ってば、実はカシュヴァーンおにいちゃんに嫌がらせをしたいだけ？　そういやあの人、王女様とめでたく政略結婚したはいいけど、あんまり夫婦仲がうまくいってないとかいう話だったっけ。意外におにいちゃんが幸せそうで嫉しつ妬としてるとか？」

「……雇い主の意向など、俺たちが考える必要はない！」

　声を荒げたサイードが、ナイフを振り上げ斬りかかってきた。

　それを危なげなくいつもの針で受け止めてから、ルアークは彼にこう言った。

「ねえ、アリシアを殺したって別に意味ないよ。サイードおにいちゃんだって、短いつき合いだけど分かったでしょ？　この子は、ほら、なんていうか……果てしなく素直なだけの、ただの女の子なんだよ」

「ただの女ではないから殺す必要がある。地方伯の令嬢だぞ。生かしておけば、しょせんは成り上がりでしかないライセンの家に無用な箔はくをつけてしまう」

　ルアークの肩越しにアリシアを見下ろし、サイードは叫んだ。

「おまけにお前を惑わしているじゃないか。ルアーク、お前は俺の言うことにただ従っていればいいんだ！」

　いら立ちのこもったひと蹴けりが、ルアークを右に弾はじき飛ばす。

　障害物なしにサイードと相対する結果となり、アリシアは眼をぱちぱちさせながらその顔を見上げた。

「ええと……サイードはルアークよりは弱いそうだけど、私じゃ勝てないわよね」

　思わず出たひと言にサイードは顔を歪ゆがめ、構えたナイフを振り下ろそうとしてくる。

「待って、ってば」

　蹴られた脇腹を押さえながら立ち上がったルアークが、またしてもサイードの手を摑んだ。

「アリシア、とりあえず黙ってちょっと離れて。サイードおにいちゃん落ち着いて。ね、もう二度と逆らったりしないから、もう少しだけ考えて。ねえ」

「……うるさいッ！」

　心に生じた迷いを振り払うように、サイードは激しく怒鳴ってルアークを突き飛ばす。

「死神などと呼ばれるうちに、死神姫に情が移ったか。まずはお前の性しよう根ねを叩き直す必要がありそうだな！」

　怒鳴るサイードの前から、アリシアは枯れ井戸がある方向へとりあえず逃げようとしてみた。

　だが数歩も行かぬうちにサイードに追いつかれ、思いきり髪を摑まれてしまう。

「痛……っ！」

「アリシア！」

　叫んだルアークがやって来る。背後のサイードがナイフを振り下ろす。

　髪を引っ張られる痛みから解放された、と思った次の瞬間、アリシアが感じたのは抱き締められた感触と浮遊感。

「きゃああああーっ……！」

　横からさらうようにして自分を抱き上げたルアークと共に、アリシアは枯れ井戸の底へと落ちていった。







　墜落の衝撃はすぐにやってきた。

「きゃあ！　あ、いたたたた……」

　ルアークに伸のしかかるような格好で枯れた井戸の底に落ちたアリシアは、これだけはと必死に押さえていた眼め鏡がねのずれを直しながらあたりを見回す。

「いたた……あら、まあ、結構立派な井戸……井戸を掘るにも維持するにも相当お金がかかるはずだけど、やっぱりお金持ちは違うわねえ……」

　打ち捨てられて長いのだろう。井戸の底には乾いた砂が降り積もっていて、水気は全くなかった。

　しばらくの間は舞い上がった砂が降り注ぐ月光にきらきらと光っていたが、それが収まれば案外視界は悪くない。

「そういえば井戸って、よく殺されて落とされる人がお話に出てくるけど……」

　瞳ひとみを輝かせているアリシアの下敷きになっていたルアークは、いつもどおりの無邪気な様子に淡い笑みを浮かべながら声をかけた。

「ごめんアリシア。アリシアは重くはないんだけど、とりあえず一回どいてくれる？」

「あら、ごめんなさい」

　謝って横に体をずらしたアリシアは、ルアークが上を向いたのに気づいた。

　井戸の形に丸くくり抜かれた夜空に、サイードが顔を突き出している。

　二人の生存を確認したのだろう。少し苦い表情をしてから、サイードはすぐに頭を引っ込めた。

「サイード、行っちゃったわね」

　正面に顔を戻したアリシアは、まだ上を向いているルアークにそう言った。

「困ったわね、ルアーク。何か足がかりになるようなものはないかしら」

　壁を補強した石材に手をかけてみながら、さっさと脱出を図るアリシアに対しルアークは無言である。

「ルアーク？　そういえばルアーク、私を庇かばってくれたのよね。大丈夫？」

　あの高さからの落下の割にあまり痛みがないのは、ルアークがしっかりと抱き締めて衝撃を殺してくれたおかげだろう。

　今さらのアリシアの言葉に、ルアークはにこっと笑って答えた。

「足をやられたみたい」

「え？」

「さっきからさ、立とうとしてるんだけど、痛くてうまくいかないんだ」

　砂地に上半身だけを起こしたルアークは、立ち上がる様子を見せない。

　表情には特に変わったところはないが、言われてみれば左足が妙な風に曲がっているような。

「大変！　ルアーク、ごめんなさい、私が重かったからね！」

「あはは、アリシアが重いんだったら、大抵の人はもっと瘦やせ細らないといけないねえ」

　人ごとのようにつぶやくルアークの足下に、アリシアは心配そうに屈かがみ込んだ。

「ごめんなさいね、すぐに手当てを。ええと……折れているの？　中途半端に折れているのなら、いっそ完全に折れているほうが治りが早いらしいんだけど……」

　危険な発言を始めたアリシアを、ルアークはじっと見つめている。

　具合を見ようと伸ばされた彼女の手を、ルアークはぱしりと音を立てて振り払った。

「ルアーク？」

　きょとんとしているアリシアを眺ながめ、ルアークはひとりだけくすくすと笑い始めた。

「ここで俺が足を痛めるとはねぇ。ある意味辻つじ褄つまが合ったってことなのかな」

　意味の分からないひとりごとを終えたその眼が、不意に冷たい光を帯びた。

「カシュヴァーンおにいちゃんとアリシアがくれた守り石、俺はもう持ってないよ」

　髪に絡からんだ砂粒をうっとうしそうに払いのけながら、ルアークは唐突な話を始めた。

「眼につくところに置いていっただろ。それともカシュヴァーンおにいちゃんが、アリシアに気を遣って黙ってるのかな」

「ああ、あの守り石のこと？　いいえ、見たわよ」

　言ってアリシアは、以前ルアークに守り石を渡した時のようにごそごそやり始めた。

「はい、これ」

　ごく普通にアリシアが差し出した物を見て、ルアークが黙り込む。

「……何これ？」

「何って、ルアークの忘れ物よ」

　小さな手の平の上できらきらと光る二つの石。

　カシュヴァーンが贈った正統派の守り石と、アリシアが贈ったただの銀の塊かたまりが、降り注ぐ月光に輝いている。














「……俺、今ちゃんと置いていったって言ったよね」

「言ったわね」

　あっさり肯定してから、アリシアは改めて尋ねた。

「だから、置いて忘れていったんじゃないの？」

　ルアークが答えないので、アリシアは続けて言った。

「だめよ、忘れていったりしちゃ。身に着けられる大きさのものは身に着けておかないと、せっかくの守り石もルアークを守ってくれないわ。足を折ってからじゃ遅いかもしれないけど、今から先はきっと守ってくれると思うの」

　勝手にルアークの足を折ったアリシアの顔と、その手の上の二つの石をルアークは交互に見比べた。

　不意に緑の瞳の底に、カシュヴァーンがたまに見せるような暗い光が浮かぶ。

「──ああ、俺、今きっとすごく機嫌が悪いんだな」

「え？」

「アリシアのそういう言動が、癇かんに障さわって仕方がないってことはさ」

　急な発言に面食らったような顔をしているアリシアを、ルアークは意地の悪い表情でしばし眺めた。

　そしてふと表情を和らげ、代わりに大人びた笑みを浮かべてこう聞いてきた。

「ねえアリシア。俺のこと好き？」

　思わぬ問いに、アリシアは瞳をぱちぱちさせた。

「この間、カシュヴァーン様にもそんなことを聞かれたわね。二人とも、どうして私にそんなことを聞くの？」

「いいから答えて。ねえ、好き？」

　重ねられた質問に、アリシアはやっぱりあっさりうなずく。

「好きよ」

「俺がひとり目の旦だん那なに続き、二人目の旦那も殺した死神でも？」

　言われて少々考え込んだアリシアは、もう一度うなずいた。

「ええ、だってカシュヴァーン様が亡くなられたかどうかはまだ分からないし……それに私、もしもカシュヴァーン様が本当に亡くなられていても、ルアークのことを嫌いにはならないと思うわ」

　最初の夫であるブライアンと違って、カシュヴァーンとはすでに数ヶ月夫婦として過ごした。

　けれど、それでも、ルアークを憎む気持ちはいまだアリシアの中にはなかった。

「だってルアークは、オーデル侯爵様とかサイードに命令されてやっただけでしょう？　ルアークはカシュヴァーン様のこと、好きよね？」

　確認されてルアークは、まるでその言葉を聞いていなかったかのように微ほほ笑えむ。

「そう、アリシアは俺のこと好きなんだ。俺も好きだよ。嬉しいな」

　にこにこしながら言ったルアークの顔から、次の瞬間微笑みが抜け落ちた。

「だけどごめんね。俺、俺のことを好きな人のこと、あんまり好きじゃないんだ」

　謎かけのようなことを言ってから、ルアークは夜空を見上げる。

「俺の足、こういう状態だし。アリシアひとりでこの井戸を抜け出すことはできないよねえ」

　地味豊かなオーデル地方は、水源にも恵まれた地域だ。さほどの深さを掘るまでもなく水が出たようではあるが、あくまで井戸の深さとしての話。

　見上げた位置にある井戸の口は、簡単に這はい上がれるような高さではない。

「ねっアリシア、しょうがないからここで二人で暮らそうか！」

　ルアークがいきなり明るい声を出した。

「俺たちはこの井戸の底から出られない。そしてここにはお互いしかいないんだよ。だったらカシュヴァーンおにいちゃんのことは忘れて、ここで俺と一緒に生きようよ」

　両手を広げ、月明かりに輝く銀の髪を振り振り、何かに憑つかれたようにルアークはしゃべっている。

「ええと……」

「──嫌？」

　珍しく、自分が返答に困る立場になったアリシアに、ルアークの声が低くなった。

「じゃあ、俺と一緒に死んでほしいな」

　つぶやきと同時に、ルアークの手に銀の針が出現する。

　その上彼がゆっくりと立ち上がったので、アリシアはびっくりしてしまった。

「ルアーク、だめよ！　足が折れてるんでしょう？　動いてはだめ！」

「さっきは好きだって言ってくれたのに。嫌なの？」

　やはり痛むのか、動作は緩かん慢まんながら、ルアークはアリシアの制止を無視してじりじりと距離を詰めてくる。

「嫌って言うか……ええと、私のことは殺す気かもしれないけど、サイードはルアークを助けてくれるんじゃないかしら」

　井戸の底を覗のぞいてすぐに姿を消したサイードについての言葉に、ルアークは薄く笑って首を振った。

「サイードおにいちゃんは、アリシアのことはもちろん俺のことも助けてくれないよ。だって俺、サイードおにいちゃんに嫌われてるから」

　それを聞いてアリシアは、また少し考えてから質問する。

「ルアークは、サイードのことが好きなの？」

「うん」

「嫌われていても、好きなの？」

「うん」

「嫌われているのに、好きなの？　サイードは、ルアークにお金とかをくれているの？」

「違うよ。ただ、好きなんだよ。だって俺には、おにいちゃんしかいないから」

　以前も聞いたようなことを繰り返し、ルアークはまだ座ったままのアリシアの頭上に針を振り上げる。

「だけど今は、俺にはアリシアしかいないし、アリシアには俺しかいない。だから俺と一緒に生きて。嫌なら死んで」

　無表情に二択を迫るルアークの髪と構えた針が、月明かりにきらきらと輝いている。

　同じ色の石を手の平に乗せたまま、アリシアはこう言った。

「どうしても出られないのなら、私はここでルアークとだけ一緒に生きて、一緒に死んでもいいわ」

　実際他に選択肢はない。ルアークが万全の状態であったとしても、外部からの手助けなしでここから脱出することは不可能だろう。

「だけどとりあえず、努力してみましょう。ねえルアーク、その針をちょっと貸してくれないかしら」

「……もしかして、これで俺を殺そうとしてるの？」

　表情をかすかに動かしはしたものの、用心深い声を出したルアークにアリシアは首を振った。

「いいえ。ええとね、本で読んだことがあるのよ。こういう先のとがったものを手に持って、こう、片方ずつ壁に打ち込んで手がかりにしながら登っていくの」

　こうよ、と、身ぶり手ぶりで解説するアリシアを、ルアークはなんとも言えない顔で見つめている。

「ルアークとここで一緒に暮らすのは、楽しそうだと思うわ。古井戸の底なんてわくわくするわよね！」

　殺されかけた結果とはいえ、この状況は個人的には大歓迎だ。ちょっとはしゃいだ声を上げてから、アリシアは真面目な口く調ちように戻った。

「だけど、カシュヴァーン様やノーラや他のみんなとか……そうよ、それにサイードにも、ここから出ないともう二度と会えないのよ。ねえ、ルアークは、私以外のみんなのことも好きよね？　嫌われていても」

「……うん」

　ひどく素直にうなずいたルアークの全身から、力が抜けていく。

　いつもどこか冷めていて、大人びた雰囲気をただよわせた少年の姿は、年よりずっと幼い子供のように無防備で頼りなげに見えた。

「……うん。好きなんだ、俺。嫌われても、好きなんだ。一緒にいたいんだ」

　両手をだらりと下げ、深くうつむいたルアークの表情は、下から見上げるアリシアにもよく分からない。

「好きで、一緒にいたくて、俺なりに一生懸命努力はしたんだ。でも……だめだったんだよ。できても、できなくてもだめで、だから俺、もうへらへらしてるしかなかったんだ」

　寂しそうにつぶやいたルアークは、顔を上げて夜空を見上げた。

「やってみようか、今アリシアが言ったこと」

　ひとつ息を吐き、口にした言葉にもその表情にも、アリシアのよく知るルアークらしさが戻っている。

「そうね、なんでもやってみないとね！　なんなら私を踏み台にしてみる？　少しは高さが稼げるかも」

　なんだか嬉しくなったアリシアが、四つん這いの姿勢を取ろうとしたのを見てルアークは笑った。いつものように明るく、心から楽しそうに。

「あはは、カシュヴァーンおにいちゃんより先に、俺が四つん這いになったアリシアの上に乗るの？　殺されちゃうよ俺。ま、さっきは乗ってもらったけど」

　言いながらルアークは、両手の武器を確かめるように握り締めた。

「大丈夫。正直足が折れてなくても結構厳しいとは思うけど、でも、やってみるよ……あれ？」

　不意に頭上から差し込む月明かりが陰ったことに気づき、アリシアも眼を上げた。

「──おにいちゃん」

　丸く区切られた夜空に、再びサイードが顔を出していた。







　地上に出たアリシアを、月明かりが照らし出す。

　井戸の中では味わえなかったさわやかな夜風を浴びると、逆に今までいかにかび臭くほこりっぽい空気の中にいたかが分かった。

「たまに井戸に落ちるから、楽しいのよねえ」

　亜あ麻ま色いろの髪をなびかせながら、きれいな空気を吸い込んでいるアリシアの後ろで、物音がした。

　先ほどアリシアがされたように、サイードに抱えられて枯れ井戸から出てきたルアークだ。

「ありがとうサイード。ルアーク、大丈夫？」

　ごく普通に声をかけてきたアリシアに対し、暗殺者兄弟は無言である。

「なんで？　サイードおにいちゃん」

　痛めた足を庇ってか、井戸の縁ふちに腰かけたルアークの問いにサイードは答えない。

「なんで俺たちを助けてくれたの？　特に俺のことはさ……」

　二度と戻らないとばかり思っていたサイードは、井戸の上から丈夫な綱を投げてくれた。

　しかしルアークは足を痛め、アリシアにはひとりで綱を握り地上に戻るような能力はない。

　アリシアがそれを告げると、サイードは少し逡しゆん巡じゆんしながらも、自ら井戸の底に下りてきて二人を順番に抱え上げてくれたのだ。

「なんでって、それはサイードにとっても、ルアークは世界にたったひとりの弟で、家族だからよね？」

　勝手にアリシアが答えたのを聞いて、サイードが視線を泳がせる。

　気づけばすっかりアリシアの調子に巻き込まれているらしいサイードに、今度はルアークがこう言った。

「サイードおにいちゃんはいいんだよ、俺を殴ったり殺したりしても。だっておにいちゃんには、俺を殴ったり殺したりする権利があるんだから」

　さらにサイードの眼が泳ぎ出す。

　それを曖昧な微笑を浮かべて見つめるルアークも、彼のことを見ているようで、見ていない。

「俺、足が痛くて動けない。あの時のサイードおにいちゃんと同じだよ。ねえ、だから、今おにいちゃんが俺を殺せば、きれいに話がまとまるんじゃないかな」

「俺は……」

　言いかけたサイードが、はっとしたように屋敷のほうを見た。

　屋敷の前庭と違い、ろくに手入れもなされていない裏庭の薄暗がりにひっそりと佇たたずんでいたのは、エリクス・バスツールだった。







「エリクス様！　生きていらしたのね！」

　エリクスはいつもの気弱な表情で、いつものように顔色は悪いながらもちゃんとそこに立っていた。

　借り物の服から着替えたようで、あまり似合わない貴族服に身を包んだエリクスは、ひときわ瘦せて頼りなく見えた。

　でも、間違いなく彼は生きていた。なぜここにいるのかは分からないが、生きていた。

「よかったわ、てっきりサイードに殺されてしまったんじゃないかと思っていましたの」

　嬉しくて、ぱっと顔を明るくしたアリシアに淡く微笑んだエリクスは、三人に近づいてきた。

「話は聞いたよ、サイード。オーデル侯爵は、アリシアを殺せと命じたって？」

「……バスツール伯爵、その方の名は」

　サイードが咎とがめるような顔をするが、エリクスは鷹おう揚ように笑うだけだ。

「ひどいね、あの人は。最初からそのつもりだったのか、後で気が変わったのか知らないけど、相変わらずひどいことを言う」

　無表情でささやくように言った後、エリクスの唇に笑みが戻った。

「だけどどうせ殺す気なら、その前に僕に付き合ってもらってもいいよね。アリシア、おいで」

　片手を差し出したエリクスを見やるサイードの眼が鋭くなった。

「サイード、そんなに怖い顔をしないで。どうしたのさ？　君らしくもない。さあアリシア、おいで」

　穏やかな声で、エリクスはもう一度アリシアを呼んだ。

　一方アリシアは、動かないサイードに今さらながら不思議そうにする。

「あらサイード、あなたもうエリクス様を殺さなくていいの？」

　それを聞いてエリクスは、なぜかルアークを見て目元だけで微笑んだ。

「相変わらずだなあ、アリシアも、それにルアークも。その調子だと、本当になんにも話してないんだね。さすが超一流の暗殺者を自認するだけのことはあるなあ」

　なんのことかよく分からず、戸惑うアリシアにエリクスは眼を戻す。

「まあいいや。その話は食事の席でしてあげる」

「食事？」

　言われてアリシアは、思わずおなかに手をやった。

　確かに時刻はすでに夕食にも遅い時間。ずっと人目を避けての馬車移動だったので、まともな食事もしばらく摂っていない。

「……あら、嫌だ」

　意識したことで胃が反応したようだ。くう、と小さくおなかが鳴ったのを聞き、アリシアはちょっと恥ずかしそうにした。

　素直なしぐさにエリクスも、黒い瞳を細めて笑った。

「そろそろおなかが空すいたみたいだね。一緒に夕食を食べよう。用意はできているから」

「ルアークとサイードは？」

「だめ。僕はアリシアと二人きりで食事をしたいんだ。以前に誘ってくれたよね？　さあ」

　口調は穏やか、見た目にも力強さとは無縁のエリクスがいきなりアリシアの手首を摑んだ力は強く、優しいその声には有無を言わせない響きがあった。

「分かりましたわ。あ、そうそうルアーク、これ！」

　握り締めていた二つの守り石を、エリクスに引っ張られながらアリシアはルアークに渡した。

「ちゃんと持っていてね。二人とも、もうけんかをしてはだめよ！」

　後ろを振り向きながらそう言うアリシアの手を引き、エリクスは屋敷の中へと入っていった。







　使用人用の質素な部屋が並ぶ区域を抜けると、バスツールの屋敷の中は面白いぐらいに豪勢な作りになっていた。

「あらきれい。これは高いわ」

　二階へ上がる幅広の階段の、優美な曲線を描く手すりに感心しているアリシアを引っ張って、エリクスはどんどん進んでいく。使用人の姿が全く見えないのが妙ではあるが、時間帯が時間帯なのでアリシアはそれほど気にしなかった。

「ここだよ」

　エリクスがアリシアを連れ込んだのは、数十人は座れそうな長卓を中央に置いた会食の間。

　ただし主あるじの席と、すぐ側の客人用の一席以外には、食事が並べられている様子はない。給仕をする使用人もいない。フルコースの料理が全て最初から卓上に用意されているのも変だった。

「あら、こうやってお食事をすれば、給仕用の使用人を雇わずにすみますわね。温かいものは食べられないかもしれませんけど」

　通常順番に出されるはずの料理を全部先に配置しているものだから、スープなども完全に冷めてしまっているようだ。

　でもあれを冷製スープにすれば、と献立に思いを馳はせたアリシアに、エリクスは客用の席の椅子を引いた。

「さあどうぞ。ごめんね、おかしな食事だと思っているだろう？」

「いえ、とっても面白いですわ」

「ありがとう。アリシアは本当にいい子だね」

　アリシアが席に着いたのを確認し、エリクスも上座の自分の席に座った。

「さあどうぞ。口に合うといいんだけど」

「大丈夫ですわ、火さえ通っていれば私なんでも食べられますの。まあ火が通っていなくても大体……あら、おいしい」

　一応順番どおりに前菜の、数種類の茸きのこの炒め物を口にしたアリシアの声を聞いて、エリクスは嬉しそうな顔をする。

「本当？　嬉しいな。実はその料理、全部僕が作ったんだよ」

「まあ、エリクス様が？　凄すごいですわ。そういえば、よく台所で食事をしていらしたっておっしゃっていましたわね」

　あっという間に前菜をたいらげたアリシアの賞賛を浴び、エリクスは照れくさそうに笑った。

「うん。僕さ、子供のころ料理人になりたかったんだ。そうしたら一生、食べる物に不自由しないと思って。……馬鹿だよね」

　ぽつりとつぶやいてからエリクスは、自分の料理に向き直った。

「じゃあ、僕も食事をさせてもらうよ」

　すでに魚料理に手をつけ始めているアリシアの幸せそうな顔とは対照的に、その顔は緊張を帯びている。

「──ごめんね。たぶんちょっと、嫌な気持ちになると思うけど、気にしないで。アリシアはいつものように、豪快に食べてくれると嬉しいな」

　妙な断りに皿から顔を上げたアリシアは、エリクスが前菜の茸の炒め物を口に入れるのを見た。

「……ぅ、ぐ……っ、う」

「エリクス様？」

　茸料理を口に入れた途端、エリクスの様子が眼に見えておかしくなった。

　口に入れた物を、彼は必死に嚙んでいる。青ざめて、口元を押さえ、今にも吐き気をもよおしそうなのを堪こらえているとしか思えない形ぎよう相そうで。

「エリクス様、どうなさったの。しっかりなさって！」

　びっくりしたアリシアが声をかけると、冷や汗をかきながらエリクスはこう言った。

「う……っ、だ、大丈夫、気にしないで」

「ええと、無理ですごめんなさい、ものすごく気になりますわ。エリクス様、一体どうなさったの？　ご自分の分だけ火を通し忘れたとか？」

　その言葉に、エリクスは手元に置いていた水差しに口をつけ、たったひと切れの茸をごくりと飲み込む。

　深く息を吐いて呼吸を整えた後、心配そうなアリシアを見る彼の口元にはよくする曖昧な笑みが浮かんでいた。

「ブライアンのせいだよ」

「え？」

「僕はね、子供のころからずっと、ブライアンとその仲間たちにいじめられてきたんだ」

　先の夫の名に驚くアリシアに、エリクスは微笑みながら昔話を始めた。

「僕が使用人の子供だっていうのは知ってるよね？　先のバスツール伯爵が、貧しい下働きの女に気まぐれで手をつけて生まれた、それが僕。ちなみに母親は正妻に追い出されて、以来どうなったのか誰も知らない」

「……そういうお話は、よく物語でも読みますわ。ですけど……エリクス様のお母様、お気の毒に」

　主あるじに手をつけられて身ごもった。恋愛物語ではその後しばしば正妻の座にまで登り詰めるヒロインが登場するが、実際はそうはいかない。

　性的にだらしない女、という噂を立てられ理不尽に職を奪われた女性の行き着く先は、たいていが場末の娼しよう婦ふだ。

「そうだね。でもかわいそうなのは残された僕もだよ。僕が伯爵の子で、つまりはブライアンの兄弟ってことは周知の事実だったけど、扱いは下男以下。いつも汚い格好をさせられて、台所の隅で寝泊りさせられてね。僕自身の口には日に一度食べる物が入るかどうか、ってとこだったのに、他人みたいな顔をした家族のために、豪華な料理をせっせと作っていたんだ」

　その時の成果が、食卓の上の料理ということだろう。

「僕はいつもおなかを空かせていて、おなかいっぱい食べることだけが夢だった。時々我慢できずにこっそり食べ物を失敬したりね。すぐにばれて、散々殴られて、丸一日食事を抜かれたりすることがほとんどだったけど」

　そんなある日、ブライアンが声をかけてくれたのだとエリクスは言った。

「いきなり部屋に呼ばれてさ。そう、ちょうどこんな風に、卓の上には食べ物がいっぱい！　びっくりしている僕にあいつは言ったんだ。これを全部、食べていいって。嬉しかったなあ」

　過去の幸せの残ざん滓しのようなはかない微笑みが、エリクスの口元に浮かんでいる。

　食べる手を止め、じっと話を聞いているアリシアにふと眼をやって、エリクスは言った。

「アリシア、食べないの？　だいぶ冷めてしまってはいるけど、おいしいと思うから食べてよ。それとも僕の料理は食べたくない？」

「いえ……ええと、いただきますわ」

　今度は肉料理を食べ始めたアリシアの手元を見ながら、エリクスはまた口を開いた。

「最初はね、ブライアンに感謝したよ。夢中で食べた。どれもこれもものすごくおいしかった。お前のために一流の料理人をわざわざ呼んでやったんだって、ブライアンもその取りまきも、にやにやしながら言っていたよ」

　だがそれも、満腹になるまでのことだ。

「食べて、食べて、でもとてもひとりで食べきれるような量じゃないんだ。ずっとろくに食べてなかったせいで、胃が小さくなっていたってこともあるしね。もういいです、ごちそうさまでしたって僕は言っているのに、ブライアンは好意を無にする気か、全部食べろって」

　切り分けた鳥肉の最後のひと切れを飲み込んだアリシアを見て、エリクスは笑う。

「本当によく食べるなあ、アリシアは。それに引き換えあの時の僕ときたら、せっかくおなかいっぱい詰め込んだ食べ物をとうとう全部吐いてしまって……それでもブライアンたちは、許してくれなかった」

　押さえつけられ、吐き戻した食べ物を再度口に突っ込まれ、残っていた他の食べ物も無理やり口の中に押し込まれた。

　息ができなくなり、ぴくぴくと痙けい攣れんしているエリクスを見て、ブライアンたちは腹を抱えて笑っていた。

「エリクス様……」

「しゃべらなくていいよ、アリシア。それよりもうデザート？　本当によく食べるね。よかったら、僕の分も食べる？」

「ええ、それはいただきますけど」

　あっさり答えたアリシアにちょっと驚いたような顔をしながらも、エリクスはカシュヴァーンがするように皿の料理を取り分け始めた。

「あれ以来、僕はまともに食事ができない。食べようとすると、苦しかったあの時のことを思い出して吐きそうになってしまうんだ。でも、食べないわけにもいかないからね。げほげほ言いながら食事をしている様をよくからかわれて、笑い者にされた。道化を呼ぶより、何倍も面白いって、ブライアンもその時ばかりは手放しで褒めてくれたよ」

　だからエリクスはライセンの屋敷でも、ひとりで食事をしていたのだろう。

「カシュヴァーン様はそのことを知っていて、エリクス様におひとりで食事ができるようにしてあげていたのね……」

　今までのことを思い出しつつ、デザートのリーゴの実の煮に凝こごりをぺろりと食べつつのアリシアの述じゆつ懐かいに、エリクスはそうだね、と優しく笑う。

「同じ話を最初にライセンの屋敷に行った時にカシュヴァーンにもしたんだよ。別になんにも言わなかったけど、僕が部屋にこもって食事をしても、やっぱりなんにも言わなかった」

　料理人のダンの嘆きが耳の奥に蘇よみがえる。

　エリクスがひとりで食事をしたがり、極端に食が細い理由をカシュヴァーンは己おのれの胸のうちに収め、誰かにそのことを漏らしたりしなかったのだ。

「カシュヴァーンは本当にいい奴だね。ルアークも」

「ルアーク？」

「そうだよ。だって僕の頼みを聞いて、ブライアンを殺してくれたんだから。しかもそのことを誰にも、君にもカシュヴァーンにも言っていないみたいだね」

　再びアリシアの手は止まってしまった。

「アリシア、ほら、食べて」

「ええと、いただきますけど……」

　とりあえず遠慮はしないアリシアの皿に、どんどん料理を取り分けるエリクスの顔には、仮面のような笑みが貼りついている。

「アリシア。君との結婚が決まり、ブライアンが次代のバスツールの跡継ぎになることが確定した。……僕は死のうと思った。あいつが主あるじとして支配する屋敷でなんか暮らせない。どうせいたぶられていたぶられて、ゆっくりと殺されることになるだろうと思って」

　だけど僕は弱虫でさ、と笑う声が、妙に遠く聞こえる。

　なんだかさっきから頭がくらくらするのだ。

　それでもアリシアはせっせと食べ進める。実際エリクスの作ってくれた料理はとてもおいしいし、残したら彼に悪い。

「屋敷の裏の森で、嫌味たらしく首でも吊ろうかと思ったんだけど、最後の勇気が出なくてね。縄を手にして途方に暮れている僕をたまたま……たぶん別の仕事のついでに見かけたルアークが、声をかけてくれたんだ」

「……まあ……ルアークらしいですわね……」

　軽く額を押さえながらアリシアは相槌を打つ。

　大方いつもの好奇心の虫がうずき、ルアークから積極的に近寄ったのだろう。

　あるいはエリクスに、どこか自分と同じ匂いを感じたのか。

「僕の話を聞いて、ルアークはあっさり、じゃあブライアンを殺そう、って言い出したんだ。もちろん最初は本気にしなかったけど、ルアークの腕はすぐに分かった。それで……僕は、お願いしたんだ。後のことまで面倒見ないよって言われたけど、構わない、とにかくあいつさえいなくなればいいと思って」

「……なに……？　エリクス様、ごめんなさい、よく、聞こえないの……」

　エリクスの声が遠いのは、隠していた過去の話のせいで自然と彼の声がひそめられているばかりではなさそうだ。

　めまいを覚え、一瞬椅子の背に身を預けかけたアリシアは、思い直して頭を振った。

「まさか、結婚式の最中に殺すとは思わなかったけどね。おかげでブライアンは死に、跡継ぎを失ったバスツールの屋敷は大混乱に陥った」

　眼鏡がずり落ちそうになっているアリシアを観察しながら、エリクスは続ける。

「だけど、悪いことはできないものだね。僕がルアークに頼んでブライアンを殺させたことを、オーデル侯爵に知られた」

　オーデル侯爵、という名に反応し、アリシアはなんとか顔を上げた。

「あの人は地方伯至上主義者だから、バスツール家がフェイトリンの令嬢を買い取るって行為自体に、元々いい顔をしていなかったんだ。どうにか邪魔してやろうっていろいろ探ってたみたいでね。領主の権限を盾たてに、強引に跡あと目め争いに介入してきて、無理やり僕を当主に据すえた」

　そう言うとエリクスは、無人の室内を見回す。

「おかげでお飾り当主に反発した使用人たちが、大勢出て行ってしまったんだ。だから今夜の料理は全部僕が自分で作って、自分で運んだんだよ。残った使用人たちもみんな、以前と同じように、僕のことを無視したり馬鹿にしたりするから。オーデル侯爵も、それが分かっていても何もしてくれないしね」

「……以前、カシュヴァーン様に、お聞きしたのと、違う、わ……」

　カシュヴァーンに聞いたバスツール家の跡目問題では、跡目争いのごたごたの結果、ひとりだけ残ったエリクスが当主になったという話だったはず。

「まだ、僕のことを信じてくれているの？　こんなに分かりやすく、僕は最初からオーデル侯爵の手先だったんだよって、教えてあげているのに」

　エリクスの声が再び遠ざかる。

　底なし沼のような抗あらがえない睡魔が、アリシアの意識を浸していく。

「だめ……お食事、残し……寝るなんて……お行儀が……カシュヴァーン様、の、恥……」

　デザートだけが残った皿に手を伸ばそうとしたアリシアは、耐えきれずに椅子の背もたれに身を預けた。

「君は本当にいい子で、いい妻だね、アリシア。結局二人分の料理をほとんど食べちゃったね」

　デザート以外はきれいに空からになった食卓の上を見て、エリクスは素直に感心している様子だ。

「カシュヴァーンも思っていたのと全然違って、すごくいい奴だった。──恵まれていた。僕が欲しかったものを、全部持っていた。なんでもおいしそうによく食べる花嫁も、心と体の強さも、使用人や領民からの忠誠も。オーデル侯爵だって、あいつのことを無視できない」

　エリクスが椅子から立ち上がる音がぼんやりと聞こえる。

「こんな馬鹿げた計画、絶対にどこかで失敗するに違いないから、場合によっては自分でばらしてやろうと思っていたんだけどさ。実際ルアークが僕のことをばらせば、そこで一巻の終わりなんだ。だけどカシュヴァーンもルアークもいい奴でね。僕と違って」

「エリクス……様、私……ごめんなさい……お休み、なさ、い……」

　席を立ち、無表情に見下ろしてくるエリクスに、アリシアはせめてとそんな挨あい拶さつをした。

　少し驚いたような顔になったエリクスの表情が、けぶる視界の向こうでじわじわと歪んでいく。

「……ライセンの屋敷に滞在して、君たちの暮らしぶりを見せてもらううちに、考えが変わってきたんだ。同じ成り上がり当主なのに、なんでカシュヴァーンと僕は、こんなに違うんだろう。……ずるいじゃないか。あんまりにも」

　もう眼を開けていられず、ぐったりとしたアリシアの唇にナプキンらしきものが触れた。

　唇の汚れをていねいにぬぐわれるのが妙に心地いい。

「君は、本当に可か愛わいくて面白いね、アリシア。僕がもしも、最初からバスツール家の当主であれば……アリシアは僕の妻になって、僕を好きだって言ってくれたはずだよね」

　瘦せた頼りないエリクスの腕が、眠りに落ちていくアリシアをゆっくりと抱き上げた。

「ねえ、僕が君を食べてしまったら、カシュヴァーンはどんな顔をするかな……？」








　第五章　おなかいっぱいの噓







　風が素肌を撫なでる感触がする。

「……あら、布団を蹴け飛とばしてしまった……？」

　つぶやいて眼を開けたアリシアに見えたのは、最初はただの暗くら闇やみだった。

　周囲を照らすのは、あるかないかの月明かりだけ。どうやら眼め鏡がねがないせいで、なかなか置かれた状況が見えてこない。

「ここ、どこ……？　私、アリシア……そしてあれは……ええと……つまらない、普通の、見たことのない、天井……」

　ライセンの屋敷のように翼ある怪物の像もない、アリシアの興味をいっさい引かない知らない天井がぼんやり見える。

　不思議に思い顔を右に傾けてみると、見覚えのない豪華な部屋の中で、大きな寝台の上に寝かされているのがなんとなく分かった。

「ああ、起きたんだ」

　エリクスの声が足元からした。

「あら、エリクス様……？　ごめんなさい、私、寝てしまって……」

　言いながら身を起こそうとしたアリシアだが、どうしたことか手にも足にもほとんど力が入らない。

「下へ手たに動こうとしないほうがいいよ。アリシアは思った以上に僕の料理をたくさん食べてくれたから、薬がよく効いてるはず」

　エリクスが振る舞ってくれた料理に、薬が。

「……どうして……？」

「すぐに分かるよ。そうだね、あんまり反応がなくてもつまらないか」

　含み笑いをして言ったエリクスの手が、アリシアのドレスに触れてくる。

　さっきからやけに風を感じると思ったら、服の一部をはだけさせられているのだと気づきアリシアは謝った。

「もしかして私、食べすぎて吐いてしまったとか……？　ごめんなさいね、そんなもったいないことはしたくなかったんですけど……」

「はは、それでドレスが汚れたから、脱がせようとしてるんだと思ってるの？　本気で言ってるのなら、カシュヴァーンも苦労するはずだねえ」

　あまりにものんきな発言に笑うエリクスの手は、アリシアのドレスの上をうろうろとさまよっている。

「ええと、どうやって脱がせればいいのかな、この服。参ったなあ、ただでさえドレスなんか脱がせたことないのに、君の服って妙に時代がかってる分ごてごてして分かりにくい……」

　エリクスもエリクスで、この期ごに及んで間の抜けたことを言っている。女性の扱いに慣れている訳ではないようだ。

「腰のあたりに、留め具があるはずなんですけど……」

　親切に教えてやったアリシアに、一拍置いてエリクスは乾いた声を出した。

「……本当に、僕が何をするつもりなのか分かってないの……？」

「何をするおつもりですの……？」

　質問に質問で返されたエリクスの瞳ひとみが揺らぐ。

　続いて彼はひどく残酷な、底意地の悪い目つきをした。

「……すぐに教えてあげるよ。教えて、もう二度と、カシュヴァーンに顔向けできないようにしてあげる」

　陰いんにこもった冷たい声を出したエリクスの指が、乱暴なしぐさでアリシアのドレスをまさぐる。

「今さら泣いても、やめてあげないからね」

　芝居がかった台せ詞りふに合わせ、エリクスの指先は見つけ出した留め具を外す。

　体型を固定するための窮きゆう屈くつなドレスの前がはだけ、アリシアの腹から胸を覆おおうのは、今や薄手のアンダードレス一枚だけ。

　そこにエリクスは、何かを見たようだった。

「……うわ……」

　呆ほうけたようにつぶやいたエリクスの顔が、くしゃりと歪ゆがむ。

「なんて……」

「エリクス様……？」

　腹部がすうすうするのにくわえ、エリクスが動きを止めたことに気づいたアリシアは彼を呼んでみた。

「なんて……」

　最初アリシアはエリクスが動きを止めたと思った。

　しかしよく見れば、彼は下を向いて肩を震わせている。

「あら、エリクス様が、先に泣いていらっしゃるの……？」

　自分を泣かせるつもりだったはずなのにと、アリシアはそう声をかけた。

　その時、階下から突然激しい物音が聞こえてきた。

　エリクスはびくっと肩を揺らし、顔を上げてあたりを見回した。

　アリシアもまた、そろそろ暗闇に慣れてきた眼を扉があると思おぼしき方向へ向ける。

「何か、すごい音がしましたけど……」

「バスツール伯爵」

「うわっ！」

　今度は頭のほうからサイードの声が聞こえ、エリクスがぎょっとした顔になった。

「あら、サイード……ルアークも一緒……？」

　ルアークで慣れていることもあり、アリシアは全く驚かない。

　後頭部を敷しき布ふにすりつけるようにして器用に寝台の向こうを見上げると、二つの銀色の頭が見えた。

「アリシア、首が痛むからその姿勢やめな」

　静かな声で言ってくれたのは、顔形はよく分からないがルアークだ。

「よかった、サイードと仲直りしたのね……？　足は大丈夫……？」

　姿勢を戻しながらのアリシアの言葉に、ルアークは無言。

　サイードもアリシアの存在自体無視したような顔で、エリクスへと短く報告した。

「バスツール伯爵、屋敷に侵入してきた者がいます。どうやらアリシア様を追ってきたようです」

　ちょうどサイードが言い終わったあたりで、物音に混じりはっきりとした人の声が聞こえてきた。

「アリシア様！」

「……セイグラム、ね……？」

「アリシア様！」

「あら、レネも……？　よかった、無事なんだわ……」

　ルアークに手ひどくやられたはずのレネの声に、アリシアはほっと息を吐く。

　だがもうひとり、ルアークにやられた男の声が聞こえない。

　まさかの思いにアリシアの背筋がすうっと冷えたが、最後のひとりは扉を蹴破る轟ごう音おんとともに現れた。その人は──、

「アリシア！　無事か!?」

　眼鏡をかけていないアリシアには黒い塊かたまりにしか見えないが、自分を呼ぶこの声を聞き間違えるはずがない。

「カシュヴァーン様……！」

　自分で意識したよりも何倍も大きな声で、アリシアは夫の名を呼んだ。







　アリシアにはいまだ黒い塊にしか見えないカシュヴァーンは、一緒に扉を破ったセイグラムとレネを従え素早く室内に走り込んできた。

　悪鬼のような形ぎよう相そうの彼の前に音もなく立ちふさがったのは、まずサイード。

　足を痛めているルアークが、それでも常人よりはよほど速く兄の横に並ぶ。

「ルアーク、サイード……だめよ、カシュヴァーン様やみんなと、けんか、しないで……」

　抜けきらない薬の作用のため、舌っ足らずな妻の声を聞いてカシュヴァーンが寝台に眼をやった。

　そこにはドレスの前をはだけられたアリシアと、その足下に屈かがみ込んでいるエリクスの姿があった。

「──全員眼をつぶって出て行けッ！」

　ひと目で最悪の状況まで思いいたったらしい。カシュヴァーンはあたりの空気をびりびりと震わせるような大声を出した。

　それに応えるルアークの声は、いつもの軽さはなくひどく静かだ。

「大丈夫だよ、カシュヴァーンおにいちゃん。エリクスさんは服を脱がそうとしてるだけ」

　まずは誤解を解いてから、さらにひと言つけくわえた。

「もっとも俺たち兄弟を倒さないと、カシュヴァーンおにいちゃんの眼の前で、ってことになるかも……っ、と」

「──殺す」

　すでに抜いていた剣を、カシュヴァーンはルアークに向かって突きつけた。

　怒りのあまり無表情になったカシュヴァーンが振りかぶり、振り下ろした剣を受け止めたのはサイードのナイフだった。














「……サイードおにいちゃん」

「お前に任せると、とどめを刺さないからな」

　素っ気なく言ったサイードが、ルアークに代わってカシュヴァーンと相対する。

　嚙み合わせた武器越しに睨にらみ合う二人の横からレネがすっと進み出てきた。

「ルアーク、もう一度私と勝負を……してほしかったのですが、今のあなたと戦っても無意味のようですね」

　左腕に生々しい傷跡を残したレネは、すでにルアークの足の状態に気づいているようだ。

　だがルアークは、手にした針を構えて小さく笑った。

「……かもね。でもまあ、雇い主様に従うだけだから、今の俺は。そっちにその気はなくても、オーデル侯爵様とエリクスさんの邪魔をするなら付き合ってもらうよ」

「だめよ……」

　元暗殺者同士の会話を聞きとめ、アリシアが口を開いた。

「レネ、ルアークは怪我してるの……それにルアークは、サイードと、オーデル侯爵様に、言われてやって……るだけなの……殺さないで……」

　この状況でもルアークを庇かばう妻の言葉を聞いて、カシュヴァーンはきつい眼で眼前のサイードを睨んだ。

「……何がサイードおにいちゃんだ。こんな頭の悪いガキを、食い物にしやがって」

　気け圧おされたように半瞬硬直したサイードが手にしたナイフを、カシュヴァーンが摑つかむ。

　力任せに彼の武器をもぎ取った後、その勢いでサイードの腹に重い膝蹴りを叩き込んだ。

「サイードおにいちゃん！」

　声もなく、その場に崩れたサイードを見てルアークが叫んだ。

「ルアーク、こいつをそんなふうに呼ぶな！」

　険けわしい顔をしたカシュヴァーンがルアークを一いつ喝かつする。

　その後ろで用心深く構えを取りながら、セイグラムが眼鏡を押し上げこう言った。

「ルアーク。バルロイ様がお前について調べて下さっていたことを、念のためにもう一度調べ直した。時間はかかったが、間違いはないはずだ」

「いや──そもそも、とっくに分かっているんだろう、お前も」

　苦いものを含んだカシュヴァーンの念押しを聞いて、ルアークの表情がなくなった。

　サイードも蹴られた腹を押さえながら、床を睨むように見据えて動かない。

「……うん。分かってる。この人は、本物のサイードおにいちゃんじゃないって言うんでしょ？」

「えっ？」

　あっさりルアークが言った内容に驚いたのは、アリシアだけだった。




「そりゃそうだよ。だってサイードおにいちゃんは、とっくの昔に俺が殺したんだから」




　次の言葉に驚いたのも、アリシア、エリクス、それにサイードと呼ばれていた青年だけだった。

「え……あら……？」

　ただでさえ薬でぼうっとしている頭がますます混乱してきたため、アリシアは口に出して整理を始めた。

「ええっと……あら、ルアークはサイードを……？　でも、なら、どうして……？」

　すでにこの世にいないはずの男が、兄を名乗って現れた。

　なのになぜ──。

「だまされたかったから、かな」

　淡い笑みを浮かべたルアークの視線が、床を見たまま硬直している「サイード」を見やる。

　エリクスもまた呆けたような表情でいるのを見て、ルアークは肩をすくめた。

「ああ、やっぱり、あんたもエリクスさんもオーデル侯爵様も、そのことは知らなかったんだ。

無理ないよね。〈玩おも具ちやの兵隊〉に関する資料には、サイードおにいちゃんは俺のお荷物として、お情けで生かされていたことしか書いてなかったと思うもん」

　軽い笑い声を上げ、ルアークは今度はセイグラムを見た。

「その点ラグラドールの情報網はさすがだねぇ。〈翼の護まもり〉関連の資料なんて、どうやって探したのさ。っても同じ部隊について、つまんない張り合いをした国王側と教団側が、別々に記録を作ってただけの話なんだけどね」

　笑いながら、ルアークは「サイード」の手に触れる。

　大おお仰ぎように震えるその手を取って、ルアークは彼を立たせてやった。

「サイードおにいちゃんになるならね、寝てる俺の首を絞めて殺そうとするほど卑ひ怯きようで弱虫でないといけないの。かつ、そこまでやっといて、抵抗した俺に殺されるほど間抜けじゃなきゃいけないの」

　何も言わず「サイード」は、自分によく似た面おも差ざしの少年を見下ろしている。

　ルアークもまた「サイード」を見上げ、ふふ、と嬉うれしそうに微ほほ笑えんだ。

「ああ、こうやって見ると、やっぱ似てるね。顔も、それに技わざも。あんたも〈玩具の兵隊〉の生き残りなんでしょ？　俺やレネとは別部隊だろうけど」

　答えない「サイード」の眼が、耐えきれなくなったように逸そらされたのを見て、ルアークはいたわるような声を出した。

「俺のおにいちゃんとしては、あんたはまともすぎたよ。あと致命的に演技が下手。少ない上に間違ってる資料を元にしてるんだからしょうがないけどさ。もっとうまくやってくれたら、なんでも言うこと聞いたのに」

「……最初から、俺を、信じてはいなかったのか」

「一応、すっごく都合のいい奇跡が起こったのかなとは思ったんだよ？　〈翼の祈り〉教団の、お偉い聖職様たちならやりかねないなー、とか。でも決定打は、カシュヴァーンおにいちゃんを仕留めかけた時のことかな」

　ルアークと「サイード」の視線を同時に受けて、カシュヴァーンが苦々しい顔をした。

「俺が、どうしてもとどめを刺せと言わなかったからか」

「半分正解。警備兵が集まって来てるから、どうする？　って言ったら、あんた撤退を受け入れてくれたでしょ？　俺が知ってるおにいちゃんなら、時間切れで諦めるなんてしないね。自分の命がその後どうなろうが、目標はちゃんと殺せって絶対言う」

　透明な笑みを浮かべたルアークの眼は、うつむいた「サイード」の顔をまっすぐ見つめている。

「もちろん俺は超一流の腕を持ってるから、どんな強い相手でも半殺しぐらいにはされるかもしれないけど、なんとか仕事を片づけて無事に帰ってくるよ。で、待ち構えていたサイードおにいちゃんは、遅いとか適当な理由をつけて俺をぼこぼこにするの。ま、おにいちゃんは足をやられてて力入れて殴ることができないから、大して痛くないんだけどさ」

　思い出の中の兄に向けられていたその眼が、ふっと現実に戻ってきた。

「繰り返すけど、あんたに演技の才能はないよ。俺にだまされる才能があっただけだよ」

「……」

「片方ができないことは、もう片方が一生懸命がんばって補ってあげなきゃ。それが二人でいるっていう意味だよね？」

　何がおかしいのか、ルアークはそれは楽しそうに剝むき出しの肩を揺らして笑い始めた。傷とあざだらけの皮膚が、その動きに合わせてかすかに波打つ。

「その点俺ってば、強くて才能ありまくりで、ひとりでなんでもできちゃうからさあ。サイードおにいちゃんも、俺に嫉しつ妬とするはずだよね」

　ひとしきり笑った後、ルアークは眼の前の銀髪の青年をこう呼んだ。

「だから気にしないでよ、誰だか知らないおにいちゃん」

「……俺は……」

「言わないで。聞く気ないから。あんたの気持ちも、サイードおにいちゃんの気持ちも、どうでもいいんだよ。俺が好きなだけなんだよ」

　不意に冷たく突き放したルアークは、口の端を歪めてつぶやいた。

「俺も、自分勝手なんだよ。だから、だめになったんだよ」

　乾いた声を最後に室内に沈黙が満ちる。

　静せい寂じやくを破ったのはカシュヴァーンだった。

「もういいな、ルアーク」

「……うん」

　素直にうなずいたルアークの横を通り過ぎざま、振り返らずにカシュヴァーンは命じた。

「お前の処置は後だ。レネ、セイグラム、ルアークと偽にせ物ものの兄貴を部屋の外へ連れて行け」

　大股に歩いたカシュヴァーンは、あえかな月光に照らされた寝台の側へとひと息に辿り着いた。

「カシュヴァーン様……ルアークを許してあげて……」

「エリクス」

　アリシアの呼びかけに答えず、低くエリクスを呼んだカシュヴァーンの手が上がる。

　容よう赦しやなく振り下ろされた拳こぶしを受けたエリクスが、鈍い音を立てながら寝台に突っ伏した。

「エリクス様……！　カシュヴァーン様、だめ……！」

「アリシア。悪いがこいつの処置に関しては、お前の頼みを聞く気はない」

　とりつく島もなく宣言するカシュヴァーンの顔も声も、これ以上ないほどに冷たかった。

　くぐもった苦痛の声を漏らすエリクスの襟えり首くびを摑み、もう一度殴って寝台から突き落とす。

　それでもまだ、気が済まないようだ。顔を腫はらし、薄い胸板を激しく上下させているエリクスの襟首をもう一度摑んだカシュヴァーンは、今度はその状態で一発頰ほおを張り飛ばした。

「……痛い、な」

「痛いように殴ったんだ、当たり前だ」

　薄い反応にますます凶悪な顔つきになったカシュヴァーンの全身から、強い殺気が立ち上る。

「だめ、カシュヴァーン様、私、お食事をいただいていただけなの……」

　そこにもっと鈍いアリシアの言葉が重なったので、カシュヴァーンはエリクスの襟首を摑んだ指に力を込めた。

　布地が引き絞られ、首が絞まっていく。

　ぐ、と短い息を吐いたエリクスの顔が、赤黒い色を帯び始めた。

「カシュ……きゃっ！」

　慌てたアリシアの側にエリクスが放り出された。

　激しく振動する寝台の上で、咳せき込むエリクスを忌いま々いましげに見ながら、カシュヴァーンは言い放つ。

「最初からおかしいとは思っていたさ。死神姫の縁だか何だか知らんが、お前にはそんなあやふやなものを盾たてに、見知らぬ人間の家に押しかけてこられるほどの強さはない」

　まだ暴力の衝動を抑えきれないのか、カシュヴァーンは自分の左手で右手を摑んだ状態でしゃべっている。

「裏があるだろうとは思っていた。だが、お前からは野心の匂いがしなかった。それどころか、何をどうしようという意思さえ感じなかった」

　よほど怒りが強いようだ。今度は右手で左手の平を叩きながら、カシュヴァーンは続けた。

「いつも周りに遠慮して、流されるばかり。だから俺は……お前を信じきることもできなければ、疑いきることもできなかった」

「そのとおりだよ」

　咳き込むのをやめたエリクスは、衝動をやり過ごそうとするカシュヴァーンの試みを見ながらはかなく笑う。

「どっちでもよかったんだ、僕は。この稚ち拙せつな計画が、うまくいこうがいくまいが。だってどうせ、うまくいってもいかなくても、最後には僕も始末されることは明らかだったし」

　開き直ったともやけくそとも取れるが、語るエリクスの表情はいつものように穏やかで。

「オーデル侯爵にとっても、たぶんどっちだっていいんだと思うよ。あの人にとっては、こんなのはただの君への嫌がらせだ。万にひとつうまくいって、ルアークを君から取り上げることができれば重ちよう畳じよう、ぐらいのものじゃないかな。あの人はラグラドール人が嫌いだから、シルディーン人の使える兵隊がほしいって言っていたし」

　言い訳をするでもないエリクスに眉まゆをひそめたカシュヴァーンは、ちらりと薄暗い室内を振り返る。

　レネとセイグラムは命令を忠実に実行してくれたようだ。誰もいないことを確認してから、カシュヴァーンはこんな質問を始めた。

「俺の妻に、どこまでのことをした」

　それとなくひそめられた声に、当のアリシアはきょとんとして言う。

「どこまで……ええと、フルコースを……大体二人前」

「……フルコースだと……？」

「違うよカシュヴァーン。アリシアは、普通の食事の話をしてるだけ」

　微妙な勘違いを訂正したエリクスを、カシュヴァーンは冷たく睨む。

「とぼけるな。男と女がひとつの寝台の上にいて、何もしないなんてことがあるか」

「まず君たちが何もしてないらしいって、聞いてるけどなあ。……ああ、怒らないで、僕を殴ってもいいけど、アリシアを疑ってはかわいそうだ。僕は本当に、服をはだける以上のことはしてないんだから」

　それを聞いても、カシュヴァーンの眼にある鋭い光は消えない。

「信じてもらえないか。だって、見てみなよ、アリシアのおなか」

「……腹？」

　言われてカシュヴァーンは、それまで努めて見ないようにしていたアリシアをまともに見て絶句した。

　横たわったアリシアのドレスは、前がはだけられアンダードレスが露出している。

　体型矯正の役目も持つ窮屈なドレスから解放され、子供のようにぽこんとふくらんだ腹が、アンダードレスを押し上げていた。おかげで元々ないに等しい胸のふくらみが、全く分からない。

「あら……ちょっと、食べすぎましたかしら……？　だってエリクス様のお料理、おいしいんですもの……」

　今頃自分の格好に気づいたアリシアが、ちょっと恥ずかしそうに言う。

　それを聞いてエリクスは、腫れた頰を押さえながら笑い出した。

「ほら、アリシアのおなかさ、胸よりずうっとふくらんでるんだよ……！　もう、おかしくて、おかしくて」

　笑う瞳の縁が濡れ、あふれ出した涙が敷布に伝い落ちる。

「僕はさ、こんな子に、何をする気だったんだろうって思うと、本当に……おかしくて、おかしくて……」

　笑いながら泣きながら、エリクスは濡れた眼でカシュヴァーンを見上げた。

「君が羨うらやましい」

　ぽつりと吐いたエリクスは、顔をしかめながら身を起こし、寝台に座り直す。

「アリシアと結婚して、彼女と一緒にいられる君が羨ましい。僕やルアークを疑って、調べて、それでも側に置いておける、君の強さが羨ましい。羨ましくて、憎い」

　カシュヴァーンの手がもう一度上がる。

　まるでそれを待っていたように眼を閉じたエリクスの頰を、彼は憎々しげな顔でさらに一発殴った。

「カシュヴァーン様、そんなにぶったら、エリクス様が死んでしまうわ……ただでさえこんなに瘦やせていらっしゃるのに……」

　なんとか身を起こそうとするアリシアに、カシュヴァーンは冷たく吐き捨てた。

「心配ない。死ぬほどは殴っていない。大体こいつは今、殴られるために座り直したんだ」

　自分が殴られでもしたかのように顔を歪めて、カシュヴァーンは否定することのないエリクスを見下ろす。

「俺は弱い者いじめをする奴も嫌いだが、弱い奴はある意味それ以上に嫌いだ」

「……弱い者いじめって言葉はおかしいよ。弱いからいじめられるんだよ」

　唇付近まで腫れが広がっているらしく、エリクスの声はこもってひどく聞き取りにくい。

「だけど弱い奴には、弱い奴なりの生き方ってものがある。君に会って、ブライアンの話をした時の反応で、すぐに分かった。君は人を殴っても、人を見捨てられない男だってね。だからきっと、僕を放り出したりしないだろうって思った。僕のような人間が大嫌いだって自覚していて、なお、ね」

　カシュヴァーンはもう一度拳を握った。

　しかし握られた拳は空くうを切ることはなく、エリクスはそんな彼を見て微笑んだ。

「みんな、君みたいに強くはないんだよ」

「強い」という言葉に、カシュヴァーンの握った拳にさらなる力がこもる。

「みんな、君が怖いんだ。国王陛下も、〈翼の祈り〉教団も、あのオーデル侯爵でさえも」

　いつしか涙も引いたらしく、エリクスの瞳は乾いていた。

「みんな、みんなが、怖いんだよ。下克上の風潮は収まったようでいて、いまだにシルディーンの中に残ってる。少しでも隙すきを見せれば、もっと強い誰かに大事な物を奪われるかもしれないって、みんな怯おびえてるんだ」

　そこまで言ってエリクスは、唇の端を歪めて笑った。

「ブライアンだって、きっと一応バスツールの血を引く僕の存在が怖かったんだろうね。ふふ、なのに自尊心が邪魔して殺すこともできなくて……だから、殺される羽目になったんだ」

「エリクス様……」

　アリシアの呼び声に、カシュヴァーンが最大限の力を込めてエリクスを殴り飛ばした鈍い音が続いた。

　悲鳴も上げられないまま彼が寝台に叩きつけられたその振動で、アリシアまでも床に落ちそうになる。

「本当に強い奴が、〈強〉公爵なんてふざけた称号を欲しがるわけがないだろうが」

　なんとか敷布を摑んで耐えたアリシアの耳に、いら立ちのこもったカシュヴァーンの声が聞こえてきた。

「貴様も、ルアークもだ。自分で死ねないからといって、俺に手を汚させようとするな！」

　怒鳴ったカシュヴァーンの手がエリクスに伸びる。

　あまりの迫力にアリシアまでびくっとしてしまい、制止の声をかけられなかった。

　しかしカシュヴァーンはエリクスを殴りはせず、その胸倉を摑んで扉のほうへと突き飛ばした。

「出て行け。すぐにだ！　さっさと出て行け!!」

　どちらがこの屋敷の主人なのか分からない扱いを受けて、エリクスはゆっくりと振り向いた。

「僕を、殺さないの？」

「本当なら今すぐ殺してやりたいところだがな。誰が貴様の望みなんか叶かなえてやるか！」

　汚いものでも見るように、すぐに顔を背そむけたカシュヴァーンにエリクスはあの曖あい昧まいな笑みを浮かべた。

「君は本当にいい奴だね、カシュヴァーン」

　痛む部分をさすりさすり、エリクスの瘦せた背中が遠ざかっていく。

「ごめんね、アリシア……僕の料理を褒めてくれて、ありがとう。いつも作るのが当然で、褒めてもらったことがなかったから、すごく嬉しかった」

　小さな謝罪の声を最後に、エリクスは扉の向こうに消えていった。







　暗い部屋の中には、アリシアとカシュヴァーンだけが残された。

「何が弱い奴なりの生き方だ。ふざけるな」

　すでにエリクスはいないのに、カシュヴァーンのいら立ちはまだ収まらないようだった。

「俺は認めない。弱いなら強くなればいいんだ。言いなりになって、搾さく取しゆされて、そんな生き方になんの意味がある……！」

「あの……カシュヴァーン様」

　不意に呼ばれて、カシュヴァーンが無言で妻のほうを向く。

　エリクスを相手にしていた時の忌々しげな表情はそこにはない。

　それどころか、カシュヴァーンの顔にはなんの表情もなかった。

「カシュヴァーン様、そういえば、毒は大丈夫……？」

　あれだけエリクスを殴ることができるのだから、ルアークの毒針を受けたにもかかわらずカシュヴァーンが無事であることは分かっている。

　半分は本気で心配で、半分は他に今の夫にかける言葉が見つからず、そう聞くしかなかった。

　だがカシュヴァーンは何も答えない。

　無言のまま、その大きな体がいきなりアリシアに覆おおいかぶさってきたために、寝台がぎしりと軋きしんだ。

「カシュ……、んっ……！」

　前触れなく、唇を唇でふさがれた。

　思わずぎゅうっと眼を閉じたアリシアの、いまだほとんど力の入らない手をカシュヴァーンが押さえつけている。

　口づけは何度かしたことはあったが、こんな風にされるのは初めてだ。

　こんな風に荒々しく、いら立ちをぶつけるようにされるのも。

「ふぁ……、ん、カシュヴァーン様……？」

　呼吸もままならず、少々涙眼になったアリシアを、カシュヴァーンはやっと解放してくれた。

　だがその顔はアリシアのごく近いところに留まっており、鋭い眼が間近からじっと自分を見つめているのが、眼鏡もないのによく分かる。

　黒い瞳の奥にあるほの暗い光を感じ取った瞬間、アリシアは我知らず身をすくませた。

　先日カシュヴァーンの部屋で感じたのと同じ恐怖。

　食べられる。

　そう表現するのが、一番近いだろうか。

「──他の男に、先を越されるぐらいなら」

　ぞくりとするような何かを含んだ声が、吐息と混ざり頰をくすぐる。

　優しく、時にはからかうように、いつも頭を撫でてくれる手が伸びてきた途端、アリシアは反射的に身を硬くした。














「アリシア。俺が怖いか」

　アリシアの反応を敏感に読み取ったカシュヴァーンが、平坦な声で尋ねかけてくる。

「……今、の、カシュヴァーン様は……怖い、です……」

　素直な回答を聞いたカシュヴァーンの眼が瞬間的に鋭くなった。

　もっと身を硬くしたアリシアだったが、何を思ったかカシュヴァーンは急に妻の上から身を起こした。

「カシュヴァーン様……？」

「俺は時々、お前のことが怖い」

　思わぬ台詞に驚いて、アリシアは眼をぱちぱちさせた。

「あら、私は、さすがにカシュヴァーン様を食べようとは思っていませんけど……？」

　意味が分からなかったらしく、カシュヴァーンが変な顔をする。

　が、すぐに小さく笑うと、またしてもアリシアの体に手を伸ばしてきた。

　さっきと同じような口づけを予測して、再びアリシアは身を硬くした。

　しかしカシュヴァーンは乱れたドレスの前を、ぽこんとした腹が苦しくない程度にかき合わせただけだった。

「……俺もエリクスのことを笑えないな。どうかしている。こんな、胸より腹がふくらんだ状態の……言いなりになることしかできない女相手に」

　苦くつぶやいた声に、いつもの強さはない。

「領主の地位をより強固にするために。……強くなるために、俺はお前を買ったんだ。なのに……」

　独白を途中で切ったカシュヴァーンは、忌々しげに舌打ちして頭を振った。

　いら立ちを示すしぐさをした後、彼の指先が、ぬくもりが、離れていく。

　そうと感じた途端、あの「おなかが痛い」感覚がアリシアを襲った。

「……アリシア」

　妻の細い指先が伸び、自分の手を取ったことに気づきカシュヴァーンが狼ろう狽ばいした声を出す。

　だが今度は彼のほうが、アリシアの手を振り払ってしまった。

「……ごめんなさい、カシュヴァーン様。私のこと、嫌いになってしまわれましたの……？」

　思えばバスツールの屋敷に連れてこられる前にも、カシュヴァーンの様子は変だった。

　アズベルグの暴君と呼ばれ、かんしゃく持ちで有名ではあっても、アリシアに対してはいつも基本的に優しかったカシュヴァーンの見せた激しい感情。

　以前薔ば薇らの廃園に踏み込んだ時のように明確に言いつけを破ったわけでもないのに、夫の眼の中には自分に対する怒りがあった。

　井戸の底でルアークに言った言葉を思い出す。

　嫌われていても。

「でも、カシュヴァーン様が私のことを嫌いでも……私はカシュヴァーン様のことが、好き、ですわ……」

　驚いたように瞳を見開くカシュヴァーンの手に、アリシアはもう一度触れてみる。

　今度は振り払われなかったことに安あん堵どして、アリシアは口元をほころばせた。

「死神姫なんて呼ばれて……ひとりぼっちになった私を、買って下さって、側に置いて下さった……お金持ちで、寛容な、優しい理想の旦だん那な様ですもの……」

　誰かを嫌う、ということがアリシアにはあまりない。

　けれど周囲の人間のほうが、アリシアを避けることならよくあった。

「死神姫」と呼ばれ始めたのがそのきっかけではない。それ以前から没落を受け入れられぬ時代遅れ、見栄っ張りフェイトリンの娘と蔑さげすまれ続けてきた。

　貧乏ゆえの精一杯の楽しみである怪奇趣味を理解してくれる人間は周りにおらず、弱った両親を見舞えば「オルガンでも弾きなさい」と部屋に追い立てられてしまう。病気をうつさないように、との配慮も含まれていることが分かっていても、弱った顔と怒った顔しか見られないのはつらかった。

「ごめんなさいね、私、時々、人をいらいらさせてしまうみたいなんです……カシュヴァーン様がお優しいから、何もしなくていいっておっしゃって下さるから……それに甘えて、贅ぜい沢たくになってしまっていたんですわね……側に置いて下さるだけでも、とってもありがたいことなのに……」

　贅沢になってしまってはいけない。貧しい暮らしの中、アリシアが体得した言葉。

　一度充足を知ってしまえば、もう何も持たずにいた日々には戻れないのだから。

「カシュヴァーン様は、私の理想の旦那様ですけど……カシュヴァーン様は、どんな妻が理想なの……？　うまくできるか分かりませんけど、努力しますから、教えて下さらないかしら……ええと、胸が大きいほうがよろしい……？」

「……とりあえず、眼鏡をかけてくれ。何に向かって話しかけているんだ、お前は」

　手まで握っているにもかかわらず、アリシアの視線は少しカシュヴァーンからずれたほうに向けられている。

　あら、と小さな声を出したアリシアに握られた手を、カシュヴァーンが不意に握り返してきた。

「……たぶん、贅沢になってしまっているのは、俺のほうだ」

　言いながらカシュヴァーンは、握った手を引きアリシアを抱き起こす。

　続いてドレスの前を本格的に直そうとしたが、無理に引っ張るとぽこんとふくらんだ腹が苦しいと思ったのだろう。代わりにマントを外し、それをアリシアの肩にかけた。

「俺がお前にとって都合のいい男なら、お前も俺にとって相当都合のいい女だよな。歴史ある名家の血を引き、高価なドレスも宝石もほしがらず、愛人にも寛容で、ほったらかしでも文句も言わず、うまい飯めしを作ってくれて、……好きだと言ってくれて」

　ささやくようにひとりごちながら、カシュヴァーンはマントでアリシアの全身をていねいにくるみ、顔以外は完全に隠された妻を見やる。

「おまけに買われた妻だから、立場が弱く俺に逆らえない。体力はあるようだが腕力はないから、力でどうにかしようと思えば、どうとでもできる」

　口から出る言葉は冷たい。

　けれどアリシアの頰に伸ばされた手は、壊れ物にでも触れるように優しかった。

「人に向かって、頭の悪いガキを食い物にするななどと言えた義理か……ハルバーストの血を引く男は、本当にどうしようもない」

　自じ嘲ちようのこもった悲しげな声。

　それ以上触れることを恐れるように、そろそろと頰を撫でる指先の動き。

「……カシュヴァーン、様……」

　再び、「おなかが痛い」感覚がアリシアを襲った。

　しかもその感覚は、今まで感じたものとは少し違う。甘さや幸福感を伴わない。

「カシュヴァーン様、私……」

　思わずアリシアは、手を伸ばしてカシュヴァーンを抱き締めそうになった。

　しかしマントにすっぽり包まれているので、その動きは厚手の布地に阻はばまれカシュヴァーンには伝わらない。だがアリシアの様子から、カシュヴァーンは何かを感じ取ったようだった。

　そして、感じ取った上で、彼はそれを無視した。

「──理想の妻、か。それならまず、何をおいても、俺の前から勝手にいなくなったりしない妻がいいな」

　いつもの余裕を取り戻した声で、いつものように頭を撫でられ、眼鏡までちゃんとかけてもらった。

「心配したんだぞ」

　されるがままに抱き上げられ、アリシアはカシュヴァーンに抱えられて無人の部屋を後にした。







　バスツールの屋敷の、美しい前庭に出てきたアリシアとカシュヴァーンを見て、セイグラムが頭を下げた。

「強公爵閣下、奥様。この者たちの処置は、いかがなさいますか」

　セイグラムの手には剣がある。レネ、それにカシュヴァーンが連れてきたと思しき兵士たちと共に月明かりの下に佇たたずむ三つの人影を包囲し、彼らの動きを監視していた。

　しかし当の三人の罪人には、逃げ出すそぶりも命乞いをする様子もない。

　ルアーク、「サイード」、それにエリクス。

　前者二人はともかく、最後のひとりは前庭に兵が配置されているのを知っていて、のこのこ出てきた結果こうなったようだ。

「アリシア。この三人をどうしてほしい？」

「ええと……できれば、許してあげてほしいです」

　相変わらずのアリシアの言葉に、まず反応したのはエリクスだった。

「……アリシアは、本当にいい子だね。でも君の旦那様には、もっと違う意見があると思うよ」

　腫れ上がった頰に曖昧な笑みを浮かべ、覚悟を決めた顔をしているエリクスにカシュヴァーンはぴしゃりと釘をさす。

「甘ったれるな。言っただろう。俺はお前の願いを叶えない」

　にべもなく断言した後、カシュヴァーンはちらりとルアークにも視線を走らせた。

「しかしお前とルアークが、俺をアリシアの夫にしてくれた。そのことに、俺は感謝している」

　俺は、というところをカシュヴァーンは強調した。

「オーデル侯爵が今後お前をどうする気かは知らん。だが、バスツール家周辺にオーデル侯爵の手の者の姿は見えない。ルアークが俺を殺し損ねたあたりからのようだ。どうやら計画失敗を悟り、さっさと手を引いたな」

　さすがに引き際を知っていらっしゃる、と皮肉っぽくつぶやき、カシュヴァーンはエリクスにこう命じた。

「後のことは俺は知らん、お前の好きにしろ。だが万一生き残ったとすれば、オーデル地方の足がかりとして、俺のために働いてもらうぞ。別にこちらからオーデル地方に侵攻する気はないが、あっちがその気ならこっちもそれ相応の準備をする必要があるからな」

「そうですわ、売れる恩は売っておくものですわよね！　だって殺してしまうことは、いつでもできますもの！」

　ほっとしたようにアリシアも同調したのを聞き、一瞬の間を置いてエリクスは声を上げて笑い始めた。

「ああ、君たちは本当に似合いの夫婦だね……！　僕にはとても、アリシアの夫は務まりそうにないよ……！」

「あらエリクス様、私もカシュヴァーン様も泣くほど面白いことを申し上げたかしら？」

　瞳の端を光らせているエリクスに、アリシアは不思議そうな顔をしている。

「暴走した間ま男おとこすら、改心させてしまう夫婦の絆きずな……お見事です。参考にさせていただきます。このように役立つ実例を積み重ねれば、バルロイ様も結婚の素晴らしさを理解して下さるでしょう」

　あくまで自分本位なレネのつぶやきはさておき、カシュヴァーンはルアークと「サイード」へと眼を向けた。

「さて次は、お前ら馬鹿兄弟だが」

　兄弟という言葉に、ぴくりとルアークが反応する。

　その頰をいきなりカシュヴァーンが殴ったので、アリシアはびっくりしてしまった。

「カシュヴァーン様、何をなさるの！」

　驚くアリシアにも、カシュヴァーンの反応は冷たい。

「とりあえず一発ぐらいは殴らせてもらっていいだろう。こいつは俺を裏切り、俺を刺し、アリシア、お前をさらったんだぞ」

「ええと、まあ、そうなんですけど」

　そこは否定せず、尻餅をついたルアークにとりあえず駆け寄ろうとしたアリシアだったが、それより先にルアークの側に屈み込んだ者がいる。

　サイードを名乗っていた銀髪の青年だ。

「あ……、いや」

　ルアーク本人に無言で見据えられ、彼は少しうろたえたそぶりで顔を背ける。

　ルアーク自身も立ち上がろうとしない。

　固まった二人を見下ろして、カシュヴァーンはもう一度拳を振り上げ今度は「サイード」を殴った。

「アリシア、こいつは屋敷に侵入する際に警備の兵を何人か殺やってくれたんだ。本来なら斬り捨てられても文句を言えない立場なんだぞ」

　何か言おうとしたアリシアに先んじて、カシュヴァーンは素早くそう言った。

　しんと静まり返った場に、レネの冷静な声が聞こえてきた。

「ルアーク。あなたの腕を見込んでお願いがあります。バルロイ様の隊に入りませんか」

「……へ？」

　これにはさすがのルアークも驚いたようで、緑の瞳を丸くした。

「私がこのたびライセンのお屋敷を訪れた理由は三つあります。ひとつ目は、強公爵夫妻のいちゃいちゃぶりを参考にさせていただくこと。二つ目は、おっぱいメイドがどういうものかを知るということ。そして最後の三つ目が、傭兵団と互角以上の腕前を持つ少年暗殺者の正体を見極めることです」

　すらすらとそう述べたレネは、場の注目を一身に集めていることなど気にした風なく続けた。

「バルロイ様は常に団全体の利益について考えていらっしゃいます。すなわち強力な団員の確保、商売敵がたきの始末、新たな金づるの模索」

「……ついでに金づるを逃さないための工作、も含めておけばどうだ」

　ディネロの一件についての皮肉をカシュヴァーンが飛ばしても、レネは無視だ。彼女の瞳はゆっくりと立ち上がったルアークしか見ていない。

「ルアーク。あのバルロイ様が、ライセン強公爵以外の男性の名をあれほど口にするのを私は初めて聞きました。もちろんただの商売敵なら始末しなければいけません」

　レネの言葉をルアークがさえぎって続ける。

「だけどレネ、あんたがいた。そこでバルロイおじさんは昔の縁を使って、あんたに俺を自分の団に勧誘させようと企んだってわけ？」

　ルアークの言葉にレネは首を振る。

「いいえ。バルロイ様はただ、あなたの資料を私に見せて下さり、知っているかとお聞きになっただけです。同じような境遇だろうと思い、そうお答えはしましたが、勧誘はあくまで私の意志。そのように命令されてきたわけではありません」

　再度バルロイの命令であることを否定し、レネはルアークをまっすぐに見た。

「かつて属していた隊が解体された後、廃棄対象になっていた私は逃げ出しました。各地を渡り歩き、生きるすべを求めましたが、語るべき過去を持たない私はシルディーン国内ではどうしても職にありつけませんでした」

　ただでさえレネの容姿はちょっと変わっている。その上国家の暗部に関わり過去の経歴を抹消されている彼女を、人々は気味悪がり、関わり合いになるのを避けたのだろう。

「行き場をなくしていた私を、バルロイ様が拾って下さいました。本来ラグラドール人ではない人間は、正規に団の一員として迎えられることはありません。ですがあの方は周囲の反対を押しきって、しかも女としてではなくひとりの兵士として、私を受け入れて下さった。傭兵団にはそういう女も付き物ですのに……あのような男性がこの世に存在するとは、私は知りませんでした」

　最後まで淡々とした調子で語ったレネの、最後の言葉に熱いものが覗のぞいた。

「ルアーク。ライセン強公爵が、主あるじに相応しくないとは申しません。バルロイ様と付き合いを持って下さるような、見る眼のある方ですから。ですが私たちは、しょせんは裏の世界に生きる者。成り上がりとはいえ貴族であるこの方のところに、いつまでもいられるかどうかは分からないでしょう」

　実際カシュヴァーンはついさっきルアークを殴り、それきり許すともなんとも言っていない。

　沈黙したまま表情を動かさないカシュヴァーンを、アリシアは不安そうに見上げた。

「カシュヴァーン様。ルアークのこと、やっぱりまだ怒ってらっしゃるの……？　そうね、確かにカシュヴァーン様を刺したのは悪いと思うし、それにせっかくあげた守り石を忘れていくなんておっちょこちょいなところもあるし……」

「……忘れていった？」

　怪け訝げんそうにカシュヴァーンが聞き返した声を聞いて、思わず、というようにルアークが吹き出した。

「あー、全く、カシュヴァーンおにいちゃんだけならともかく、アリシアの側そばを離れるのはやっぱつらいなあ……」

　そして黙って答えを待っているレネに向かって、こう言った。

「ねえ、わざわざ足を運んでもらって悪いんだけどさ。やっぱり俺は、バルロイおじさんのところにはいけないや」

　何か言おうとしたレネを、ルアークは片手を上げてさえぎった。

「あのおじさんが、思ったよりもいい人みたいだなってのは分かった。でもあの人は、こないだその時点での俺のご主人様にえらいことしてくれたんだもん。俺って結構、そういうとこきっちりしてるほうなんだ」

　エリクスのことを、アリシアにもカシュヴァーンにも言わなかったように。

「……その割には、お前自身が何度か俺を裏切ってくれたような気がするが？」

　カシュヴァーンのひと言に「うん、俺基準のきっちりだから」とルアークは笑顔で応じた。

「代わりと言っちゃなんだけど、この人を連れて行ってあげてくれないかな。俺よりは弱いけど、まあまあ強いから」

　ルアークの視線の先にいたのは、彼の兄の名を騙かたった偽者。

　眼を見開く「サイード」に、ルアークはにっこり笑ってみせる。

「オーデル侯爵が噂どおりの男なら、いずれあんたも殺されるよ。でも、バルロイおじさんのとこに行けば、とりあえずは大丈夫なんじゃない。ラグラドール人に下手に手ぇ出すほど馬鹿じゃないだろうし。もっともあのおじさんが、あんたみたいな超貧乳を自分の団に入れてくれるかどうかは分からないけどねぇ」

　軽口を叩くルアークを見つめ、彼はおもむろにこう言った。

「俺は、ジェダだ」

　突然本名を名乗った偽サイードは、びっくりしているルアークからついと眼を逸らす。

「以前から俺はよく、お前と間違われていた。勘違いからお前の名で仕事を依頼され受けたこともある。俺と似た、俺よりずっと強い奴。目め障ざわりだと思っていた」

　元々ルアークの存在そのものを、ジェダは知っていたようだ。対抗心も働いて、今回の件を引き受けたのだろう。

「……俺が本当の、お前の兄ならよかった。俺は、自分に家族がいたのかどうかさえ、分からない」

　小さな声でつぶやくジェダは、表情を読まれることを避けるようにうつむいている。

　ややあって、ルアークはふっと息を吐いてレネに向き直った。

「レネ。ジェダおにいちゃんの件、頼めるかな」

「分かりました。予定と少し違ってしまいましたが、手て土みや産げがないよりはましでしょう」

　表情を動かさずにレネはそう言った。







　月明かりの下、みながそれぞれに動いていく。

　エリクスはひとり、無人の館やかたへと戻っていった。

　セイグラムはてきぱきと兵士たちに指示を出し、引き上げの支し度たくを急がせている。レネはジェダを連れ、いずこかへとすでに姿を消していた。

「俺たちも帰るぞ。ルアーク、来い」

　アリシアはまだマントに巻かれてカシュヴァーンの腕の中だ。妻を抱いたまま用意してあった馬車へと歩き出したカシュヴァーンを追って、ルアークが黙って歩き出す。

　しかし時間を置いたせいか、無理に動かしたせいか、腫れがひどくなってきた足がうまく動かないようだ。片足を引きずっているのを眼に留めて、アリシアが助けを求めた。

「お待ちになってカシュヴァーン様、ルアークは足を怪我しているんです」

「そういえばそうだったな。おい、肩ぐらい貸してやるぞ」

　立ち止まったカシュヴァーンに言われ、ルアークはかすかに笑って首を振る。

「いや、悪いんだけど、身長の差を考えてくれるかな。あんたにぶら下がったみたいな格好で歩くほうが、かえってしんどいからいいよ」

「じゃあ、抱き上げてもらったら？」

　抱き上げられているアリシアが言うと、カシュヴァーンはちょっと考える顔つきになった。

「……お前もルアークも軽そうではあるが、二人抱えるのはさすがに無理だ」

「じゃあ私を降ろして下さればよろしいわ。もうひとりで歩けますから」

　いつしかすっかり薬も抜けたようで、アリシアの口く調ちようも体も普段どおりに戻っている。

「しかし、お前はまだ服がはだけたままだろう。腹がふくらんだままでは、ちゃんと着直すことができんだろうが」

　二人のやり取りを聞いたルアークがからかった。

「あれ、カシュヴァーンおにいちゃん、いつの間にアリシアの腹をふくらませたの？　あの短時間でやるねえ」

　多少過激ではあるが、普段とさほど変わらないからかいに対し、カシュヴァーンはなぜか真顔になった。

「──そうか。初夜の先には、当然そういう展開もあるんだよな」

　今気がついたようにひとりごちた口元に、苦い笑みが浮かぶ。

「全く、男はこれだから……」

「カシュヴァーン様？」

　腹の具合を見てみようと腕の中でもぞもぞしているアリシアに呼ばれてカシュヴァーンは笑みを引っ込めた。

「分かった、アリシア見せてみろ、一応俺が確認して……どうなってるんだ、お前の消化器官は」

　マントに包まれていた妻を地面に降ろし、その腹部を確認してカシュヴァーンは呆あきれた顔をした。

　完全に元に戻っているわけではない。しかしふくらんだ腹はいつの間にかだいぶ引っ込んでおり、アリシアは自分でさっさとドレスの前を直した。

「これで大丈夫ですわ。さ、ルアークを」

　言われてカシュヴァーンは、ため息をつきながらルアークに近づき、背を向けて屈んだ。

「ほら、乗れ」

　ちょっとびっくりした顔をしたルアークの唇に、やるせないような笑みが浮かぶ。

「……さすがにだっこは嫌ってわけね。でも、おんぶかぁ。何年ぶりだろ」

　つぶやいたルアークを背負い、カシュヴァーンがアリシアの歩調に合わせてゆっくりと歩き出す。アリシアもさっきまでくるまっていたマントを抱えて横に並んだ。

「うふふ、こうしてると私たち、親子みたいね」

　なんだか楽しくなってきたアリシアが、無邪気にそう言ったのを聞いて、カシュヴァーンもルアークも同時に眼を見開いた。

「……やれやれ。相変わらず自然体で人の傷をえぐってくるよね、アリシアは」

　苦笑いしたルアークの瞳がふと遠くなる。

「俺が昔いた〈玩おも具ちやの兵隊〉とか〈翼の護まもり〉とか呼ばれてた組織はね、全体の能力を保つために成員を順位づけしてたんだ。で、一定の順位から脱落したら、殺されんの」

「……ルアーク」

　カシュヴァーンに名を呼ばれても、ルアークはそのまましゃべり続けた。

「元々みんな、身寄りのない貧しい子供ばっかりだった上にそういう組織だったからね。任務の上では連携はしてたけど、仲間内での潰つぶし合いとか凄すごかったんだ。だから余計に俺は、たったひとりのおにいちゃんを失いたくなくってさ。がんばってがんばって、おにいちゃんが足を悪くした後も、おにいちゃんの分まで俺がやるからってわがままが通用するぐらいにまでがんばったんだよ」

　過去の自分の愚かな一途さを哀れむように言った後、ルアークはぽつりとつぶやいた。

「本当は分かってるんだ、俺。悪いのは俺なんだ。俺の力が足りなかったからだよ」

「……ルアーク、もういい。やめろ」

「俺がもっともっと強くて、心が広くて、サイードおにいちゃんに劣等感なんか感じさせないぐらい知恵が回ればよかったんだよ。なのに俺は強いんだ、おにいちゃんを助けてやれるんだって、うぬぼれてさ。おにいちゃんがどんな気持ちなのか、考えもしないで」

　カシュヴァーンの制止を聞かず、ルアークは長年胸のうちにあったであろう思いを吐き出していく。

「子供の頃は、サイードおにいちゃんのほうが強かった。強くて優しかった。でも、だんだん俺のほうが強くなってから、変わっちゃったんだよ。足を悪くしたのも、俺と同じだけの任務をこなそうとして失敗した結果だったし」

　そこまで言って、ルアークは急に冷たい声を出した。

「ま、格下の相手にしか優しくできないような人間だったってことかも、しれないけどね」

「ルアーク……」

　今度はアリシアに呼ばれたルアークは、また声の調子を戻した。

「それでも俺は、家族がいいんだ」

　カシュヴァーンの肩に頭をもたせかけ、ルアークは疲れたように眼を閉じてつぶやいた。

「仲間とか友達とか恋人とか夫婦は、終わる可能性があるもん。だから家族がいい。憎んでも、嫌っても、切れない絆がいいんだ」

　それを聞いたカシュヴァーンの横顔が苦い翳かげりを帯びる。

「……ただ、血が繫つながっているだけの家族だっているさ。それこそ憎んで嫌って、それでもただ血縁者であるという事実だけが消えてくれないような、そんな相手も」

　父親のことを思い出しているのだろうか。素直にルアークの言葉にうなずけないらしいカシュヴァーンの横で、アリシアはそうだ、という顔をした。

「ねえルアーク。それじゃあ私たちと家族になる？」

　いきなりの提案にルアークとカシュヴァーンがまた眼を丸くする。

「旦那様を二人は持てないし、愛人じゃ家族じゃないから、息子でどうかしら。ほら、私たち、まだ子供がいないし」

　夫の同意も得ず、勝手な提案を始めたアリシアを見下ろしてルアークが盛大に吹き出す。

　吹き出した拍子にカシュヴァーンの首にかけていた腕を締めてしまったらしい。顔をしかめたカシュヴァーンに軽くはたかれながらも、ルアークはひたすらに笑い転げていた。














「──アリシア、井戸の中ではごめんね。俺、アリシアのこと、本当に本当に大好きだから……！」

　ぬぐってもぬぐってもその瞳にあふれる涙は、笑い涙だけではないようだった。

「いつか二人の間に、本当に子供が生まれたら……そしたら今度は、俺がおにいちゃんってわけか」

　小さな声でつぶやいたルアークは、無言のカシュヴァーンにいたずらっぽい笑みを向けた。

「心配しないで、カシュヴァーンおにいちゃん。本当にどっかに届けを出せとか言わないから。今夜限りの噓でいいよ。知ってるでしょ？　俺にはだまされる才能があるんだって」

「あら、カシュヴァーン様はルアークが息子ではお嫌？　確かに全然似てはいませんけど。でも見た目の年齢からすると、なんとか親子で通ると思いますわ」

　下手をすると自分もカシュヴァーンの娘に見えるアリシアの言葉に、カシュヴァーンは諦あきらめたようにため息をついた。

「ルアーク。お前、俺とアリシアがやった守り石を忘れていったんだな」

　確認され、少し間を置いてルアークはうなずいた。

「……うん。ごめんね、カシュヴァーンおにいちゃん、アリシア。もう二度と忘れない」

　殊勝なひと言に、カシュヴァーンは薄く笑ってこうつけ足した。

「そうだな。おまけにお前は、毒の量を減らした毒針で人を刺すなんてどじまで踏んだことだしな。それじゃとてもバルロイの隊には入れないだろうよ」

「あら、道理でカシュヴァーン様がお元気なはずだわ。ルアークって結構どじなのね」

　真に受けて微笑むアリシアを見やり、ルアークも笑ってやり返す。

「あはは、まあね。でもカシュヴァーンおにいちゃん、アリシアが作ってた肥料要らずの料理をこっそり食べてたからそのせいもあるんじゃない？　もしかして俺に刺されるかもしれないって予知してたの？」

「あら、あれ、結局誰も食べないからダンがねずみ除よけにでも使うって言っていたのに……カシュヴァーン様、お食べになったの？　お食べになるのなら、他の料理と一緒に食べて胃を保護しないと、初心者には危険かもしれませんわよ」

「……うるさいな。たまたまものすごく腹が減っていたんだ」

　かえって墓穴を掘ってしまったことに気づいたらしく、カシュヴァーンは二人から視線を逸らしてこう言った。

「分かったよ。俺もだまされてやる」

　そして、背中のルアークを揺すり上げるようにして背負い直してから、小さくぼやいた。

「まだちゃんとした初夜もすませていないのに、もうこんなでかい子供ができてしまった……」

　複雑そうなその声に、小さな小さなルアークのつぶやきが混じった。

「ねえ、本当の子供ができても、できれば俺のこと捨てないでね」

「……馬鹿。当たり前だ」

　ぶっきらぼうなひと言も、夜風にまぎれて消えていった。








　終章







　屋敷に戻ってきて三日目の昼。

　オーデル侯爵は結局、バスツール家の一件から手を引いたようだと、一階の広間に下りてきたカシュヴァーンはアリシアに教えてくれた。

「知らぬ存ぜぬですませるつもりなんだろう。エリクスについても、今のところ処分を下すような様子もない。ただしバスツール家に仕つかえる人間たちが、強引に当主にさせられたエリクスに従っていたのは一応オーデル侯爵という後ろ盾があったからで、今後はどうなるかは分からんが」

「よかったですわ」

　とりあえずエリクスはまだ無事らしいと安心し、アリシアはほっとした顔をする。

「妙にあっさり手を引きましたわね。何か逆に怖いですけど……」

　ノーラの油断できない、と言いたげな顔を見てカシュヴァーンは見解を述べた。

「俺の暗殺に成功したのならとにかく、計画自体崩壊したに等しい状態だからな。表立ってオーデル候爵の名前は出ていないことだし、万一エリクスが何かしゃべったところで鼻で笑われるだけだ。早くもちまたでは、成り上がり当主が箔はくづけをするために以前取り逃した花嫁をさらいに行った、とかいう噂が流れているようだぞ」

　これも死神姫の縁というやつだなと、カシュヴァーンは皮肉っぽく笑った。どうやらオーデル侯爵は全ての罪をエリクスに着せるため、機先を制して情報操作を行ったようだ。

「つまらない火や傷けどをさせられるぐらいなら、堂々と素知らぬふりをしようということなんだろうよ。忌いま々いましいが、オーデル侯爵にはそれだけの力がある」

　王家と宰さい相しよう一族を除けば、最も強い権力を持つとも言われているジスカルド・オーデルだからこそ取れる態度ではある。

「あるいは手を組んだらしい〈翼の祈り〉教団が、何か言ってきたのかもな。あるいは国王筋が……まあ、これはまだ分からん。引き続き調査を頼むぞ、セイグラム」

「かしこまりました」

　優美な一礼をしたのは、事の顚てん末まつを報告に来ていたセイグラムだ。

　当然のようにその横にはティルナードがいて、「なんだよ、セイグラムばっかり頼って」と面白くなさそうにぶつぶつこぼしている。バスツールの屋敷に乗り込む際、連れて行ってもらえなかったことをまだ恨んでいるようだ。

「まーまーティルぼっちゃん、人には向き不向きがあるからさ。いかにもなお貴族様って意外と俺たちの周りにいないから、あんたもいずれ何かで役に立つ日は来るかもよ」

　当たり前のようにティルナードに声をかけたのは、いずこからともなく姿を現したルアークだった。

　足の怪我はすでに回復しており、その動きは以前よりむしろ冴えているようですらある。

　ノーラがまたしても悲鳴を上げるが、ティルナードはなんとか悲鳴を飲み込んだ。これも厳しい家庭教師のしつけの賜たま物ものだろう。

「……な、なんだよ、お前に慰められるほど僕は落ちぶれていないぞ！　今に見てろ、なあセイグラム！」

　結局自分もセイグラムを頼っているティルナードを見て、ルアークは楽しそうに笑っている。

「あはは、頼りにしてるよ。俺のお父さんとお母さんの役にしっかり立ってよね」

　主あるじ夫妻にしか分からないことを口にし、なおもくすくす笑っているルアークを見てアリシアはあることを思いついた。

「ねえノーラ。ノーラ、ルアークと結婚しない？」

「……はぁぁ!?」

　これにはいいかげんアリシアの言動に慣れたノーラも度ど肝ぎもを抜かれたようだ。

「あのね、ルアークは私とカシュヴァーン様の息子になったの。家族の縁は何をどうしても切れないのよ。私、ノーラが私のことを嫌っていても好きだから、ノーラとずっと一緒にいたいの。だからルアークと結婚して、私たちの娘にならない？」

「……ちょ、ちょっと、ちょっとちょっとちょっと待って下さいませ!!」

　アリシアの中では筋の通った提案を聞いて、ノーラは大混乱に陥っている。すでに爆笑しているルアークを思わず見てしまってから、ノーラは大声でこう言った。

「それだったらまだレイデン伯爵のほうがいいですわよ！」

「なにっ!?」

　いきなり名前を呼ばれたティルナードが声を上げ、続いてかーっと顔を赤くする。

　その反応にノーラは、自分がさらにまずい事態を招いたことを悟ったようだ。静かに鞭むちを取り出したセイグラムから距離を取りながら、

「な、何を赤くなっているんですの、勘違いしないで下さいませ！　暗殺者なんかより、レイデン地方の領主のほうがいくらかましだというだけの話ですわよ！　ちょっとセイグラム、嫌ですわ、か弱い私をそんなもので叩く気じゃ……きゃあっ！」

　すっと距離を詰めてきたセイグラムの手が伸び、ノーラの手首を摑つかんで引き寄せる。

　鞭で殴られることを覚悟していたノーラの耳元に、セイグラムは唇を寄せてささやいた。

「私にしておけ、ノーラ」

「……は……？」

　反射的に眼を閉じていたノーラが恐る恐る瞳を見開くと、セイグラムは平然と続けた。

「これ以上ティルナード様の周りをうろちょろされるぐらいなら、私が妻に迎えてやると言っている」

　恐ろしく自分勝手な台せ詞りふを吐いたセイグラムの指先が、ノーラのあごを持ち上げる。

　あまりの事態に硬直し、動けずにいるノーラだったが、そこに間一髪ティルナードが割って入った。

「馬鹿、セイグラムよせッ！」

　しっぽのように結んだ後ろ髪を引っ張られ、軽く仰のけ反ぞったセイグラムは不快そうに主あるじを振り返った。

「なぜ止めるのですか、ティルナード様。まさか本気でこの雌めす猫ねこのことを」

「い、いや、そうじゃないけど、それはいくらなんでもまずいだろう!?」

「ああそうだ。確かにセイグラムの妻じゃまずいだろう」

　そこで口を挟んできたのは、カシュヴァーンだった。

「トレイスにしておけ」

「……はい？」

　本日もカシュヴァーンの側そばに控えめに佇たたずみ、困惑顔で事態を見守っていたトレイスが突然降りかかってきた火の粉こに固まった。

「ノーラ、俺は別にお前のことを嫌っているわけじゃない。この屋敷で働くメイドには、できるだけ幸せでいてもらいたいとも思ってる」

　メイドだった自分の母親のことを思い出しているらしく、語るカシュヴァーンの口く調ちようには実感がこもっていた。

「セイグラムの妻になるぐらいなら、トレイスの妻になるほうがいいだろう。互いに気心も知れているしな」

「あら、それなら夫婦でここにずっといてくれるわね。ノーラ、私はそれでもいいわよ」

　呆あつ気けなく了承したアリシアだったが、ノーラもトレイスも到底納得できないようだった。

「私はよくありませんわよッ！」

「わ、私の気持ちはどうなるんですか!?　そもそも私は聖職者になろうとしたこともあってですね……！」

　珍しく必死な表情になったトレイス及び、ノーラの夫候補たちの熱い言い争いが始まった。

「ノーラ、私はバルロイ様以外なら誰でもよろしいですよ」

　どこからわいたのか、ふっと姿を現したレネのひと言も彼らの耳には入らないようである。

「あらレネ、こんにちは。今日はどうしたの？」

　突然のレネの登場にも、アリシアはやっぱりにこにこしたまま動じない。

「まずはご報告です。ジェダはバルロイ様の団に迎えられました。私という前例がありましたので、思ったよりも反発は少ない模様です」

「よかったわ。後でルアークにも教えてあげないとね」

「それに、アリシア様に以前のお約束を叶かなえていただければと思いまして」

「約束？」

「以前におっしゃいませんでしたか。強公爵閣下と、すごくいちゃいちゃして見せて下さると」

　ノーラたちの騒ぐ声にまぎれそうな二人のやり取りに、さり気なく耳をそばだてていたカシュヴァーンの動きが止まる。

「ええと、言ったかしら？　でもあの時って、ルアークとけんかをするのをやめてくれたら、っていうことで、レネはやめてくれなかったと思うんだけど」

「だめでしょうか」

「ううん、いいわ。だってルアークは私たちの息子なんだし、ならジェダも私たちの息子よね。お世話になった御礼はしないと。ね、カシュヴァーン様」

「もう二人目ができた……」と遠い眼をしてつぶやくカシュヴァーンではあるが、レネの体にうっすら残った傷は、ルアークから自分たちを逃がそうとした際にできたものだ。

「……まあ、そうだな。レネには世話になったしな」

　いかにも仕方がない、という顔をしながら、カシュヴァーンがアリシアに近づいてくる。

　照れることもなく、のんびりと微ほほ笑えみながら待っているアリシアのすぐ前に立つと、カシュヴァーンは何かを思いついた顔をした。

「なあアリシア。たまにはお前から、いちゃいちゃしてくれてもいいんだぞ？」

「え？」

　そんなことを言われるとは思っていなかったアリシアを見下ろし、カシュヴァーンは人の悪い笑みを浮かべている。

「あら、困りましたわ……いちゃいちゃってどうすればよろしいの……？」

「何か思いつかないか？　例えば、ほら」

　すっと身を屈かがめ、カシュヴァーンが顔を近づけてくる。

　それを見たアリシアはああ、という表情になり、手を伸ばしてカシュヴァーンの頭を撫なでた。

「これでよろしいですか？」

　短い黒髪は少し硬いが、触り心地が悪いということはない。

　いつも自分がされているようにカシュヴァーンを優しく撫でてやると、彼は珍しく少し顔を赤くした。

「……親にもされたことがないことを……いや、これじゃなくてな」

　目ざといルアークあたりに見つかることを恐れるように、なんとか表情を取り繕つくろったカシュヴァーンは、「これだ」とつぶやいて軽くアリシアに口づけをした。

　途端、今度はアリシアが赤くなるのを見て、優位を取り戻したカシュヴァーンはにやにやし始める。

「ほら、どうだ。見本は示してやったんだから、できるだろう」

「え……ええ」

　言われてアリシアは、おずおずとカシュヴァーンの顔を両手で挟み込んだ。

　今まで何度か夫と口づけをしたことはあるのに、自分からするとなると妙に緊張してしまう。

「……また、おなかが、痛く、なってきましたわ……」

　切なそうに潤んだ青い瞳ひとみを、カシュヴァーンの黒い瞳が今は穏やかに見つめている。

「……そうか。それは、嫌な痛さか？」

「いいえ……大丈夫です。でも不思議……おなかの丈夫さには自信がありましたのに、カシュヴァーン様はどうしてこんなに簡単に、私のおなかを痛くできますの……？」

「……なぜだろうな。さあ、それより、レネが待っているぞ」

　カシュヴァーンも中途半端な姿勢がしんどくなってきたらしく、床に膝ひざを折りアリシアの行為を助ける。

「……ん……、こう……？……」

　ちゅ、と軽い音を立て、眼を閉じながらアリシアが口づけをしたのは、カシュヴァーンの鼻先だった。

「お前にしては上出来かもしれんが、位置はもっと下だ。顔も少し傾けて……そう」

「……ここ、ですか……？　……きゃっ」

　言われるまま、いろいろ軌道を修正したアリシアの唇は、夫のそれをかすめた途端びっくりしたようにすぐに離れた。

「こら、そんなに触れるか触れないかでは、されたかどうかもよく分からないぞ？」

　からかうように言われても、顔は熱くほてり、心臓は壊れそうに早はや鐘がねを打っている。

　どんな恐怖小説を読む時よりも激しい変化が心と体に起こっていて、アリシアは思わず許しを請こうた。

「ま、まだ……ですの……？　私……もう」

「だめだ。場所はそのままでいいからもっとじっくり……、いたた、なんだトレイス」

「なんだじゃありませんよ！」

　カシュヴァーンの腕を摑んでアリシアから引き剝はがし、顔を真っ赤にしたトレイスが絶叫した。ちなみに彼の背後では、セイグラムに目隠しされたティルナードが何やらわあわあわめいている。

「真っ昼間からこんな人目のあるところで何をやっているんですか、あなたは!?」

「そうですわ、そういうことはまずこの私にすべきですわよ！」

　同じく顔を赤くしたノーラが、アリシアのほうを引っ張ってカシュヴァーンから引き離した。

「おっと、残念、気づかれちゃったか。思ったより早く俺もおにいちゃんになれそうかな、と思ってたのに」

　すましてうそぶくルアークは、お邪魔虫たちの意識を夫婦から逸そらす任務を勝手に負っていたようだ。

「私がお願いして、いちゃいちゃしていただいたのです」

　カシュヴァーンに代わって答えたのは、こちらも珍しく少し顔を赤くしたレネだった。今になってその存在に気づいたらしく、遅ればせながらの悲鳴を上げるノーラを無視して言う。

「ですが、これはいささか私には早い段階のいちゃいちゃのようですね。口づけだけで、強引に初夜を遂とげようとした時よりも甘い空気を醸かもし出せるとは……さすがバルロイ様の弟子です」

「……そんなことまであいつに習った覚えはないんだがな」

　やれやれ、という風に立ち上がったカシュヴァーンがまた自分を見るのに気づいて、アリシアはどきっとした。

「お前の眼は信用できん。言葉も何を言ってるのか分からん時がある。だが、腹なら信用できる」

　そう言うとカシュヴァーンは、近寄ってきてアリシアの頭に大きな手を乗せた。

「俺だけが、お前の腹を痛めることができるなら……今はまだ、それぐらいでいいさ。人前でできるぐらいの、いちゃいちゃでな」

　髪の流れに沿って、優しく滑すべる指先が心地よい。

　なのに、ひたすらに優しいだけのその動きに、物足りなさを覚えるのはなぜなのだろう。

「……カシュヴァーン様、あの……私、いちゃいちゃ、もう、少し……」

　小さな声で、恥ずかしそうに言い出したアリシアの声をさえぎるように、カシュヴァーンが口を開く。

「初夜の先にくるものについて、考えが及んでいなかったことも思い知ったしな。──全く、男はこれだからいかん」

　乾いた声でつぶやいたカシュヴァーンの瞳はまずルアークを見つめ、それから屋敷の裏へ……両親が眠る薔ば薇らの廃園へと、向かっていった。





終　　










　あとがき




　二度あることは三度ある、という感じでこんにちは。小野上明夜と申します。

　どうやらシリーズになったこの『死神姫』というお話も、今作『死神姫の再婚　─腹ぺこ道化と玩おも具ちやの兵隊─』で三作目となりました。応援して下さったみなさんのおかげです。ありがとうございます。







　今回の新キャラは弱虫道化と傭よう兵へい娘とルアークの「おにいちゃん」です。別に毎回三人ずつ出そうとか、そういうつもりではなかったのですが、こうなってしまいました。

　エリクスは無駄に強い人ばかりの話の中では結構新鮮な、弱い人でした。彼とアリシアが結婚していたら、『死神姫』というお話は全く違うものになっていたでしょうね。

　レネは強制的に主役夫婦をいちゃいちゃさせてくれる、ラブコメ初心者な作者には大変ありがたい女の子。もっと強くなって、バルロイおじさんを押し倒してほしいです。

　サイードはまあ、だめな人です。私は油断すると男性キャラがすぐだめ男になるのですが、カシュヴァーンとはまた違う方向にだめ男。

　とはいえルアークが「おにいちゃん」と呼ぶのはサイードとカシュヴァーンだけなので、カシュヴァーンもそのあたりは肝に銘じておくべきだと思います。







　肝心の主役夫婦の仲は、前進したような後退したような。いまだにまともな初夜を迎えられないまま、子供だけできるというどうしようもない状況です。ノーラの相手候補も広がりを見せ、私にも彼女は誰とくっつくのかだんだん分からなくなってきました……。

「守り石はまた使うんだよね？」「もっといちゃいちゃさせるべき」と、的確なアドバイスを下さる担当編集の三ヶ尻様、カラーもモノクロも美しい岸田メル様に支えられ、四巻に向けてまたがんばりたいと思います。よろしくお願いします。








二〇〇八年三月　　小野上明夜　　
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